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支序

この報告書は、NTT九州移動通信網電波基地局建設に伴い、平成■年度に実施した的野遺跡における

理蔵文化財発掘調査の報告書
―
であります。

この調査により、縄文1時代早期から古代に至る遺構や遺物などが検出され、南九州の当時の歴史を解明

するうえで多大な成果をあげることができました。

この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残した私たちの文化遺産であり、これらの成果を活かす

ことが、我々に課せられた重大な責務と考えております。本書が町内に所在する文化財の保存に役され、

また本町の学術資料として学校教育、社去教育などに幅広く活用頂ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から感謝を申し上げ

ます。

平成13年 3月

高岡町教育委員会

教育長 中山芳教



多百例

1 本書は、NTT九州移動通信網電波基地局ィ建設に伴い、1999年度|(平成11年度)に1実施した埋蔵1文化

財発掘調査の報告である。

2 黒耀石の産地同1定は藁科哲男氏 (京都大学原子炉実験所)に依頼し、分析結果は本書「第H章分析―」

に掲載させていただいた。黒耀汚の一部とその他の石材については、その鑑定を宍戸章氏 (南九州大学

非常勤講師)に依頼した。

3 赤色顔料同定は、1株式会社古環境研究所に委託した。

4 遺物の実測は、その一部を株式会社文化財環境整備研究所に委託し.た。その他の遺物の実測は、西慶

喜・ (高岡町教育委員会)の協力を得た。

5 的野遺跡の遺跡番号は303で、出土遺物は高同町教育委員会に保管している。遺物の注記は、「遺跡番

号一遺物取上番号」を基本とし、収蔵番号については、「報告書シリーズ番号■報告書内遺物番号」と

している。

6 本書は、第■章第 4節 2a土器 。第Ⅳ章第 2節 2を西がヽ第 2章第 5節 。第4章第3節を島田が、そ

の他を廣田が分担して執筆した。

7 本書の編集は島1日 の協力のもと廣日がおこなった。



凡 例

1 「土坑」のうち墓の可能性の高いものについては「土媛」と表記した。

2 第12図縄文時代石器実測図中のスタリーントーン部は赤色顔料付着範囲 (ト ーン濃)と研磨範囲 (ト

ーン薄)をそれぞれ示す。

3 表 1・ 2・ 3の土器観察表については下記のとおりである。

・「調整等―」の項目にみられる①～①の記号は、①口唇部②日縁部・瑛部 (長要壼)③肩部 (長頚

壺)・ 杯底部 (高イ)④胴部・脚部 (高郭)⑤底部・脚
1端
部 (高郭)⑥底部接地面 (底面)と し、下図

に示す
`・「調整等」の項目にみられる編物庄痕のアジロ編み「1-1工 lJは、一本越え‐本潜リー本送りの略である。

「複雑」は、交叉の規則性のはっきりしないものを示す。

・「調整等」の項目にみら―れる「ナデ」は指によるナデを示す。「貝殻条痕」は二枚貝腹縁の条痕を示す。

「法量」の単位はcm(長さ)と g(重量)である。
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第 I章 はじめに

第 1節 はじめに

1 遺跡の位置と調査経緯

遺跡は、宮崎県東諸県郡高岡町大字上倉永2024-1に所在する。調査の契機は、平成11年 7月 、高岡町

教育委員会に、NTT九州移動通信網株式会社から電波基地局建設に伴う埋蔵文化財発掘の届出があった。

当教育委員会は現地を確認し、 7月 7日 に確認調査をおこなった。その結果、すべてのトレンチから縄文

時代後期土器や古代土師器などが出土した。その結果を踏まえ、当教育委員会はNTT九州移動通信網株

式会社との間で、平成 7年 8月 に協議をおこなった。この協議において、計画変更を含めた内容で協議を

おこなったが、計画変更できないとのことから、その区域を高岡町教育委員会が調査主体となり発掘調査

を実施することとなった。調査は12月 2日 から12月 27日 までである。

2 調査組織

調査主條 高岡町教育委員会

調査整理

1999年度 (平成11年度)     2000年度 (平成12年度)

教 育 長     中山芳教     教 育 長    中山芳教

社会教育課長    水谷泰三     社会教育課長   四位行治

社会教育課長補佐  梅元利隆     社会教育課長補佐 梅元利隆 (12月 まで)

文化財係長     黒木敏幸      文化財係長   黒木敏幸 (12月 まで)

主任主事     島田正浩              島田正浩 (1月 から)

嘱託     廣田晶子       主 査    島田正浩 (12月 まで)

と事補    廣田晶子

嘱 託    西 慶喜

また、この調査を実施するにあたり、地権者の方をはじめ高岡町役場など関係各者のご理解とご協力を

頂いた。また、資料調査に際して多くの方の御指導・御助言を得ている。記して深謝を表したい。

泉拓良 (奈良大学教授)、 小野正敏 (国立歴史民俗博物館助教授)、 井上喜久男 (愛知県陶磁資料館)、 岩

永哲夫、長津宗重 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 石川悦雄、谷口武憲 (宮崎県文化課)、 金丸武司 (田野

町教育委員会)、 井上隆広 (綾町教育委員会)、 松本安紀彦 (奈良大学学生)

―
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「

第 2節 遺跡の環境

1 地形的環境

高岡町は山林が70%以上を占める。その町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによって形成され

た河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望する。この大淀川に起因する自然環境が大きく人々の生

活を左右していたことはいうまでもなく、しかるに歴史的要因にも導かれていた。遺跡は大淀川南岸の独

立した丘陵である。周囲は一段低い台地が四方に広がり遺跡がある丘陵のみが突出している。このような

地形について合原敏幸氏 (1)は 「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層群に属す

る砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、一部玄武岩、疑灰岩などの塩基性岩類が含まれる。内

之八重付近の砂岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャートが見られる。高岡山地

西部には、古第三紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、高岡山地を南

北に横切る高岡断層によって前述の白亜紀の層に接している。高岡町の中心部付近及び高岡山地北部には、

新第二紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。本層は四万十累層群

を傾斜不整合の覆う海成層で、貝、カニ、ウニ等の化石を含む。さらに、町中心部付近に及び西部は宮崎

層群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラスからなる姶良噴出物、及

び主に礫、砂シルトからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山噴出物は急傾斜とその上の広い平

坦面や暖斜面から形成される台地状の地形を有している。沖積層は、大淀川、浦之名川、内山川、飯田川

等の河川流域沿いに分布している。」 (高岡町埋蔵文化財調査報告書12集 より抜粋)と している。

(1)高岡町役場都市計画課係長

2 歴史的環境

高岡町の遺跡は、現在140箇所以上ありそのほとんどは河川により形成された台地上に位置している。

旧石器時代

調査は綾町との町境付近に位置する向屋敷遺跡で実施されている。集石遺構とともにナイフ形石器やス

クレイパーが出上した。また、石材で五女木産の黒耀石が 1点ではあるが確認されている。表採資料とし

ては、野尻町に近い大字浦之名一里山地区で剥片尖頭器がある。さらに、最近の調査で大淀川南岸のシラ

ス台地からさらに南側の標高70mを越える台地上で姶良丹沢 (AT)火 山灰下から剥片石器や礫石器が、

小林軽石層下から剥片尖頭器などが層位的に良好な状態で出土している。

縄文時代

この時代は調査夕Jが多 く草創期以外はすべて確認されている。なかでも早期の調査例は多 く、天ヶ城、

跡をはじめ、宗栄司遺跡、久木野遺跡 (1区～ 4区 )、 橋山第 1遺跡、橋上遺跡、人久保第 2遺跡、榎原

遺跡、中原遺跡が調査されている。天ヶ城跡では、押型文土器と桑ノ丸式土器が大半を占め、その両者の

折哀土器も出上している。橋山第 1遺跡は集石遺構が検出され、前平、吉田、下剥峰、桑ノ丸、平棒、塞

ノ神、苦浜、押型文等の各形式の土器が出土した。また、久木野遺跡では轟 1式がアカホヤより下層から

出土した。その他の遺跡でもそれぞれの遺物は出土しているが、石坂式だけは出土が確認されておらず、

出土例が少ない県内にあっては同じような状況である。さらに遺構は集石遺構が中心で高岡町では住居跡

は検出されていない。また、交易圏を考えるうえでひとつの鍵となる黒耀石も九州島各地のものが出土し

L

-7-
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ておリデータの蓄積をおこなっている。前期は久木野遺跡第 1区で包含層から轟B式が出土している。中

期は同じく久木野遺跡で春日、大平、岩崎下層の各形式のものが出上している。後期は橋山第 1遺跡で阿

高系の土器や疑似縄文の上器が出土した。さらに久木野遺跡では円形竪穴住居跡とともに北久根山式が出

土している。城ヶ峰遺跡では市来式や北久根山式が出土した。また、表採資料ではあるが山子遺跡、赤木

遺跡等でも確認されている。晩期は黒色磨研土器が学頭遺跡から出土している。

弥生時代

調査された遺跡からはⅣ～V期が中心に出土しておりそれ以前の時期は出土例が少ない。標高15メ ートル

程の微高地状のところに位置する学頭遺跡からは断面V字状を呈する溝状遺構や竪穴住居跡が検出された。

古墳時代

調査は、まず、住居址の調査としては人児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では 2軒の竪穴

住居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、八児遺跡は側壁にカマ ドが付設された竪穴住居跡

(7世紀代)な どが12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源である低地に位置し

ており、農耕集落の一端をみることが出来る。次に墳墓の調査としては久木野地下式横穴墓群がある。今ま

で 4基の調査がおこなわれ、人骨とともに鉄斧や玉類が出土し6世紀前半としている。また、町内には3基

の県指定古墳があり円墳となっている。その古墳付近で耕作中に壷が 2′点と鉄製品が発見されている。

古代

高岡周辺は浄平年間 (931～938年)の和名抄によると、その当時は「穆佐郷」といわれていた。それよ

り遡る時代の遺跡が最近の調査で確認されている。一つは蕨野遺跡で、大淀川北岸の丘陵 (大字花見)に

位置し、 9世紀後半の上師器の椀、皿などを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。三生江遺跡や的野

遺跡からは同時期の越州窯系青磁椀や緑釉陶器などが出上している。また、宗栄司遺跡や二反野遺跡で土

師器椀が出土している。古代の墳墓としては、人児遺跡から胡洲鏡、鈴、石鍋等を副葬した土媛墓が検出

されている。

中世

建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝期を経て、

島津氏と伊東氏の対立を迎える。その中心となったのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏が九州の拠点と

したことからはじまる。その後、島津久豊・忠国の居城、そして伊東氏 48城のひとつとなっていく。平

成 3年には穆佐城の縄張り調査を実施し、その成果として、南九州特有の特徴をもつとともに機能分化の

みられる山城であることがわかった。そのような中で、穆佐城周辺の大淀川沿いにも小規模な山城が点在

し、戦国時代から近世へと移っていく。

近世

中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だったのに対して江戸の時期になると天ヶ城周辺に一変する。鹿

児島藩は、天ヶ城と穆佐城の裾地に多くの郷士を移住させ麓を形成させた。そして、綾、倉岡とともに関

外四ヶ郷として、特に高岡郷はその中心として鹿児島藩の東方の防衛の要として発展する。高岡の地頭仮

屋を中心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群に分割されている。調

査はすでに12箇所以上で実施され、町屋を調査した第 1地点では大火跡と思われる焼土層の下から素堀の

井戸や土坑を検出した。さらに、第 5地点では郷士屋敷群の一角を調査し建物跡や陶磁器類を検出、第 8

地点では武家門の下部構造を明らかにさせた。このように近世期の発掘調査は高岡麓遺跡だけに留まって

生
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いるが、道路脇などにある石塔類からも当時の状況を知ることができる。最近では上倉永八反田・川子地

区において近世墓の調査を実施した。これは近世の農村形態などを知る手がかりとして重要な資料となり

得る。

3 遺跡の立地環境

的野遺跡は、高岡町大字内山2887番地にあり、町市街地から南東へ下った宮崎市との堺付近に位置する。

このあたりは高岡山地からいくつかの丘陵が舌状にのび谷と尾根が入り組んだ地形をなしている。的野遺

跡も北向きにのびた丘陵の先端部に位置する。約800だ の平坦面を有し遺跡の東側は高低差約15mの崖が

切 り立つ。北西側には視界が開け平野部の水田地帯を一望することができる。遺跡の標高は約26mで、標

高約15mの平野部とは10m以上の高低差を測る。近年は呆樹園として利用していたため造成された可能性

も多少あるが、東側に斜面を有し北西方向に開けるという旧地形をとどめている。遺跡から約300m北西

には北流する江川がある。

0                    400m

第 2図 遺跡周辺地形図るよび調査地位置図
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第 立早 調査

第 1節 調査概要

1 調査概要

確認調査の段階で縄文時代早期 。後期、古代の 3時期の存在が判明していた。本調査面積は213∬ で期

間は1ケ 月間であった。1999年 12月 2日 に伐採・準備等を行い、翌日重機による表土剥ぎの後包含層の掘

削を開始した。11日 までで古代の遺物を主とする層 (2.3層 )の掘削を終了した。時間的制限から3層

までの遺物の取 り上げは層一括とした。3層掘削後、遺構検出を行い古代のピット群・土坑 2基 を検出し

た。さらに溝状遺構 1基を検出したが、 4層が堆積しない範囲のため、時期の層位的な確認は困難であっ

た。17日 に4層下面で溝状遺構 2条を確認した。21日 縄文時代の包含層である 5層掘削中に土坑 3基を確

認し、24日 に 6層 のアカホヤ火山灰混土層上面にてさらに 2基を検出した。その後縄文早期の上器が出土

したため 7層 を掘削し、27日 調査を終了した。

第 2節 層序

1 基本層序

表上下は黒褐色土層 (2層 )で 白色軽石を多 く含む。約30cmの堆積で古代の上器を非常に多 く包含す

る。3a。 3b層 は古代の遺物のほか弥生土器も一定量含む。 4層 は弥生土器を主として縄文土器も含む。

4層 は、調査区西半部のみに堆積 し1号溝や 3号土壊の周辺にはみられなかった。5a・ 5b層 は縄文時代

後期を主とし、アカホヤ火山灰を少量含む。 6層 はアカホヤ火山灰混土層である。縄文時代早期の遺物を

少量含むほか、弥生時代・縄文時代後期の土器の混入もある。 3～ 5層 の各層は約10cm程度と堆積が薄

く、別の時代の遺物の混入がかなりみられた。 7層 は縄文時代早期の包含層である。 8・ 9層 は無遺物層

であった。

Om

1層  表土

2層  暗褐色土 (Hue10YR3/3)堅 く締まりあ り。3～8mmの 白色粒多 く含む。赤褐

色粒少量含む。粘質あまりない。

3a層  暗褐色土 (Hue10YR3/4)2層 と比べ黒色が弱い。やや堅 く締まりあ り。4mm

前後の白色粒含む。

3b層 暗褐色土 (Hue10YR4/4)3a層 と比べ明るい色調でやや粘質あ り。

4層 黄褐色土 (Hue10YR5/6)調 査区西半部のみに堆積する。やや堅 く粘性はない。

5a層  明褐色土 (Hue7.5YR5/6)ソ フ トで粘性はほどんどない。アカホヤ火山灰若千

混 じる

5b層 明褐色土 (Hue7.5YR5/6)5a層 と同様の上質でアカホヤ火山灰含む。

6a層  黄褐色土 (Hue10YR5/6)ア カホヤ火山灰含む。部分的に粘質あり。

6b層 黄褐色土 (Hue10YR5/6)ア カホヤ火山灰 。牛のすねホーム含む。

7層  黄褐色粘質土 (Hue10YR4/6)粘 性が高 くソフ ト。

8層 褐色粘質土 (Hue10YR4/6)粘 性が高 くややソフ ト。

9層 黒褐色粘質土 (Hue2.5YR3/2)黒 色土ブロックを含む。締まりあり。

Ⅱ

第 3図 基本柱状図

-11-



第 3節 縄文時代の遺構 と遺物

1 遺構

縄文時代の包含層である5a。 5b層 を掘削後、6a層上面にて検出した 6・ 7号土坑が縄文時代の遺構で

ある。 6。 7号土坑は、緩やかに西へ傾斜する地形に対しおよそ直角方向に軸を持つ。

6号土坑

長径180cm短径80cmの楕円形の土坑である。北壁から西壁にかけて一段のテラスをもつ。19点 の縄文

土器片が出上している。堆積状況はレンズ状に上下 2層 に分かれ、下層は粘性を帯びた暗褐色上で非常に

ソフトな土質である。上層は下層に比べ明るく明褐色ブロックを含む。

フ号土坑

長径200cm短径100cmで の長方形に近い形状を呈す。周囲に一段のテラスを有す。土坑床面の西端に直

径約40cmの ピットを有する。床面から15cmの深さである。

2 遺物

縄文時代の遺物は、6a～ 7層から早期土器数点と、主として5a・ 5b層 から後期土器がコンテナ 7箱程度

出土している。 3・ 4層からも多少縄文土器が出土している。これらの上器について型式分類し、遺物の

特徴を記す。石器は、層位的なまとまりはとらえられず、当該期のものと思われる個体について掲載し、

時期不明のものは出土層位で判断した。

ゝ
Ｌ
瓜 Y=32180

+Y=32160
X=-119860-+

X=-19870-十 十

第 4図 縄文時代遺構配置図

2575m
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6号土坑

257m

254m

第 5図  6・ 7号土坑実測図

a 土器

I類土器 (第 6図 1)

二枚貝腹縁による縦方向の刺突文を全面に巡らす土器。いわゆる知覧式土器である。

Ⅱ類土器 (第 6図 2)

横・斜め方向の板状工具によるナデを行い、その端部から粘土がはみ出しミミズバレ状を呈す。いわゆ

る轟 1式上器である。

Ⅲ類土器 (第 7図 3・ 4)

口縁部に工具による刺突文を巡 らし、その下に横走凹線文を施す。口縁部の連続刺突文は、3は貝殻腹

縁、 4は半裁竹管状工具による連続刺突文と思われる。

V類土器 (第 7図 5～ 13)

口縁部に縦方向の短沈線や刺突文を巡し、その下に沈線文を口唇部と平行に施す土器。口縁部に巡らす

文様・施文具によって a～ e類に細分できる。 5・ 6は棒状工具による三段の連続刺突文を巡す (Ⅳ a類 )。

平縁で平坦な口唇部には貝殻条痕が残る。 7・ 8は棒状工具による短沈線を巡らす土器である (Ⅳ b類 )。

8は斜方向の短沈線である。平坦な口唇部で貝殻条痕が残る。 9はヘラ状工具による連続刺突文を巡らす

(Ⅳ c類 )。 口唇部は刻目文を施す。10～ 13は貝殻連続刺突文を巡らす (Ⅳ d類 )。 10～ 12は 口唇部が平坦で10

は貝殻条痕を残す。刺突は斜方向のもの (10)と 縦方向のもの (11～ 13)に分かれる。10は波状口縁である。

V類土器 (第 7図 14・ 15)

口縁部に連続刺突文を巡らし、その下の沈線間にも文様を充填する土器である。14は 口縁部に貝殻腹縁

刺突文を巡らし、その下方に沈線で同心円文様を描 くものである。同心円内は一つおきに貝殻腹縁刺突文

を充填する。器面は横方向の貝殻条痕が残る。15は 口縁部は貝殻腹縁刺突文を巡らし、直下の沈線間に撚

糸文を充填する。

Ⅵ類土器 (第 7図 16～ 18)

口縁部に無支帯をもうけその下に 2平行沈線間に連続刺突文を充填するもの。16は 口縁端部が若千膨 ら

む波状口縁で、口唇部と平行の 2平行沈線間にヘラ状工具による連続刺突文を施す①17・ 18は平口縁で 2

平行沈線間に貝殻連続刺突文を充填する。18は 口縁下の曲線沈線間にも貝殻刺突文を充填 している。

Ｅ

寸

め
側

‐―」
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Ⅶ類土器 (第 7図 19。 20)

口縁部に無文帯をもうけその下に刺突文を施すもの。19は棒状工具を刺突し下方に引き抜 くような連続

刺突文を巡らす。20は貝殻腹縁連続刺突文を巡らす土器である。いずれも平坦な口唇部をもつ。

V～Ⅶ類胴部 (第 8図21～ 30)

Ⅳ～Ⅶ類の要素である沈線と連続刺突文などで構成される胴部土器である。21は横走沈線の後その上方

に凹点文、下方に短沈線を施すものである。22は棒】犬工具による連続刺突文下に横走沈線を施す。23は沈

線間に竹管文を施す。241よ ヘラ】犬工具による連続刺突文下にやや深めの沈線文を描く。25・ 26は 2平行沈

線文間にヘラ状工具による連続刺突文を充填するものである。27は貝殻を押し引くようにして施文してい

る。28。 29は貝殻腹縁刺突を充填する。30は縦方向の 2平行沈線間に横位の貝殻腹縁刺突文を施している。

Ⅷ類土器 (第 8図31～38)

沈線文を施す土器である。31～ 341ま 口唇部か無文のもの (a類 )、 35～ 381よ 口唇部に刻目文を施すもの

(b類 )である。33は器厚が1llnmと 厚 く6～ 711114のやや幅広の沈線を斜方向、横方向に描 く。35。 36は 口

唇部に大きく浅い斜方向の刻み文を施し、口縁部はごく浅い横走沈線文を施す。37は 波状口縁で口唇部外

端に刻目文を施し、口唇部と平行に 2本の浅めの沈線が走る。さらにその下の波頂部下に円を描く。38は

口唇部に深い細身の刻目を巡らし、その下方に逆V字状の浅めの沈線を施す。

Ⅷ類土器胴部 (第 8図39～42)

沈線文を施す胴部である。40は 曲線文を描く。41は ラインが明瞭な沈線で胎土もしまりがある。

Ⅸ類土器 (第 9図43～ 46)

特殊な土器を一括した。43は口縁部外面に縦方向の 2条の隆帯を貼付している。しかしその後のナデ調

整のために輪郭が不明瞭になっている。口唇部には貝殻条痕を残す。44は口縁部タト面に垂下隆帯 2条 とそ

の上端から口唇部直下を一周すると思われる横走隆帯を貼付する。垂下隆帯には貝殻腹縁による刻目を施

す。また口唇部のやや内側にも貝殻腹縁連側刺突文を施す。器面調整は内外面とも貝殻条痕を明瞭に残す。

45は口縁部が逆三角形状に肥厚し口唇部タト端でくの字に屈曲してさらにやや内湾する。そのタト端部に貝殻

腹縁の刻目を巡らす。口縁部下には 1条の沈線を施す。46は出土土器の中で唯一立体的なものである。内

側に突起をもつ。口縁部下に支様帯区分のためか 1条の沈線を施文している。

革
、  lt   ・.■
・｀
・ ‐IⅢ ＼ 工

!

，

２

第 6図 縄文土器実測図 1
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X類土器 (第 9図47～ 56)

無文土器である。47・ 481ま 口唇部に刻 目を施す。47は平坦な口唇部に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。

48は 口唇部タト端に刻 目を施す。49は 口縁部がやや肥厚する。501よ横方向のヘラ状工具によるナデ調整をし

ている。51は波状口縁で口唇部付近がやや肥厚する。52～ 541よ 横位の貝殻条痕ののちナデ調整を行ってい

る。53・ 54は 口縁部が外に屈曲する。55・ 56は 内外面に横および斜方向の只殻条痕を明瞭に残す。

底部 (第 10図 57～ 74)

底部片である。57～59は底部が張 り出す。60～69は底部が屈曲し立ち上がる。70。 71は立ち上が りが丸

みを帯びる。底部接地面の編物圧痕は大半が材を交叉させて作るアジロ編みで、編み方の確認できる個体

は、60・ 64・ 73'74がアジロ編み「1-1‐ 1」 (一本越え一本潜 リー本送 り)である。57・ 62・ 66・ 67は アジ

ロ編みの交叉の規則性が一律でない複雑な編みである。63は モジリ編みである。

土器片錘 (第 10図 75)

75は 長軸に切 り込みをもつ土器片錘である。
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第11図 縄文時代石器実測図 1

b 石器 (第 11・ 12図 76～95)

縄文時代後期のものと考えられる石器は合計78点出土し、その内訳は打製石鏃 5点、局部磨製石鏃 2点、

スクレイパー 6点、微細剥離痕を有する剥片10点、石核 1点、チップ22点、磨製石斧 4点、軽石加工品 2

点、赤色顔料付着礫 1点、打欠石錘 9点、磨石13点、敲石 1点、石皿 1点、台石 1点である。

打製石鏃は全て凹基無茎鏃で76・ 77は黒耀石製で76が中町産註1)、 77は淀姫産で西北九州地方のものを

使用 している。79。 801よ局部磨製石鏃で両面の中央部を研磨 している。前者の 3点 と比べ断面が丸みを帯

びている。81～83は スクレイパーである。841よ磨製石斧である。刃部は欠損 している。85は軽石加工品で

全面に擦痕があり裏面は平坦である。86は上面のスクリーントーン部に赤色顔料が付着 した安山岩製の石

器である。赤色顔料はベンガラで、顔料を磨 りつぶすために使ったものと考えられる。87～89は上端と下

端を打ち欠いた砂岩製打欠石錘である。出土した打欠石錘はすべてこのタイプであるが大きさにはばらつ

きがある。90～92は砂岩製磨石である。スクリーントーン部は研磨痕を示す。91・ 92は側面には敲打痕が

観察でき敲石としても使用されていた。また研磨や敲打の度合いからかなり使い込んだものと考えられる。

このタイプの磨石は掲載した 2点のみである。93は敲石ですべての面に敲打痕が観察できる。94は石皿で

中央に凹面がある。95は表面に敲打痕がある台石である註2)。

註 1 宍戸章氏のご教示による。

2 台石と石皿の分類は、中原一成 1999「南九州における縄文時代草創期から早期前葉の堅果類利用について一磨

石・敲石類、石皿を視点として一」『南九州縄文通信No.13』 を参考にした。
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第 4節 弥生時代の遺構 と遺物

弥生時代の遺物は 3・ 4層から多 く出土している。遺構は溝状遺構 3条 (以下溝と称する)と 土墳 3基

を検出した。 1号溝は 3層掘削後確認したが、 1号溝の位置する調査区東半には4層の堆積はなく層位的

には時期が確認できなかったが、溝内より高郭など弥生土器が多 く出土したため、弥生時代の遺構である

ことが判明した。その後 4層掘削後に溝状遺構 2条を、そして5a層掘削中に土娠 3基を検出した。土媛は

いずれも2段の掘 り込みを持つ土媛墓である。

1 遺構

1号溝 (第 14図左上 。同下)

調査区の北東に位置し約8mを測る。調査区の北壁にぶつかり全容を知ることはできないが南北に走 り

南端は西へ釣状に曲がる。深度は場所によって異なるが30cm前後である。96～ 102の 遺物を含む20点の弥

生土器が溝内より出上した。縄文土器の細片も少量混じる。出土した弥生土器は良好な残存状況を示すも

のもあった (第 14図下)。 出土遺物はすべて床面直上からの出上ではなく約10cm浮いた状態であった。

2号清 (第 14図右上)

調査区北西端にて検出した。約1.5mで掘 り込みも浅い。弥生土器片 1点 と縄文土器片数点が出土した。

ゝ
Ｌ
〔

Y=32160
X=-119860+

X=-119870+

Y=32180

十

+

第13図 弥生時代遺構配置図
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1層 褐色土 (Hue10YR4/6)ソ フ

トで 若 干 粘 質 あ り。 3～

10mmの粘土岩片を含む。

褐色土 (Hue10YR4/4)乳 白

色ブロック多 く混入。ソフ ト

で 1層 よ り粘質強い。 3～

5mmの粘土岩片含む。

褐色土 (Hue7.5YR4/4)2層

より暗い。ソフトで粘性帯び

る。 2層 よりも白い乳白色ブ

ロック含む。3～ 10mmの 粘

土岩片含む

褐色粘質土 (Hue7.5YR4/4)

3層 より暗 く褐色ブロック含

む。非常にソフトで粘性強い。

褐色粘質土 (Hue7.5YR4/6)

粘質強い。地山が若干混 じる。

灰黄色粘質土 (Hue2.5YR6/2)

粘性強い。非常にソフト。赤

褐色土が上面に付 く。

褐色粘質土 (Hue10YR4/6)

6層のブロックと帯状の赤色

ブロック含む。ソフトで粘質

強い。粘土礫を若干含む。

3号土墳

4号土墳

ネ

Iω01

6層

7層

5号土城

3・ 4・ 5号上境実測図

―-23-一
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3号溝 (第 14図右中央)

南半に位置 し南側へ弧状を呈する。溝長は約 6mを 測 り溝幅は約50cmで ある。地形に沿って西側へ傾

斜する。弥生土器 1点 と縄文土器数点が出土した。

3号土境 (第 15図上)

調査区域の東角に位置し、主軸はN-81° ―Eで束西方向に長軸をとる。二段掘 り込みを構成し、一段 目

の掘 り込みの長さ210cm幅120cm深 さ65cmで、やや傾斜 して落ち込む。二段 目の掘 り込みは長さ150cm幅

90cm深 さ50cmである。底面は長さ120cm幅 50cmで東端がピット状に一段低い。特記する点として、二段

目の掘 り込み内に下層を被覆するように 6層 の灰白色粘土層が薄いlt積 をなす。直上にはわずかに赤褐色

上が付着する。蛍光X線分析の結果この赤褐色土は水銀朱と判明した (第 Ⅲ章第 2節参照)。 土娠内より

弥生土器8点、縄文土器12点が出土した。

4号土娠 (第 15図右下)

1号溝の西側に位置 し、主軸は東西方向でN-88° 一Eと なる。二段の掘 り込みを持ち、一段 目の掘 り込み

は長さ251cm幅 130cm深 さ90cmで、二段 日の掘 り込みは長さ150cm幅 80cm深 さ30cmである。床面は平坦

で凹凸はなく、長さ120cm幅50cmで 隅丸方形状のしっか りしたプランを持つ。弥生土器 6点、縄文土器

5点を含む。

5号土塘 (第 15図左下)

1号滞 と 2号溝の中間に位置する。主軸をN-83° ―Wと 東西にとる。 3・ 4号土墳同様二段掘 りの上壊

である。平面の長さ220cm幅85cmで深さは80cmを ほぼ垂直に掘 り込む。二段 目は長さ140cm幅 45cmで深

さは約10cmと 浅い。床面は長さ120cm幅 40cmである。弥生土器 3点 と縄文土器 2点が出土した。

2 遺物

a 土器

ここでは、弥生時代の出土土器について述べる。今回の調査で弥生時代の上器片がコンテナ約12箱分出

上している。このうち実測可能な49点 について説明する。

1号溝出土土器 (第 16図96～ 102)

96～ 102は 1号溝からの出上で、高郭が主体である。96は長顎壷である。調整は外面が ミガキ、内面が

ナデが主体である。底面は板状工具によるナデで一部で砂粒が動 く。97～ 1021よ 高郭である。97～ 100の郭

部は浅 く、口縁部と底部を分ける稜をもち、口縁部が外反する形態である。口唇部は僅かであるが面を有

する。脚部は97・ 98。 101・ 102か らみると、内面が中空で、裾部が上方からラッパ状に緩やかに開く。98

が焼け歪みがあるが、法量は邦部径が約40.Ocm前 後、脚端部径が約22.Ocm前後である。調整は、杯部がミ

ガキが主体で、口唇部付近はヨコ方向のナデを施す。脚部は外面タテミガキ、内面は下半部でヨコ方向主

体のハケメがあるほか、上半部で成形時の絞 り痕が観察できる。98の外面には、赤色顔料の付着が認めら

れる。97・ 98。 102で は、脚部の中心より約 2 cm程度下に約 l cm大 の透かし孔を配する。成形技法に関し

ては、97と 98か ら2通 りみられる。97は脚部から郭部を連続的に成形した後、必底部中央に粘土を充填す

る。98は 、脚部上端を丸 く納めて成形 した後、郭部を付け足す技法である。

3号土墳出土土器 (第 16図 103)

103は 高不の口縁部片である。口縁部上端は平坦な面を有 し、水平方向に延びる。いわゆる「鋤先口縁」

に近似 した形態を呈すると思われる。

―-24-―
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4号土境出土土器 (第 16図 104)

104は 短頸壺の口縁部片である。調整は外面タテミガキ、内面がハケメである。口唇部付近はヨコ方向

のナデを施し、面を作る。

5号土境出土土器 (第 16図 105)

105は広口壷である。口唇部にヨコ方向のナデを施し、若干窪んだ面を作る。

2層 出土土器 (第 16図 106～ 109)

106。 107は複合口縁壺である。106は、大 きく外反する顎部に内斜する口縁で、日唇部は丸 く納める。

口縁部外面には 2状の櫛描波状文を施す。107は、直立気味に上方へ外反する顎部から内湾 して立ち上が

る口縁で、口唇部は丸 く納める。口縁部外面には、刻 目を施 した縦方向の貼付浮文を 2状付加する。108

は鉢の底部である。口径は不明だが、底径は約20cm以 上になると思われる。底部は僅かに上げ底である。

lo9は高郭である。成形技法は98と 同様の技法を採用していると思われる。

3a層出土土器 (第 17図 110～ 114)

110。 112は複合口縁壷である。110は頸部片で、口縁部を欠損 している。調整はハケメを主然 とする。

112は 口縁部片で、頸部から内斜する。外面に櫛描波状文を施し、紡錘状の貼付浮文を 2】犬付加する。111

は短顎壺である。口唇部は面を有 し、鋸歯状の刻 目を連続的に施す。1131ま 鉢の底部片と思われ、底部は

丸底を呈するがやや不成形である。内面には板状工具によるナデの痕跡が明瞭に残る。114は 鉢を模 した

ミニチュア土器である。調整はナデを主体とし、板状工具を使用した痕跡がある。底部外面では原体は不

明だが、縦方向の窪み状の調整痕がみられ、一部で砂粒が動 く。

3b層 出土土器 (第 17図 115～ 126)

115は 冬部がソロバン玉状を呈 し、重孤文を施 した長頸壷である。体部の稜は、板状工具でケズリ取る

様にして明瞭に作 り出す。体部上半から肩部にかけて、横位の沈線と重孤文からなる 2状の文様帯を配す

る。重孤文は、肩部の沈線の下端に沿う下向きのものと、体部上半の沈線に沿った上向きと下向きのもの

がある。後者は緩やかな波状の沈線を施文したのち、その中心に横位の沈線を施すことで重弧文を作 り出

している。調整はタト面がミガキを主体とし、内面はナデ・ハケメである。体部上半にはユビオサエを施し、

そのまま上方ヘナデ上げた痕跡が残る。116・ 117は 長顎壷の口縁部片である。外面の調整は共にタテミガ

キ主合で、117の 内面には指でナデを施したような痕跡が残る。118は 、115と 同形態の長顎壺である。肩

部片で 2状の横位の沈線を配し、その間に上向き。下向きの重孤文を施す。119イよ長顎壷である。肩部内

面の粘土紐に沿って指頭圧痕とナデの痕跡が残る。1201よ 甕と思われる。肩部外面には、貝殻復縁による

刺突文を横方向に連続して施す。121は壺の底部である。底部の形態は平底を呈する。122は壷ないし鉢で、

底部は乳房状を呈する。調整はミガキを主体とする。123か ら125は 鉢である。1231ま 器壁が約 41111■前後と

薄く、底部の形態は乳房状を呈する。内面には板状工具によるナデの痕跡が明瞭に残る。124は 外部が緩

やかに上方に立ち上がり、日縁部はごく短く外反する。外面の調整はハケメのちタテミガキで、口縁部と

体部を分ける稜線付近にはハケメが残る。125は 口径は不明だが、かなり大きなものと思われる。口唇部

は平坦で、口縁部外面に強いヨコ方向のナデを施す。126イよ高郭の脚部片である。内面には原体を押し当

てて、引いた様な縦方向に走る工具痕が認められる。

4層出土土器 (第 17図 127～ 132)

127・ 128は短顕壺である。127は鋤先口縁に近似した形態で、口縁部上端に粘土紐を追加することで、

二
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第18図 弥生土器実測図 3

平坦な面を作 り出す。口唇部にはヨコ方向のナデを施し、凹線状に窪んだ面を作る。128は口唇部に面を

有し、摩減が進んでいるが 2状の凹線状のナデを施す。1291よ 115と 同形態の長頸壺の肩部片である。横位

の沈線の上端に沿って、重孤文を配する。130は壷の底部片である。底部は平底を呈 し、若千内湾気味に

上方へ立ち上がる。底面と底部を分ける稜は比較的明瞭である。131は鉢である。内湾気味に立ち上がる

体部から、口縁部が明確な「く」字状に外反する。口唇部はヨコ方向のナデを施し面を作る。調整は外面

がハケメ・ ミガキで、内面は板状工具によるナデの痕跡が残る。1321ま 高郭の脚部片である。直径約 l cm

大の透かし子しを配し、外面には赤色顔料の付着が認められる。

5a層出土土器 (第 17図 133～ 186、 第18図 137)

134は 壷の底部片で、ほぼ丸底に近い平底を呈する。133・ 135・ 136は 奏の底部片である。136は 底面が

上げ底で、断面形がレンズ状を呈する。成形及び調整が他に比べ丁寧で、外面にはタテミガキを施す。

133・ 135も 共に上げ底で、ユビオサエと指頭によって底部端を外方へつまみ出している。133は、この成

形により底部が脚状を呈する。137は 鉢である。体部が内湾 して立ち上が り、口縁部は「 く」字状に外反

する。口縁部径と体部最大径がほぼ等しい。

5b層 出土土器 (第 18図 138～ 143)

138・ 140は壺の底部片である。138は丸底に近い平底で、 ドーナツ状の粘土紐を底部に充填 している。

140は平底で、底面と底部を分ける稜は明確である。内外面共に板状工具によるナデで、後者はさらにタ

テミガキを施す。 139・ 141は 奏の底部片である。共に底部端をユビオサエと指頭で外方につまみ出す。

141は僅かだが上げ底である。1421ま 小型の鉢である。安定 した平底で底部から内湾 しながら立ち上が り、

口唇部は丸 く納める。143は 高郭の脚部片である。上方から緩やかに広がる形態である。透かし孔はなく、

粘土紐の接合痕に伴って指頭圧痕が残る。

6a層 出土土器 (第 18図 144・ 145)

144は短顎壷である。口唇部の面にヨコ方向のナデを施し、凹線状に若千窪む。145は 甕の底部片である。

底部は平底で、ユビオサエを側面に施して底部端を外側に押 し出す。
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第19図 弥生時代石器実測図

b 石器 (第 19図 )

146は 磨製石鏃である。基部と狽1面は面取 りをしてあり表裏面は平坦である。147は包丁型石器である。

石包丁の一部である可能性が高い。148は砥石である。石材は頁岩で、表面は部分的に黒色を呈する。長

軸と平行方向に無数の擦痕が走る。特記すべき点として、横方向の微細な傷が連続する擦痕がある。この

擦痕は金属の刃物等の研磨時についた可能性がある。1491ま 両側面に狭 り部を有する石器である。上面は

刃潰しが行なわれ、下面には微細剥離痕を残す。この石器については時期不明であるため、出土層位で判

断し弥生時代の石器に含めた。除草具的な使用法が考えられるが不明である。
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第 3節 古代の遺構 と遺物

古代の包含層は第 2・ 3層からなり、土師器、須恵器、黒色土器、布痕土器、緑釉陶器、灰釉陶器、越

州窯青磁が出土した。遺構は、土坑が 2基 とピット群からなり、 3層下位～ 4層上面で検出されている。

この検出面の地形は、東で高く西へなだらかに低 くなる。

1 遺構

(1)ピ ット群

ピット群のほとんどは 4層上面で検出した。規模は径15～ 70cmで特に30cm前後に集中している。規則性

を持つものはなく、柱痕も確認されていない。

出土遺物 1501ま 土師器の杯で体部から口縁部にかけてまっすぐ立ち上がる。底部は回転ヘラ切 り離しの

まま無調整である。胎上、色調とも蕨野遣跡 9号土坑出上のものに類似している。

(2)土坑

1号土坑 (21図 )

2号土坑の北側に位置し、さらに 6号土坑の直上に掘 り込まれる。残深約0.35m、 長軸約1.8m、 短軸約

1.6mの 平面不定型な土坑で、北側にテラス状の平坦な段を 1段有する。床面は平坦に近 く、壁面は45°

Y=32160
X=-119860+

Y=32180

+

X=-119870

2550m

+ +

第20図 古代遺構配置図

ｏ

　

。

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ
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～70° の傾きで立ち上がる。埋土は濁淡褐色粘性土で 3層下位で検出された。遺物は、流れ込みと思われ

る焼礫や剥片や弥生土器片などが数点のみで、この遺構に伴うものは出上していない。

2号土坑 (21図 )

4層上面で検出された。 1号土坑の西側に位置する。長軸約2.8m、 短軸約0.8mを はかる不定型な土坑

である。床面は、この遺構中央でピットに切られるが、全体的に平坦である。壁面は稜と西側に平坦で小

さいテラス状の段を有し45° ～80° の傾斜で立ち上がる。埋土は 1号土坑と似ており、濁淡褐色粘性土で

ある。遺物は 1号土坑と同じような状況で、この遺構に伴うものは出上していない。

2 遺物

古代の包含層は 2層 (白色粒を多く含む暗褐色土)と 3層 (暗褐色土)であるが、 2層からの遺物出土

量が圧倒的で、その中でも土師器が多い。

(1)土師器 (第 22・ 23図 151～ 166)

土師器は杯、高台付枕、奏が出土しており、出土量は杯が多い。皿類は出土していない。

杯 (151～ 162)

I類 (151～ 153)器高 5 cm前後で、体部から口縁部にかけてまっすぐ立ち上がる。体部と底面の境で低 く

段を残した状態で回転ヘラ切 り離しをおこなっている。151と 152は低径5.5～ 6.Ocm、 153は低径 7 cm前

後である。

Ⅱ類 (154)器高 5 clll前後以上で、体部から口縁部にかけてまっすぐ立ち上がる。底部内面が平坦でなく

その中央が窪んでいる。

1号土坑 2号土坑

q

Luク 93

263m

a

′

ｑ

一

一
月

Ｅ

∞

Φ
∞

矛

一『一ａ
m

1・ 2号土坑実測図
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中中中

I
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ダ

第22図 古代土器実測図 1
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▽
170

古代土器実測図 2

Ⅲ類 (155)器高が 4 cm前後で、外部から口縁部にかけてまっす ぐ立ち上がる。底部が厚い。

Ⅳ類 (156)器高が 4 cm前後で、体部から口縁部にかけてまっす ぐ立ち上がるが、底面から合部にかけて

は丸味を帯びる。

杯底部

I類 (157～ 161)体部と底面の境で低 く段を残 した状態で回転ヘラ切 り離しをおこ

径で、 5 cm以 下のもの (159)や 5.5cm前 後 (157、 160)や6.5cm前 後のもの (158)

も蕨野遺跡 9号土坑出上のものに似ているものがある。

Ⅱ類 (161)底面に I類のような段を持たないもの。

Ⅲ類 (162)側面からみると円盤高台に見えるが、底部の器壁が薄い。

高台付椀 (163～ 166)

高台付き椀は、底面部分の器面を放射状に削り高台を貼 り付けるものと (165、

を貼 り付け丁寧なナデ調整を施すもの (163、 164)がある。

ＨＦＦガ為
　
期

166)、 それをせず高台

(2)布痕土器 (第23図 167)

数個外分が出上 している。167は 底部が尖底になるものと思われる。内面が摩耗 してお り布痕は確認で

きない。

(3)須恵器 (第23図 168、 169)

須恵器は壼、甕が主体で、杯 (椀)類の出土は口縁部片 1点のみである。168は 短頸の小型壷で、169イよ

壺の底部である。

(4)緑釉陶器 (第23図 170)

緑釉陶器は洛西や洛北産の皿の破片 (170)が出土している。

(5)青磁 (第23図 171)

青磁は越州窯系青磁椀が 1点のみ出土している。

その他に、黒色土器 (杯、高台付椀 )、 猿投窯の灰釉陶器 (大椀)が出上しているが、いずれも少量で

ある。

なっているもの。底部

がある。胎土、色調と
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勘
Ｎ。

挿

図
真
版

写
図 種別 器種

出土
地点

法量 (cm) 調 整 等
色  調 胎 土

焼
成 備 考

口 径 底径 器 高 外 面 内面

1 6 6 文

器

縄

土
深鉢 ６ａ層

娼
④横方向の貝殻
条痕→ナデ→縦
位の貝殻腹縁刻
突文を全面にめ

ぐらす

④縦方向の工具
によるナデ→横方
向のナデ

⑥明赤褐色

(5YR5/6)

⑪にぶい責橙色

(10YR6/4)

lmm以下の黒色光

沢粒を含む

05mm以 下の黒色

粒を含む

lmm以下の白色粒

を含む

良

2 6 6 文
器

縄
土

深鉢 6a層 ①ヘラ状工具に

よる横・斜方向の

ナデ

⑭横方向のナデ 鋤 橙 色

(5YR6/6)

①にぶい赤褐色

(5YR5/4)

lmm以下の自色泣・

黒色粒・透明光沢

粒を含む

2mm以下の白色粒・

透明光沢粒・灰白色

粒・褐色粒・茶褐色粒・

乳白色粒を含む

良

3 文

器

縄

土
深鉢 5b層 ①ナデ

②貝殻腹縁連続
刺突文
④凹線文

③①工具による

横方向のナデ
U橙色

(5YR6/6)

⑪ 明赤褐色

(5YR5/6)

lmm以下の透明光

沢粒を含む

05mm以 下の黒色
締 彬 で合 子「

良

4 7 文

器

縄

土
深鉢 層

層

①ナデ

②半戎竹管状工具
による連続刺突文?

の問綿寸

⑫①工具による

横方向のナデ

U稔色

(75YR6/6)
①橙色
(5YR6/6)

lmm以下の透明光

沢粒を含む

05mm以 下の黒色
締 痺か 暑 合 す|

良

5 7 文

器

縄

土

深 鉢 5a層 ①貝殻条戻→ナ
デ

②2段 の連続刺
突文、沈線文

②横方向のナデ ④にぶい澄色

(75YR7/4)
⑥にぶい澄色

(75YR7/3)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・光沢粒を含
む

lmm大の黒色。乳

白色粒を含む

良

6 7 文

器

縄

土
深鉢 5b層 ①貝殻条痕→ナ

デ

②2段 の連続刺
を す ,十 綿 す

鬱ナデ ⑪灰責褐色

(10YR6/2)
①浅黄色
(25Y7/4)

15mm以下の透明

光沢粒を多く含む

lmm以下の黒色粒
浄合 ,「

良

7 7 文

器

縄

土

深 鉢 5b層 ①貝殻条痕→ナ
デ

②短沈線

②貝殻条痕→ナ
デ

①浅黄橙色

(10YR8/3)
⑪浅黄橙色

(10YR8/3)

lmm以下の白色粒・

黒色粒を含む

2mm以下の黒色光

沢粒・白色粒を含む

良

8 7 文

器

縄

土

深鉢 聯
５ａ層

①貝殻条痕→ナ
デ

②斜位の連続短
沈線、横走沈線

②貝殻条痕→ナ
デ

⑥にぶい黄橙色

(10YR7/2)
⑪にぶい黄橙色

(10YR7/3)

lIIIm以下の黒色粒・

白色粒・透明光沢粒・

白濁色粒を含む

良

9 7 文

器

縄

土
深鉢 5b層 ∪亥J昌更

②ヘラ状工具い

よる連続刺突文

沈線文

②只殻条痕→ナ

デ
④にぶい橙色

(5YR7/4)

Θ橙色

(75YR7/6)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢粒・

乳白色粒を含む

良

文
器

縄
土

深鉢 5a層 ①貝殻条痕→ナデ

②貝殻条痕→貝
殻腹縁連続刺突
寸 汁綿寸

②横方向の工具
によるナデ

⑪にぶい責橙色

(10YR7/3)
Clにぶい黄橙色
rinVP7/R｀

lmm以下の黒色粒・

白色粒・透明光沢粒・

白濁色粒を含む

良

ll 7 文

器

縄

土
深鉢 5b層 ①ナデ

②貝殻条痕連続
刺突文

②ナデ ①淡黄色05Y83)
①淡黄色95Y V働

lmm以下の透明光

沢粒・黒色粒を少量

含む

良

7 文

器

縄

土
深鉢 5a層 ①貝殻腹縁刺突文

②貝殻条痕連続
東‖客寸→汁線す

②横方向のナデ ⑪にぶヤ澄色位5Y留た)

⑪にぶい橙色(75YR7/4)

lmm以下の黒色粒・

透明光沢粒を含む

良

Ｘ
器

樋
土

深 鉢 5b層 ①ナデ

②沈線文→貝殻
腹縁連続刺突文

⑫只裁条反 良

7 6 文

器

縄

土

深 鉢 l号濤

3b層

5b層

①ナデ

②沈線文→只殻
腹縁連続刺突文

⑫貝殻条反→ナ
デ

鋤 茂 寅 TE~色

(10YR8/3)
⑪灰白色05Y8/か

lmm以下の黒色粒・

白色粒・茶褐色粒・

務明ヤ沢対存合lr

良

15 ' 7 6 文

器

縄

土
深鉢 6a層 ①ナデ

②沈線文→貝殻
腹縁連続刺突文、
撚糸文

②横方向のナデ ⑪淡責色

(25Y8/4)
⑮淡責色

(25Y8/4)

lmm以下の黒色粒・

透明光沢粒を含む

白濁色粒を含む

良

7 文

器

縄

土
深鉢 層

層

①ナデ

②浅い沈線文間
にヘラ状工具によ

る連続刺突文

⑫貝殻条痕→ナ 鋤 貢 次 色

(5Y6/1)
⑪ 灰 色

(5Y5/1)

lmm以下の自色粒

黒色粒・透明光沢粒

白濁色粒を合む

良

7 更
器

縄
土

深 鉢 3b層 Uナデ

②沈線間に貝殻

腹縁連続刺突文

⑫ 横 万 同のナデ のにぶい貢種色

(10YR7/3)
Θにぶい黄橙色

(10YR7/4)

lmm以下の黒色江
を含む

05mm以 下の透明

光沢粒・赤褐色粒を

少量含む

2mm以下の赤褐色

粒・灰色粒を少量含
む

良

表 1 縄文土器観察表
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土
点

出
地

法 量 (cm) 調 整 等
色 調 胎 土

焼

成 備 考
口径 底 径 器高 外面 内面

7 6 文
器

縄

土
深鉢 5b層 ①ナデ

②④沈線間に貝
殻腹縁連続刺突
文

②横方向の貝殻
条痕→ナデ

①にぶい黄橙色

(10YR7/4)
⑪にぶい黄橙色

(10YR7/4)

lmm以下の透明光

沢粒を多く含む
lmm以下の黒色粒・

赤褐色粒を少量含
む
2mm以下の灰色粒
を少量含む

良

7 文
器

縄
土

深 鉢 5b層 ∪ナデ

②棒状工具によ

る連続刺突文

②横方向のナデ ⑪浅責色

(75YR8/4)
Θ浅黄色
(10YR8/4)

lmm以下の透明光

沢粒・黒色粒。白色粒・

乳白色粒・白濁色粒
非合す。

良

7 6 又
器

縄
土

渫 鉢 3b層 ∪ナデ

②貝殻腹縁連続
刺突文

∪ 針 力 1可 の 只 蕨

条痕→ナデ
Uにぶい椅色(75YRy3)

⑪にぶい澄色(5YR7/4)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢粒・

由掲れ貯痺合す。

R

8 6 又
器

滝
土

浜 鉢 5b層 ①横走沈線→凹
点文→縦走沈線

①貝殻条痕→ナ
デ

Φ淡貢色(25Y8/3)

⑮淡黄色(25Y8/3)

lmm以下の黒色粒・

透明光沢粒・白濁色

粒・茶褐色粒を含む

良

8 文
器

縄
土

深鉢 4層 ①棒状工具によ

る連続刺突文下
に

'オ

線支

①ナデ 宅りにムい種也 (75YК″3,

⑪橙色6YW/0
lmm以下の自色粒・

黒色粒・透明光沢粒・

褐色粒を含む

良

8 6 文

器

縄

土
深鉢 3a層 ①沈繰文間に竹

管文
① 横 万 円 のナデ ①淡黄色(26Y y3)

Θ淡黄色(25Y8/3)

lmm以下の黒色粒・

白色粒・透明光沢粒・

席白任汁矛合す。

良

8 又
器

縄
土

深 鉢 5a層 ⑭ヘラ状工具に

よる連続刺突文

下に沈線文

⑭横方向のナデ ①にぶい貢種色

(10YR7/4)
⑮にぶい黄橙色

(10YR7/4)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢粒・

灰色粒を含む
2mm以下の茶褐色

粒を少量含む

良

8 文
器

縄
土

深 鉢 5a層 ④沈線文→ヘラ

状工具による連

続刺突文

①貝殻条痕→ナ
デ

鋤 茂 吏 種 色

(10YR8/4)
⑪にぶい黄橙色

(10YR7/3)

lmm以下の自色粒・

黒色粒・透明光沢

粒を含む
2mm以下の灰色粒・

本 楊 任 持 孝合 す。

良

又

器

縄

土

深 鉢 3b層 ①沈繰文→ヘラ

状工具による連

続刺突文

⑭貝殻条戻→ナ

デ
①種色

(5YR6/6)
⑪にぶい橙色

(5YR6/6)

lmm以下の黒色粒 '

白色粒・褐色粒・透

明光沢粒を含む
05mm以下の灰色

粒・褐色粒・白色

粒を含む
2mm以下の暗灰色

粒・褐色粒・赤褐色
汁痺合す。

皇

6 ｘ
器

縄
土

珠 鉢 5a層 ∪瓦線→貝戒履

縁連続押引文
∪獲力 I瑚 の只威
条痕→ナデ

り炊買色

(25Y7/2)
Θ黄灰色

(25Y6/1)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢粒・

灰白色粒・褐色粒を

含む
2mm以下の灰色粒
を含む

良

8 Ｘ
器

縄
土

深 鉢 4層 ∪二呉によるナデ
→沈線→貝殻腹

縁連続刺突文

∪梗・斜万同の

貝殻条痕→ナデ
①浅貢色

(25Y7/4)
⑮浅責色

(25Y7/3)

15mm以下の透引

光沢粒を多く含む

lmm以下の黒色粒
を多く含む
lmm以下の乳白色

粒を少量合む
15mm以下の赤褐
名 や 靡か 暑 合 子|

長

8 又
器

縄
土

深 鉢 5a層 ①沈線→貝殻腹
縁連続刺突文

①貝設条痕→ナ ①にぶい貢橙色

(10YR7/3)
①浅黄橙色

(10YR8/3〉

lmm以下の白色粒

黒色粒・透明光沢粒

灰色粒を含む

朽mm以下の白色粒
透明光沢粒を含む

良

8 6 文
器

縄
土

深鉢 5b層 ⑭沈線→積1立 の

貝殻腹縁連続刺

突文

④只殻条痕→ナ
デ

①暗灰責色

(25Y5/2)
①暗灰黄色

(25Y5/2)

lmm以下の透明光

沢粒・黒色粒を多く

合む
lmm以下の白色粒
かか 暑 合 子r

良

又
器

縄
土

深鉢 5a層 ①ナデ
②沈線文

⑫横万向のナデ Φ淡貢色

(25Y8/3)
⑥淡黄色

(25Y8/3)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢

粒を含む

柄�m以下の褐色粒・

黒色粒を含む

良

8 文
器

縄
土

深 鉢 5b層 ∪ナデ
②沈線文

②横方向のナデ ⑪にぶい責橙色

(10YR6/4)
①橙色

(75YR6/6)

lmm以下の透明光

沢粒を少量合む
05mm以 下の黒色

粒を少量含む
15mm以下の白色

粒を少量含む

良
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6 文
器

縄
土

深鉢 号上叛 ①ナデ
②幅広の沈線文

②ナデ ①橙色
(75YR7/6)
⑪にぶい褐色
(75YR6/3)

3mm以下の乳白色
粒を含む
3mm以下の透明光
沢粒を多く合む
lmm以下の白色粒
を少量含む
15mm以下の黒色
粒を多く含む
05mm以下の雲母
を極少畳合む

良

縄 又

土 器

深 鉢 5b層 ①斜方向の貝殻
条痕
∩汁線寸

∪棋万同の貝融
条痕→横方向の
ナデ

∪ 状東色 (ZOX心 /4,

Θ淡黄色(25Y8/4)

lmm以 ド1/9黒 色Tll・

白色粒・透明光沢粒
歩合す。

良

Ｘ

器

綻

土
深鉢 5a層 ∪茂い多U日 更

②浅い沈線文
⑫ 梗 万 同 のナデ り次頁色

(25Y8/3)
⑪淡責色
(25Y8/4)

lmm以下の透明光
沢粒を多く合む
05mm以 下の黒色
粒を合む
2mm以下の灰色粒
弁少畳合i「

良

36 縄X
土器

渫 鉢 5b層 t1/外 瑞罰∫に浅し

刻目文

②浅い沈線文

鬱横方向のナデ 鋤 狭 日色

(25Y7/1)
①灰白色
(5Y7/1)

lmm以 卜の日色柾・

黒色粒・透明光沢
粒を含む
2mm以下の透明光
沢粒・白色粒・灰白
魯締歩合子F

艮

7 文
器

縄
土

深 鉢 5b層 ∪外珊 Sに 棒状
工具による刻目文
②沈線文

⑫横万同のナデ ∪夜頁包
(25Y7/3)
⑪浅責色
(25Y7/3)

05mm以 下の透明
光沢粒を多く含む
lmm以下の黒色粒・

褐色粒を少量含む
2mm以下の褐色粒
弁少畳合す。

良

8 縄 又

土器
渫 鉢 5b層 ①工其による万」

突文
②沈線文

⑭横方向のナデ 鋤 蜃 貢橙 色

(10YRy4)
⑥浅黄橙色
(10YR8/4)

lmm以 卜の日色柾・

黒色粒・透明光沢
粒を含む
05mm以 下の灰白
色粒を含む

具

も 縄X
土器

深 鉢 5b層 ①沈線文 ①横方向のナデ りれ巨巴

(75YR7/6)
Θ橙色

(75YR7/6)

05mm以 卜の透明
光沢粒を多く含む
lmm以下の黒色粒
を多く含む
lmm以下の乳白色
粁 務か 暮 合 言β

艮

8 7 Ｘ
器

絶
土

深 鉢 5bザ曽 ∪泥泳更 ⑭ナデ り桟頁種色

(75YR3/4)
Θ浅黄橙色

(75YR3/4)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢粒・

灰色粒・褐色粒を含
む

長

8 7 縄 X
土器

珠 鉢 5b層 ①貝殻条痕→沈
線文→ナデ

∪すデ り使g
(75YR7/6)
⑪澄色
(75YR7/6)

05mm以 下の透引
光沢粒を多く含む
lmm以下の黒色粒
を多く含む
lmm以下の乳白色
や4・ か暑合す。

良

8 Ｘ
器

絶
土

深 鉢 5b月雪 ∪泥繰更 ∪ 横 万 同のナデ U淡貢色

(25Y8/4)
⑪にぶい橙色
(5YR7/3)

lmm以下の透明光
沢粒を多く含む
lmm以下の黒色粒
を多く含む
2mm以下の黒色の
光沢粒を少量含む
lmm以下の褐色粒
をな畳合持

艮

9 掘 災

土器
珠 鉢 6a月雪 t1/只 威 余 沢

②隆帯貼付 (?)
→ナデ

⑫横方向のナデ ⑪にぶい褐色
(75YR5/3)
⑥灰黄色
(25Y7/2)

lmm以 卜の透明光
沢粒を多く含む
05mm以 下の黒色

粒を少量合む
lmm以下の褐色粒
葬か 暑 合 子|

艮

9 7 縄 災

土 器

深 鉢 5b層 ①中央から内端
にかけて貝殻腹
縁刺突文
②貝殻条痕→隆
帝を貼付けその
上に貝殻刺突

∪貝戯条長 ∪仄伯色

(75YR4/2)
Θ褐灰色

(75YR4/1)

lmm以下の乳自色
粒を含む
lmm以下の透明光
沢粒・白色粒・雲母
を少量含む
lmm以下の黒色粒
を多く含む

良

tJ
掘 X
土器

麻 鉢 5b層 ①工具によるてい
ねいなナデ→外
端部に貝殻腹縁
刺突文
②工具によるナデ
→口縁下に沈線

∪棋万同のてい
ねいなナデ

Uにぶい貢褐色
(10YR5/4)
⑪橙色
(75YR6/6)

05mm以 下の透明
光沢粒を多く含む
lmm以下の▼し白色
粒を多く合む
2mm以下の金色光
淑 針 靡か 暮 合 す。

良

9 7 又
器

縄
土

深 鉢 5a層 ∪困向に突懃Ы寸
②横方向の工具
によるナデ→口縁
下に沈線

l_2/梗万 円のナデ ①にぶい貢色

(25Y ν4)

⑮にぶい責橙色

(10YR6/4)

lmm大 の白色粒・

黒色粒を含む
良

―-36-―
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9 文
器

縄
土

深鉢 2層 ①ナデ→内端部
に貝殻腹縁連続
刺突支
②横方向の工具
ιこよるナデ→すデ

②横方向の工具
によるナデ→ナデ

④にぶい橙色
(5YR7/4)
⑮にぶい黄橙色
(10YR7/4)

lmm以下の赤色粒
を含む
05mm以下の黒色
光沢粒・透明光沢粒・

責白色粒を含む

良

9 文
器

縄
土

深 鉢 6a層 ①ナデ→外端部
に連続刻目文
②横方向の貝殻
4席

②横方向の貝殻
条痕→ナデ

①にぶい赤褐色
(5YR5/4)
⑮明褐色
(75YR5/6)

lmm以下の黒色粒・

透明光沢粒を含む

05mm以 下の黒色
対 .序白魯汁浄谷予β

艮

49 9 施 又

土 器

渫 鉢 5b層 ①斜方向の貝殻
条痕→ナデ
イ釦a十デ

⑫⑭積万同の工

具によるナデ
∪ 次頁包 (ZDYも/4,

⑮淡黄色(25Y8/4)

lmm以 卜の 日色 rlf

透明光沢粒を含む
良

9 Ｘ
器

縄
土

深 鉢 ①ナデ
②④横方向のヘ
ラ状工具によるナ
デ

∪∪ 棋 °紺 力 I叫

の貝殻条痕→ナ

デ

り種色
(5YR6/6)
Θ明黄褐色
(10YR7/6)
橙色
r,氏 vPA/A、

05mm以 下の透明
光沢粒を多く含む
05mm以下の黒色
粒を少量含む
lmm以下の灰色粒
かか暑合す。

良

9 7 稲X
土器

決 鉢 5a層 廼9ナデ ①鬱ナデ ④浅責色
(25Y7/3)
⑪灰黄色
(25Y7/2)

lmm以下の透明光

沢粒・白色粒を少量

含む
05mm以 下の黒色
締 歩/J/N暑 合 す。

艮

縄 又

土器
珠 鉢 5a層 鬱⑭横位の貝設

条痕→ナデ
①斜万同のナデ
②④横位の貝殻
条痕→ナデ

Uにぶい女種色
(10YR7/4)
⑪にぶい橙色
(75YR7/4)

2mm以下の透明光
沢粒を多く含む
lmm以下の黒色粒
を多く含む
lmm以下の乳白色
粒を少量含む

良

文
器

縄
土

深 鉢 Z▼硝
3a層

υυΨ使力 1列 の

貝殻条痕→ナデ
∪に入41禎・針ヵ
向の貝殻条痕→
■デ

建υ浅頁程t(イ bYltb 3,

℃)にぶヤイ醸ヨ守5YM潟 )

2mm以 卜の赤色柾・

01mm大 の黒色粒
浄合子「

星

文
器

縄
土

深 鉢 5b層 ∪ ∪ 傾 力 1町 の 只

殻条痕→ナデ
①②横方向の貝
殻条痕→ナデ

①にぶい種色
(75YR7/4)
①にぶい橙色
(75YR7/4)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒を多く
含む
15mm以 下の白色
締 歩 /1/h暑 合 ▼β

艮

文
器

縄
土

深鉢 層

層
∪∪《り傾力1町 上
貝殻条痕

①②④横方向の
貝殻条痕

⑪暗赤灰色
(25YR1/3)
～にぶい黄橙色
(10YR7/4)
⑪にぶい責橙色
(10YR7/4)

05mm以 下の透明

光沢粒を含む

lmm以下の黄白色

粒・赤白色粒を含む

05mm以 下の黒色
半瀕対狩妙畳合

=r

艮

7 又
器

縄
土

深 鉢 5a層 (242, ∪∪∪積・紺力
向の貝殻条痕

∪ ∪∪ 積・紺 カ

向の貝殻条痕→

ナデ

暗灰 買 色

(25Y5/2)
05mm以 卜の透明
光沢粒・白色粒を多
く含む
05mm以下の黒雲
母 非合 |。

良

7 又
器

縄
土

深 鉢 5a層 ③貝殻条反、ナ
デ
⑥編物圧痕
アジロ編み複雑

③横位の貝殻条
痕

U板頁但

(25Y7/4)
⑮浅責橙色

(75Y8/4)

lmm以 卜の透明九
沢粒・黒色粒を多く
合む
15mm以下の白色
粒を少量含む
2mm以下の赤褐色
粒を少量含む

良

縄 X
土器

深 鉢 5a層 ③斜方向の貝殻
条痕→ナデ
⑥ナデ

∪ 針 力 1可 の 只 威

条痕→ナデ
∪次更包
(25Y8/3)
⑪灰白色
(25Y8/2)

lmmtt「 の国巴杜・

黒色粒・透明光沢
粒を含む
15mm以下の透明
光沢粒・白色粒を含
子。

良

Ｘ
器

縄
土

深 鉢 3b層 ③工具によるナデ
⑥ナデ

③ナデ ⑪淡黄色
(25Y8/3)
①にぶい橙色
(75YR7/3)

lmm以下の口色柾・

黒色粒・透 明光沢

粒を含む
15mm以下の黒色

粒・白色粒・褐色粒・

茶褐色粒・灰色粒を

含む

良

文
器

縄
土

深 鉢 5b層 NO/ア ア

⑥編物圧痕
アジロ編み1‐ 1■

①貝殻条痕→ナ
デ

り次貫種色

(10YR8/4)
⑮淡責橙色

(10YR8/4)

lmm以猾の日色粒・

黒色粒・透明光沢
粒を含む
15mm以下の黒色
粒・褐色粒・白色粒・

「

名粁矛合す。

艮

災
器

掘
土

深 鉢 5b層 (58) ⑮暦れしている

⑥編物圧痕
アジロ編み

Oナデ ①淡黄色(5Y8/3)

⑪淡黄色05Y y0
lmm以下の黒色粒・

白色粒・透明光沢粒・
惑名対浄合子β

良

縄 X
土器

珠 鉢 5b層 ∪ 縦 力 1可 の 只 蔵

条痕→ナデ
⑥編物圧痕
アジロ編み複雑

③ 剥 落 している りにぶい種色
(5YR6/6)
⑪にぶい橙色
(5YR7/3)

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢
粒を含む
15mm以 下の灰白
色粒・透明光沢粒・

乳白色粒を含む

良
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文
器

縄
土

深鉢 5b層 ⑤斜方向の貝殻条痕
⑥編物圧痕
モジリ編み

⑪にぶい橙色

(75YR74)
⑪にぶい黄橙色

(10YR7/3)

lmm以下の白色粒・

黒色粒 。透明光沢

粒を合む

良

Ｘ
器

絶
土

深 鉢 5b層 (65) ∪すデ

⑥編物圧痕
アジロ編み1■ 1

③ナデ ①淡黄色(25Y y)

①淡黄色05Y Vり

lmm以下の白色粒・

黒色粒・透明光沢粒・

茶褐色粒を含む

良

文

器

縄

土
深鉢 5a層 (96) ∪ナデ

⑥編物圧痕
アジロ編み

⑨ナデ (妙 桟東色(ZbY y4,

①浅黄色95Y Vり

にぶい黄色(25Y6潟 )

15mm以下の透明

光沢粒・黒色粒・白

色粒を多く含む
15mm以下の褐色

粒を少量含む

良

文

器

縄

土
深鉢 5b層 (58) ①ナデ

⑥編物圧痕
アジロ編み複雑

③貝殻条痕 U険吏色

(25Y8/3)
Θ黄灰色

(25Y6/1)

lmm以下の黒色粒・

白色粒・透明光沢粒
を含む

2mm以下の灰白色

粒・褐色粒・黒色粒
を含む

良

文

器

縄

土

深 鉢 5b層 ③斜方向の貝殻
条痕
⑥編物圧痕
アジロ編み複雑

③ナデ ⑪淡貢色

(25Y8/4)
⑪淡黄色

(25Y8/3)

lmm以下の透明光

沢粒を多く含む

lmm以下の黒色粒・

惑 任 粁 靡か 暑 合 す。

良

文
器

縄
土

深 鉢 5a層 ③③ナデ ③ナデ ①橙色

(5YRマ/も)

Θ橙色

(75YR7/6)

15mm以下の透明

光沢粒を多く含む

lmm以下の黒色粒
を少量含む

2mm以下の灰色粒
を多く含む

15mm以下の褐色

粒を少量合む

良

Ｘ
器

縄
土

株 鉢 3b層 ③工具によるナデ
→ナデ

⑥ナデ

③工具によるナデ
→ナデ

①淡責色

(25Y8/3)
⑥にぶい黄橙色

(10YR″2)

lmm以下の自色粒・

黒色粒。透明光沢粒・

茶褐色粒を含む

2mm以下の灰白色
汁・楊 打 汁 痺合 す「

艮

又
器

縄
土

深 鉢 5a層 ③Oナデ ③ナデ ④淡黄色05Y V0
⑥淡黄色05Y8/3)

lmm以下の自色粒・

黒色粒・乳 白色粒・

透明光沢粒を含む

長

Ｘ
器

縄
土

深 鉢 5a層 ③ナデ
⑥編物圧痕
アジロ編み

⑤摩滅により不明 ∪ 桟 頁 色

(25Y73)
⑮黄灰色

(25Y5/1)

lmm以下の透明光

沢粒・白色粒を多く

含む

lmm以下の黒色粒
を少量含む

05mm以 下の褐色

粒を少量含む

良

Ｘ
器

縄
土

深鉢 5a層 ⑤⑥ナデ ③ナデ U明貢褐色

(10YR7/6)
⑪にぶい責橙色

(10YR″4)

lmm以下の透明光

沢粒を多く含む

05mm以下の黒色

粒を多く含む

lmm以下の褐色粒
を少量含む

2mm以下の灰色粒
を少量合む

良

又
器

縄
土

深 鉢 5a層 ③編物圧痕
アラ狛編み1‐ 1‐ 1

③ナデ ①浅黄色

(25Y7/4)
⑪明責褐色

(10YR 7/6)

lmm以下の自色粒・

透明光沢粒を合む
3m以下の白色粒。

褐色粒を含む

良

文

器

縄

土
深鉢 5b層 t6/編 留 l■ 浜

アジロ編み1+l
①工具によるナデ ⑪浅黄色(Z5Y8麗 )

⑪灰黄色05Y7分
lmm以下の透明光

沢粒・黒色粒・褐色
粒を合む

良

又
器

縄
土

希
錘

上
片

5b層 43

(最大長 認
珈

∞
瑯

lmm以下の透明光

沢粒を多く含む

lmm以下の黒色粒
を少量含む

05mm以下の白色

粒を少量含む

良

―-38-―



表 2 弥生土器観察表

勘
Ｎｏ

挿

図
真
版

写
図 種別 器種

土
占
ヽ

出
地

法量 (cm) 調 整 等
色 調 胎  土

焼

成 備 考
口径 底径 器 高 外面 内面

7 生
器

弥
土

長顕童 1号溝 ④タテミガキ
⑤タテミガキ
⑥板状工具によ
るナデ(一部砂粒
が動く)

④ナデ
(一部ユビナデ指
頭圧痕有)

⑤ナデ
ユビオサエ

にぶい黄橙色

(10YR7/4)
lmm以下の透明光
沢粒・赤色粒・灰赤
色粒・黒色光沢粒・

雲母を含む
lmm以下の灰白色
対をわずかに合し

良 ⑥外面～⑥
黒斑有

7 弥 生

土 器

高 不 1号澪
4号土塀

222
(脚 端)

270 ①ヨコ方向のナデ
②ヨコ方向のナデ
ミガキ指頭圧痕有
③ミガキ
何らかの刺突状の痕跡有
④タテミガキ
脚端付近ヨコ方向
のナデ
⑥ヨコ方向のナデ

鬱ヨコミガキ

③ミガキ
④上半しぼり痕
有
ハケメ

鋤 次種 色

(5YR8/4)
内橙色
(25YR7/6)

lmm以下の透明光
沢粒を含む
2mm以下の仄白色
粒・赤色粒・雲母を

含む
4mm以下の灰赤色
粒を含む

良 ②黒斑有
④透し孔
3個

7 ■
器

弥
土

高 不 1サ穏 224
(脚 端)

①ヨコ方向のナデ
②ヨコ方向のナデ
③摩滅により不明
④ミガキ
⑤ヨコ方向のナデ

鬱ヨコ方向のナデ
③摩滅により不明
④上半にしぼり
痕有
ユビオサエ

ё橙色

(25YR7/8)
⑥橙色

(5YR7/6)

lmm以下の透明光
沢粒・雲母・赤色粒
を含む
2mm以下の灰白色
粒を多く含む
2mm以下の灰赤白
色粒を含む

良 ⑭外面赤色
顔料付着
透し孔
3個

例ヽ

`上土器

局J4ヽ

嚇娼
３ａ層鰯

402 ∪ ヨコ万 同のナデ

②ミガキ
③ミガキ
指頭痕有

⑫ヨコ万同のナデ

タテミガキ

③ミガキ

にぶい橙色

(75YR7/4)
lmm以下の透朔光沢
粒・灰白色粒を含む
lmm程度の雲母を
含む
lmm程度の黒色光
沢粒を少量含む
2mm以下の灰赤色
粒を含む
2mm程度の赤色粒
歩合 ,「

良 ∪ ∪ 四 団 、

黒斑有

7 弥 生

土 器

高 不 1号穏 (398) ①ヨコ方向のナデ
②タテミガキ
指頭圧痕有
③ミガキ
指頭圧痕有

鬱ヨコ方向のナデ
タテミガキ
③タテミガキ

明責綺 色

(10YRろ/6)
lmmみ「のだ明7E

沢粒・乳白色光沢粒・

雲母・赤色粒を含む
1～ 2mm程 度の灰
赤色の小礫を含む
2mm以下の白濁色
粒を含む

艮 (つ(υ ttlH

黒斑有

閉 rヽ王

土器

高コヽ 1号再 上υも

(脚 端)

⑭タテミガキ
板状工具による
ナデ
脚端付近
ヨコ方向のナデ
⑤ヨコ方向のナデ

リヨコハケ
脚端付近
ヨコ方向のナデ

にパい橙色

(75YR7/4)

2mm以下の透明光沢

粒・乳白色光沢粒・灰

白色粒・雲母を含む

2mm程度の赤色粒
を含む

3mm以下の灰赤色
締・月、撰存合

=F

良 ∪/1・ 団無斑
有

生
器

弥
土

高 不 1号濤
4号土リ
3a層

3b)詈

(220,

(脚端)

①タテミガキ
指頭圧痕有
脚端付近
ヨコ方向のナデ

⑤ヨコ方向のナデ

①上半にしばり
痕有
ナデ・ハケメ

指頭圧痕有
脚端付近
ヨコ方向のナデ

伝 頁 g

(25Y7/4)
lmm以 卜の雲甘を
含む
2mm以下の灰赤色
の小礫・透明光沢粒・

灰白色粒を含む
4mm以下の赤色粒
歩合 ▼β

艮 ∪途しすし相
数不明
④内面黒斑
有

工
器

弥
土

局コヽ 3=土塀 ∪ナデ
③ナデ

⑫ナデ
③ナデ

り茂貢種色
(75YR8/4)
⑮浅黄橙色
(75YR8/6)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒を含む
2mm以下の赤色粒
を含む
2mm程度の灰赤色
のガヽ穫芹合I「

良

生
器

弥
土

壷 4号土塀 (230) ∪ ヨコ万 同のナデ

②口唇付近
ヨコ方向のナデ
タテミガキ

∪国唇 4可 近
ヨコ方向のナデ
ヨコハケ

にぶい貢色

(25Y6/4)
lmm以下の雲母を
含む
2mm以下の透明光
沢粒・赤色粒を含む
2mm以下の灰白色
粒を少量含む
3mm以下の灰赤色
締 靡合 す。

良

工
器

弥
土

一霊 5サ土塀 ①ヨコ万同のナデ
②ヨコ方向のナデ
③ナデ
④ナデ

⑫ヨコ方向のナデ
③ナデ

④ナデ (一部ヨコ

方向の板状工具
によるナデ)

U茂貢種色
(10YR3/4)
①浅責橙色
(10YR8/4)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒を含む
lmm程度の赤色粒
を含む
2mm程度の灰赤色
粒を含む

良

生

器

弥

土 船
醜
士霊

2層 (226) ∪ナデ
②ナデ・櫛描波状
文
③ナデ

∪ ゲア

③ナデ
U積頁檀色
(75YR8/4)
⑮浅責橙色
(75YR8/6)

lmm以下の透明光
沢粒・乳白色粒・黒
色粒・灰白色粒を含
む
2mm以下の赤灰色
の月ヽ礫を含む
3mm以下の灰褐色
の小礫を含む

良



勘
Ｎ。

挿

図
真
版

写
図 種別 器種

土
点

出
地

法量 (cm) 調 整 等
色 調 胎 土

焼

成 備 考

口径 底径 器高 外面 内面

8 生
器

弥
土

船

萌

〓笙

2層 220 ①ナデ
②ヨコ方向のナデ
2条 の貼付浮文
(縦方向・刻目有)

③ナデ

②ヨコ方向のナデ
③ナデ

⑪橙色
(5YR7/6)
⑪浅黄橙色
(10YR8/4)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒を含む
lmm程度の赤色粒
を含む
3mm以下の灰赤色
の月ヽ礫を合む

良

生
器

弥
土

鉢 2層 ③ナデ ③ナデ U橙色

(25YR7/6)
⑪橙色

(25YR7/6)

lmm以下の透明光

沢粒・黒色粒・赤色

粒を含む

2mm以下の灰白色

粒を含む

艮

生
器

弥
土

高 イ 2層 ③ナデ ①ナデ、指頭圧
痕有

り種色

(75YR7/6)
⑪浅黄橙

(75YR8/4)

lmm以下の灰臼色
粒を含む
2mm以下の透明光
沢粒・赤褐色粒・灰
羊名ゐ爪灌歩合子●

長

工
器

弥
土 妨聰Ｙ霊

3a)膏 ①ハケメ ①ヨコハケ 橙色 (5YR7/6, lmm以下の雲母を

含む
2mm程度の灰白色
粒を含む
3mm以下の透明光沢
粒・白濁色粒を含む
5mm以下の赤色粒
か合子。

良

生
器

弥
土

霊

(口縁)

3a層 ①鋸歯状の刻目
文
②ナデ、指頭圧
痕有

①山形の刻目
②ナデ

①浅責橙色
(75YR8/6)
Θ橙色
(5YR7/6)

lmm以下の透明光
潟位・灰白色光沢粒・

黒色粒を合む
2mm以下の灰色の

小礫を多く含む
2mm以下の灰白色
炸 歩笏 で合 すF

長

生
器

弥
土 船

聯
士霊

3a)雷 ∪側舶狭択X
2条 の貼付浮文
(紡錘文)

U種色
(75YR7/6)
⑪橙色
(75YR7/6)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒を含む
lmm程度の灰白色
粒を含む
2mm大の灰赤色の

小礫を含む
3mm以下の赤褐色
のノトIIW存 合

=F

良

⊆
器

弥
土

鉢 3a層 ⑭ナデ ⑭板状工其によ
るナデ

どにぶい貢橙色

(10YR7/4)
⑪にぶい黄橙色

(10YR7/4)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒・赤色

粒を合む
lmm以下の灰白色
粒を少量含む
lmm程度の黒色光
沢粒を極少量含む
2mm程度の灰赤色
ゐ〕、灌歩合子ド

良

17 ⊆
器

弥
土

鉢 3a層 ⑫ユビオサエ

ナデ
④板状工具によ
るナデ
⑤タテ方向の凹
状の調整痕
⑥ナデ
指頭圧痕有

⑫ユビオサエ

ナデ
④板状工具によ
る強いナデ
(一部砂粒が動く)

指頭圧痕有
⑤板状工具によるナデ
指頭圧痕有
⑥ナデ
指 市 匡 痛 若

U次頁色

(25Y8/4)
⑪浅黄橙色

(10YR8/4)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒・赤色
粒を含む
lmm程度の灰赤色
の小礫を少し含む

良 ミニチュア
上器

17 8 生
器

弥
土

長頸豆 1号溝
3a層

3b層

4層

⑫タテミガキ

③横位の沈線・

重弧文・ミガキ

④横位の沈線・

重弧文・ミガキ
⑥タテミガキ

⑫ナデ
③ナデ
④ハケサデ
(痕跡有)

⑤ハケメ
指頭圧痕有

①浅責色
(25YR7/4)
⑥責灰色
(25YR6/1)

lmm以下の透明光沢
粒・灰白色粒を含む
1～ 3mm程度の雲
母を含む
5mm以下の灰赤色
のガヽ穫弁合▼r

良

生
器

弥
土

長鎮 癒 3b層 ①ヨコ方向のナデ
②タテミガキ

127ヨコ万 同のナデ オリーフ人色

(覧OY 6/2)
lmm以下の透明光

沢粒・雲母を含む

lmm大 の赤色粒を
と千谷す。

良

⊆
器

弥
土

長鎮 匡 3b層 (70 ①ヨヨ方向のナデ

②タテ方向のミガ
キ

⑫タテ方向のナデ

(痕跡)

伐頁 色

(25Y7/4)
lmm以下の雲母を

含む
3mm程度の赤灰色
の小礫を少し含む

良

生
器

弥
土

長 頸 藁 3b'醤 ①横位の沈線
重弧文
ミガキ

υナデ
指頭圧痕有

U茂質色
(5Y7/4)
⑮橙色
(5YR7/6)

lHlm以下の黒色光沢
粒をごくわずか含む
lmm以下の透明光
沢粒・雲母・白濁色
蜂歩合子。

良

8 生
器

弥
土

長 頸 萱 3b層 ①ヨコ方向のナデ
④ミガキ
⑤ミガキ

《ツケデ(扱 Hlと 肩れを分げ
る稜線直とはユlitサ■

)

④ナデ(痕跡有)

ユビオサエ

⑤ナデ(痕跡右)

0明 頁掏色

(10YR7/6)
⑪褐灰色

(10YR5/1)

lmm以下の雲母・

赤色粒・透明光沢
粒を含む
2mm以下の白濁色
粒・灰赤色粒を含む

良

―-40-―



勘
Ｎ。

挿

図
真
版

写
図 種別 器種

土
点

出
地

法量 (cm) 調 整 等
色 調 胎  土

焼
成 備 考

回径 底径 器高 外 面 内面

17 生

器

弥

土
広口壷
or甕

3b層 ③貝殻腹縁刺突
文

③ナデ
指頭圧痕有り

浅責色 (5Y7/4) lmm以下の雲母を

含む
2mm以下の赤色粒・

灰赤色の小礫を含む
3mm以下の白濁色
対歩合,「

良

17 伍
器

弥
土

4｀ ワ呵
(底部)

3b,晉 摩滅|こより不明 摩滅により不明 ④にぶい責橙色
(10YR6/4)
⑮浅黄色
(25Y7/4)

lmm以下の雲母を
含む
2mm以下の透明光
沢粒・赤色粒・灰白
色粒を含む
2mm程度の灰赤色
の 州、融 歩合 j●

良 ③黒斑石

17 ■
器

弥
土

重ない と

鉢
3b帰雪 ①タテミガキ

⑤摩滅|こより不明
∪ナデ
⑤ミガキ

橙色

(75YR6/6)
lmm以下の透明光
沢粒・黒色光沢粒・

白濁色粒・雲母・赤
色粒を合む
2mm以下の灰赤色
貯 ゐ ガ、灌 かか 暑 合 す。

良

17 8 弥 生

土器
鉢 3b層 ∪ ミ刀 千

一諦ヽ

"約
二具痕右

⑤ミガキ
∩ 十 デ

⑭板状工其によ
るナデ
⑤ユじオサエ
∩ 十 デ

にぶい貢色

(25Y6/4)
lmm以 下の雲母・

透明光沢粒・灰白色
粒を含む

良

17 8 9/1ヽ
/■

土器
第 3b'冒 鬱ヨコ万11H」 のすデ

③口縁都直下付
近
ハケメ
タテミガキ

鬱ヨコ方向のナデ
⑥摩滅|こより不明

責灰色

(25Y5/1)
lmm以下の雲母を

含む
lmm以下の白濁色
粒を少量含む
2mm以下の白濁色
粒を少量含む
3mm以下の透明光
沢粒を含む

艮

17 生
器

弥
土

鉢 (P 3b層 ∪ アア

②ナデ(痕跡有)

指 面

『

埴 右

⑫ナデ にぶい貢種色

(10YR7/3)
lmm以 卜の 透 明 光

沢粒・雲母。白濁色
持 浄合 ▼|

星

伍
器

弥
土

高 林 ∪タテミガ千 鬱 ttt力 Ill」
t/7‐ 具

痕

薇 真 任 巴

(75YR8/4)
lmm以下の透明光
沢粒・乳白色光沢粒・

黒色粒・灰白色粒を
含む
2mm以下の灰赤色
ゐ′К灌歩合子「

良

生
器

弥
土

豆 4層 (158) ①ナデ

②ナデ
ー部ハケメが残
る

⑫ナデ 電りるご(bY【 //6リ

⑮赤灰色
(25YR4/1)
里 秤

lmm柱 反 の透 明 光

沢粒を多く含む
lmm以下の白色粒・
里 三 母・未 任 膀 合す。

艮 ∪ 囚 回

黒 斑 有

生
器

弥
土

壺 4,膏 (142) ①凹線状のナデ ⑭ナデ?

指頭圧痕有
橙色 (5YR7/6) lmm以下の透明光

沢粒・乳白色光沢粒
を含む
2mm以下の赤色粒・

灰白色粒・灰赤色粒
歩合,β

良

工
器

弥
土

里 4帰雪 ∪ 里 弧災・榎 1ユ

の沈線ミガキ
ツ/｀第メ Uにおいこ色(75YR7/4)

⑪灰黄色95Y6泡 )

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒・赤色
粁券合子「

良

生
器

弥
土

重 4層 ①摩滅により不明
⑥ナデ

∪ナデ
指頭圧痕有

U橙色

(75YR4//6)

Θ浅黄橙色

(10YR8/4)

lmm以下の宴母を
含む
2mm以下の透明光
汎位・乳白色光沢粒・

灰白色粒を含む
3mm以下の赤色粒
歩合 子「

良

8 生
器

弥
土

鉢 4層 (270) ①ヨコ万同のナデ

②上半ヨコ方向
のナデ
下半タテミガキ

③ハケメ
ー部板状工具に
よるナデ

鬱上半ヨコ方向
のナデ
下半板状工具に
よるナデ
ー部ハケメ

③板状工具によ
るナデ

U茂頁色
(25Y7/4)
⑪外面とほIF同

色を基調とし、黒
斑有り

lmm以下の透明光
沢粒・雲母・白濁色
粒を含む
2mm以下の赤色粒
を少量含む
2mm以下の灰赤色
の小礫を含む

良 鮭9グト

黒斑有

生
器

弥
土

高郭 4層 ⑭タテミガキ ①ナデ U狗色
(10YR4/4)の
赤色顔料
⑮橙色
(5YRろ/6)

lmm以下の透明光
沢粒を少し含む
lmm以下の赤色粒
を含む
2mm以下の灰白色
締・白掲 任 対 矛合 す。

長 (θ】2し子と狛
外面赤色顔
料付着

生
器

弥
土

奏 5a層 ③ナデ、ユビオサ
エのちヨコ方向の
ナデ
指頭つまみ

⑥ナデ

③ナデ ⑪にぶい橙色
(75YR7/4)
⑥褐灰色
(75YR4/1)

lmm以下の透明光
沢粒・白濁色光沢粒
を少量含む
lmm程度の灰白色
粒を含む
lmm以下の赤色粒・

雲母を含む
lmm以下の灰赤色
の小礫を含む

良 固
有

円
斑

∪
里
一



勘
Ｎ。

挿

図
真
版

写
図 種別 器種

土
点

出
地

法量 (cm) 調 整 等
色 調 胎  土

焼

成 備 考
口径 底径 器高 外面 内面

生
器

弥
土

霊 5a層 ⑤摩減により不明 ⑤摩減により不明 ①浅黄橙色
(75YR8/3)
⑪黒褐色
(75YR3/1)

lmm以下の雲母を
含む
lmm程度の赤色粒
を含む
2mm以下の透明光
沢粒・白濁色光沢粒・

灰白色粒を含む
2mm以下の灰赤色
の小礫を含む

良 ⑤内面
黒斑有

生
器

弥
土

藷 5a層 ③ユピオサエ・指
頭ツマミ

⑥ナデ

③ナデ 桟 貢 種 色

(75YR8/4)
lmm以下の雲せ・

赤色粒を含む
2mm程度の灰赤色
の小礫を含む
3mm以下の透明光
沢粒・灰白色粒・白
濁色粒を含む

良 ぐリタトlEl

黒斑有

生
器

弥
土

発 5a層 ⑬タテミガキ
指頭圧痕有
⑥ナデ

③ナデ
ユビォサェ

黒掏 色

(75YR3/1)
浅黄橙色
(10YR8/4)

lmm以 下の雲せを

少量含む

翫Ш以下の灰白色粒・

務 田 平 )口粁 歩合 すβ

良 ∪ 1州・グト囲

黒斑有

生
器

弥
土

鉢 5a層 (128) ① ヨコ方 向のナ

デ

②ナナメ方向のミ
ガキ
③ミガキ

鬱ヨコ方向のナ
デのちミガキ
③ミガキ

①にぶい褐色
(75YRν 3)

⑪淡橙色
(5YRy4)

lmm以下の透明光
沢粒を含む
2mm以 下の雲母・

白濁色光沢粒・灰白
色粒を含む
2mm以下の灰赤色
の小礫を含む
3mm以下の赤色粒
靡合 す。

良 ∪A/1・ 囲
黒斑有

18Ь 生
器

弥
土

一望 娼
５ａ層醜

③ナデ・ミガキ
指頭圧痕有
⑥ナデ

①ナデ
指頭圧痕有
⑥ナデ

にぶい橙色

(75YR7/4)
lmm以下の雲母・

灰白色粒を含む
2mm程度の透明光
沢粒・乳白色光沢粒
をごく少量含む
2mm程度の灰赤色
の小礫を含む
2mm程度の赤色粒
靡合 ▼β

長 固
有

円
斑

∪
里
【

閉 生ヽL

土器

盗 5b帰雪 ③ユビオサエ

板状工具による
強いナデ
(一部砂粒が動く)

指頭ツマミ
⑥ナデ

t5/すデ
ユビオサエ

⑥ナデ

⑪にぶい貢橙色
(10YR7/4)
Θにぶい黄橙色
(10YR7/3)

lmm以下の透明光
沢粒・黒色粒・灰白
色粒を含む

良

工
器

弥
土

霊 5b層 ∪依状工具によ
るナデのちタテミ
ガキ
指頭圧痕有
命 十デ

∪挟状工其によ

るナデ

指頭圧痕有

次 住 色

(5YR8/4)
lmm以 卜の透明光
沢粒・黒色光沢粒・

赤色粒を含む
2mm以下の灰白色
増 .扉 糸 名 対 浄合 J●

艮

ИYこ

土器
発

第襲
醍

③ミガキ
ユビオサエのちナ
デ
指頭ツマミ

⑥ナデ

∪ナデ帳 朋石,

指頭圧痕有
⑥ナデ

にぶい橙色

(75YR6/4)
lmm以下の赤色粒
を含む
lmm以下の雲母・灰
赤色粒を少量含む
2mm程度の透明光
沢粒・白濁色光沢粒
を含む
3mm以下の灰白色
対 浄合 す。

良 ③内・外面
黒斑有

8 開、r王

土器

鉢 5bザ曽 ⑫ ヨコ万 同 のナデ

③タテハケ
指頭圧痕有
④ハケメ・ミガキ
指頭圧痕有
⑤ナデ

NZ/ヨ コヵ Jl17 1アア
③ナデ・指頭圧痕
有
④ナデ・ユビオサ

⑥ナデ

り 明頁御包

(25Y7/6)
⑪橙色

(75YR6/8)

lmm以 卜の透朔光
沢粒。白濁色粒・雲
母を合む
2mm以下の灰赤色
の小礫を含む

艮 (也メ翌ツクトltll

黒斑有
全面に赤色
顔料付着

生
器

弥
土

高 郭 層

層
∪ ミ刀千

指頭圧痕有
⑤ヨコ方向のナ
デ

⑭ナデ・ヨコ万同
のナデ
⑤ヨコ方向のナ
デ

種 色

(75YR6/6)
～にぶい橙色
(75YR7/4)

lmm以下の透引光
沢粒・雲母を合む
lmm程度の赤色粒
を含む
1～2mm程度の灰赤
任 汁 のガ卸陽猪承 ●

具 ∪タト回
黒斑有

生
器

弥
土

豆 6a層 ①板状工具によ
るヨコ方向のナデ
②ヨコ方向のナデ・

ミガキ
④ミガキ

⑫ナデ・板状のエ
具痕有
④ハケメ

Y勇貫 橙 色

(75YR8/3)
lmm程度の透明光
沢粒・雲母・黒色光
沢粒を含む
2mm程度の赤色粒
芹あて合す。

良

生
器

弥
土

垂 6a層 ③ヨコ万同のナデ
ミガキ、ユビオサ

⑥ナデ

桟 頁 色

(25Y7/4)
lmm以下の透明光
沢粒・雲母を合む
lmm以下の灰赤色
の小礫をわずかに
含む
2mm以下の赤色粒・

灰白色粒を含む

良 ③黒斑有
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表 3 古代土器観察表

鋤
Ｎｏ

挿

図
真
版

写
図 種別 器種

土
点

出
地

法量 (cm) 調 整 等
色 調 胎  土

焼
成 備 考

口 径 底径 器 高 外面 内面

土師器 杯 Pitユ ②④回転オ1用 のナデ
∩同岳ヘラLJf b

②④⑥回転利用
のナデ

浅黄澄色
(75YR8/3)

微細な白色粒・透明
泣・褐色粒を含む

良

土師器 杯 2層 ∪ R4/四 蹴 不」用 の

ナデ
⑥回転ヘラ切り

∪k4/∪回転利用
のナデ

⑪にぶい橙色

(5YR7/4)
⑪橙色
rttVp7/A｀

微細～15mm大 白

色粒を含む

lmm大黒色粒を含
すド

良

土師器 杯 2層 ②④回転利用の

ナデ
⑥回転ヘラ切り

②④⑥回転利用
のナデ

①浅責橙色

(75YR8/6)
①にぶい黄橙色
(10YR7/4)

微細な黒色粒・掲色

粒を含む
2mm大灰色石を少
し含む

良

8 土 師器 杯 2層 ②④回転利用の

ナデ
⑥回転ヘラ切り

②④⑤回転利用
のナデ

④にぶい橙色

(5YRЪ /4)

⑮浅責橙色
(5YR8/4)

微細な白色粒・黒色

粒を含む
lmm大の褐色粒を
合す。

良

土 師器 杯 3a層 ②④回転利用のナデ
⑥回転ヘラ切り

②④③磨耗の為
不明

にぶい責橙色

(10YR7/4)

lmm弱茶色粒少し
合▼F

良

8 土師器 杯 2層 ⑫①回転利用の

ナデ

⑥回転ヘラ切り

∪∪∪凶4/AttU用

のナデ(磨耗)

り茂頁橙色

(75YR8/6)
〇橙色
rttVP7/Aヽ

微細な無色、自色 、

黒色鉱物を含む

05～ 3mm大の赤褐
名 績 助 歩合 す。

良

土師器 杯 2層 ⑫14つ磨耗の為

不明
鬱① 回転利用の

ナデ

⑤磨耗の為不明

橙色 (5YR7/6) lmm大の茶色粒を

多く含む
lmm弱 の白色粒を

多く含む

良

土帥益 打ヽ 2層 ⑭磨耗の為不明
∩ヘラtrwn

①③磨耗の為不
田

残 貢 稔 色

(75YR8/4)
1～ 3mm大の茶色

泣を少し含む

艮

土師器 杯 2層 ④磨耗の為不明
⑥回転ヘラ切り

①①磨耗の為不
明

淡赤橙色

(25YR7/4)

lmm大茶色粒少し

含む

lmm弱 白色粒少し

含む

良

土師器 杯 2層 ①回転利用のナ
デ
⑥回転ヘラ切り

①③回転利用の

ナデ
淡黄橙色

(75YR8/3)
微細な白色、黒色、

無色透明の鉱物粒
を含む

1～ 3mmの 赤褐色
の石を含む

良

土 師器 杯 2層 ④回転利用のナ
デ
⑥回転ヘラ切り

④⑤回転利用の
ナデ

淡橙色

(5YR8/4)

微細な褐色、無色透

明の鉱物粒を含む

05～ 2mmの褐色の

石を少量含む

良

土師器 杯 2層 ④回転利用のナ
デ(磨耗)

⑥回転ヘラ切り

④⑤磨耗の為不
明

浅黄橙色

(10YR8/4)
微細～lmm大の白
色鉱物

微細～15mm大の
楊 任 欲 嚇 合 す。

良

土 師器 杯 2層 ③ヘラ切り ③磨花の為不引 橙色(5YR7/6) 1～ 2mm大茶色粒
歩か 1合子β

良

土師器 台

椀

高

付
2層 ①磨耗の為不明

⑥ナデ(磨耗)

④③磨耗の為不
明

浅貢橙色

(75YR8/6)
微細な無色鉱物

微細～lmm大の白

色・褐色黒色の鉱物
浄谷子P

良

土師器 台

椀

一局
付

2層 ①磨耗の為不明

⑥底面中央はヘラ

切り、その周り1ま ヘ

ラ切り後放射痕(磨

耗が強い)

①③磨耗の為不
明

種 色

(75YR7/6)

lmm弱 茶色粒多く

含む
良

8 土師器 台

椀

一局
付

2層 ①回転利用のナ
デ

⑥放射痕 (磨耗
が強い)

④③回転利用の
ナデ(磨耗)

にぶい橙色

(75YR7/4)
微細な白色、黒色、

褐色、無色透明の

鉱物の粒
1～2mmの 赤褐色、

無色透明の石を含む

良

土師器 言
椀

局
付

3層 ④回転利用のナデ
⑥放射痕(ケ烈夕)

④⑤磨耗の為不
明

浅黄橙色
r7氏 VpR/負ヽ

lmm大透明光沢粒
少1 合▼P

良

布目痕
土器

鉢 3a層 ⑫①磨耗の為不
閉

鬱 ① 磨 耗 の為 不

朋

貢 種 色

(75YR7/8)
1～ 4mm大の褐色
の粒を多く含む

良

須恵 器 一笙 2層 ②③ヨコナデ ②③ヨヨナデ 灰色 (5Y5/1) 微 細 ～ 05mm大 の

白任 雛 助 靡合 す。

169 須恵器 重 2層 ⑭ヨコナデ

⑤ヘラケズリ
⑥ナデ

④ヨコナデ
⑤ナデ

①灰色 (N5/)
①灰色 (N6/)

微細な白色鉱物粒
を合む

和
器

練
陶

皿 2層 ⑫ヨヨナデ ②ヨヨナデ 釉 オリーブ責色

(75Y6/3)
胎土 灰オリーブ色

(5Y6/2)

精 良 良

青 磁 椀 3a層 102 υ施7n4

⑥畳付は無釉で

日跡が残る

∪厄和
⑤施和、目跡

釉灰 オリーブ色

(5Y5/2)
胎土 灰白色

(N81)

精 良 良



表 4 石器観察表

No. 挿図
真
版

写
図 器種 出土地点

最大長
(cm) 珈ぐｃｍ＞

最大厚
(cm)

重 量
(g)

石材 備考

76 打製石鏃 5b層 1.6 2.0 0.3 0.7 黒耀石

77 ウ
イ 打製石鏃 5b層 2.0 1.9 0.3 0。 8 黒耀石

Ⅲ章 1節
分析 番 号
73664

78 ワ
′ 打製石鏃 5b層 ９

留
，

守
ワ
ｒ 0.4 0.9 流紋岩

79 局部磨製石鏃 5a層 2.9 1.8 0。 4 1.6 ホルンフェルス

80 局部磨製石鏃 5a層 つ
０ 1.5 0.5

Ｏ
υ ホルンフェルス

81 スクレイパー 4層 3.4
つ
υ 0.5 6.6 ホルンフェルス

82 スクレイパー 5b層 4.8 5,9 1.5 43.5 ホルンフェルス

Ｏ
υ

Ｏ
Ｏ スクレイパー 5a層 3.7 3.4 11,4 ホル ンフェルス

84 ，

留 磨製石斧 5b層 7.0 4.5 2.8 ，

〕 安山岩

85 12 軽石加工品 5b層 6.3 4.5 3.4 34.5 軽石

86 ，

留 赤色顔料付着礫 5a層 7.2 6.6 4.5 270 安山岩

87 12 打欠石錘 5b層 6.0 5.4 ■8 85.5 細粒砂岩

88 ，

留 打欠石錘 5b層 7.3 6.9 ９
留

９
留 158 細粒砂岩

89 ９

留 打欠石錘 4層 8.4 7.0 2.0 180 細粒砂岩

90 ９

留 磨石 5b層 7.9 9.4 4 384 細粒砂岩

91 ９

留 磨石 5a層 10.0 ll.3 4.ユ 715 細粒砂岩

92 ９

留 磨石 6a層 10.0 10,4 4.9 795 細粒砂岩

つ
０

∩
ジ

，

留 敲石 5a層 7.8 5.2 3。9 220 細粒砂岩

94 ９

″

ワ
′ 石皿 5a層 10 11.6 4.2 705 安山岩

95 ，

営 7 台石 5a層 22 17 4。 4 2115 細粒砂岩

146 19 8 磨製石鏃 6b層 ９
留

０
じ 1.8 0.2 1.7 頁岩

147 19 石包丁形石器 5b層 5.0 3.5 0.6 19,8 極細粒砂岩

148 19 8 砥石 5a層 12.5 1.8 ■2 34.8 頁岩

149 19 8
るす

片
有
剥

を
工

部
加

り
次

袂
二

4層 6.7 8.ユ 57 ホルンフェルス
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第Ⅲ章 分析

第 1節 的野遺跡出土の黒耀石製遺物の原材産地分析

藁科哲男

(京都大学原子炉実験所)

1 は じめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易およ

び文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒耀石遣物の石材産地推

定を行なっている1,2,3)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に

自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必

要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十分条件を満たし、ただ一

カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では F石器とある産

地の原石が一致したからと言って、そこの産地のものと言い切れないが、しかし一致しなかった場合そこ

の産地のものでないと言い切れる』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が

非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスな

どの人手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一

致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。

石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石

材産地が遺跡から近い、移動キヤンプ地のルー ト上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土して

いるなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地

と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満

足しても、原材産地と出土追跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルー トを自然の法則に従

って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と

産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は

否定できなくなったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産

地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と

交流がなかったと言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、

C、 D・ ・・・)の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれ

ば、石器がA産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混

乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞ

れが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の

結果の信頼性は何ケ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なけれ

ば、信頼性の低い結果と言える。黒耀石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみら

れないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元

素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あ

らかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散など
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と遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合 (マ ハラノビスの距離)を求める。次に、古代人が採

取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられ

る。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテ

リングのT2検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石

はA産地では10個 中に一個みられ、B産地では一万個中に一個、C産地では百万個中に一個、D産地で

は・・・・一個と各産地毎にもとめられるような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性

が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は宮崎県高岡町に位置する的野遺跡出土の黒耀石製遺物が26個で、産地分析の結果が得

られたので報告する。

2 黒耀石原石の分析

黒耀石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エネルギー分散型蛍光X分析装置

によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素を

それぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取 り産地を特定

する指標とした。黒耀石ではCa/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrを それぞれ

用いる。黒耀石の原産地は黒耀石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七

島の神津島、山陰、九州、の各地に黒耀石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を第24図に示す。黒

耀石原産地のほとんどすべてがつくされ、元素組成によってこれら原石を分類して表 6に示す。この原石

群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると166個の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大

分県の姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒耀石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安山岩もみら

れ、これについても分析を行なった。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒耀石には、Srの含有量

が非常に少なく、この特徴が産地分析を行う際に他の原産地と区別する、有用な指標となっている。九州

西北地域の原産地で採取された原石は、相互に組成が似た原石がみられる (表 5)。 西北九州地域で似た

組成を示す黒耀石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)お よび淀姫、中町

第二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第一群に一致

する原石は12%個で、一部は淀姫群に重なるが中町第一群に一致する遺物は中町系と分類した。また、古

里第二群原石と肉限的および成分的に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき、この原石は姫島産

乳灰色黒耀石と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒耀石と容易に区別できる。もし似た組成の

原石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原産地に帰属され原石産地を特定できない場合がある。た

とえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属されても、

この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系および古里第二群の原石を産出する複数の地点を考えなければなら

ない。角礫の黒耀石の原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦 (牟 田、大石)、 中町、古里 (第二群は角

礫)の各産地で産出していることから、似た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角礫かを判

断すれば原石産地の判定に有用な情報となる。旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出する川棚町大崎

産地から北方4kmに 位置する松岳産地があるが、現在、露頭からは8mm程度の小礫 しか採取できない。

また、佐賀県多久のサヌカイト原産地からは黒耀石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地域の塚

瀬と小国の原産地は隣接 し、黒耀石の生成マグマは同質と推測され両産地は区別できない。また、熊本県

の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指大の黒耀
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石で、非常に広範囲な地域から採取される原石で、福岡県八女市の昭和溜池からも同質の黒耀石が採取さ

れ昭和池群を作った。従って南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定できない。桑の木

津留原産地の原石は元素組成によって 2個の群に区別することができる。桑の木津留第 1群は道路切 り通

し面の露頭から採取できるが、桑の木津留第 2群は転礫として採取でき、これら両者を肉眼的に区別はで

きない。また、間根ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒耀石のような黒灰色不透明な黒耀石から桑ノ木津留

に似た原石が採取され、これらについても原石群を確立し間根ヶ平産黒耀石を使用した遺物の産地分析を

可能にした。遺物の産地升紙 によって桑の木津留第 1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査して比較する

ことにより、遺跡相互で同じ比率であれば遺跡間の交易、交流が推測できるであろう。石炭様の黒耀石は

大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長谷峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛

鼻産および平木場産の黒耀石は似ていて、肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で

区別ができるが、上牛鼻、平木場産の両原石については各元素比が似ているため区別はできない。これは

両黒耀石を作ったマグマは同じで地下深 くにあり、このマグマが地殻の割れ目を通って上牛鼻および平木

場地区に吹きだしたときには、両者の原石の組成は似ると推定できる。従って、産地分析で上牛鼻群また

は平木場群のどちらかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または平木場地区を考え

る必要がありる。出水産原石組成と同じ原石は日東、五女木の各原産地から産出していてこれらは相互に

区別できず日東系とした。竜ケ水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の段丘面から採取さ

れる原石で元素組成で他の産地の黒耀石と容易に弁別きる。

3 結果 と考察

遺跡から出土した黒耀石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにす

ぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒耀石製の石器で、

水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受けやすい

と考えられる。Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を

行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風化の影響を完全

に否定することができないので、得られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定

を誤るようなことはない。今回分析した遺物の元素比結果を表 7に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明

を簡単にするためRb/Zrの 一変量だけを考えると、表 3の試料番号687294番の遺物ではRb/Zrの値は0.700

で、日東群の [平均値]± [標準偏差値]は、0,712± 0.028で ある。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )

を基準にして考えると遺物は原石群から1.75σ 離れている。ところで日東群の原産地から100ヶ の原石を

採ってきて分析すると、平均値から±0.4σ のずれより大きいものが68個 ある。すなわち、この遺物が、

日東群の原石から作られていたと仮定しても、0.4σ 以上離れる確率は68%であると言える。だから、日

東群の平均値から0,4σ しか離れていないときには、この遺物が日東群の原石から作られたものでないと

は、到底言い切れない。ところがこの遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群の平均値からの隔たりは、約ll

σである。これを確率の言葉で表現すると、腰岳の産地の原石を採ってきて分析したとき、平均値から11

σ以上離れている確率は、千億分の一であると言える。このように、千億個に一個しかないような原石を

たまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、腰岳産の原石から作られた

ものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は日東群に68%の確率で
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帰属され、信頼限界の0.1%を 満たしていることから日東産原石が使用されていると同定され、さらに腰

岳群に十億分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから腰岳産原石でないと同

定される」。遺物が一ケ所の産地 (日 東産地)と 一致したからと言って、例え日東群と腰岳群の原石は成

分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破

壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の

産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地 (日 東群)に一致し必要条件を満たしたと言っても

一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の 195個すべての原石群について行

ない、十分条件である低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて日東産地の石材の

みが使用されていると判定される。実際はRb/Zrと いった唯 lヶ の変量だけでなく、前述した 8ケ の変

量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元

素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作

られた遺物であれば、食群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量 も一致するはずである。もしRb

量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを

数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて

行なうホテリングのT2検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定

する4,5。 産地の同定結果は1個の遺物に汁して、黒耀石製では195個 の推定確率結果が得られている。今

回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合

上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要

な意味を含んでいる、すなわち、日東産原石と判定された遺物について、台湾の台東山脈産原石、北朝鮮

の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、信州和田峠、霧ケ峰産の原石の可能性を考える必要

がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 8に記入した。原石群を作った原石試料は直径

3cm以上であるが、小さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定

時間を長くしなければならない。しかし、多数の試料を処理するために、 1個の遺物に多くの時間をかけ

られない事情があり、短時間で測定を打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量の少ない元素

では、得られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大

きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に達

しない確率を示す場合が比較的多 くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、

マハラノビスの距離D2の値を記した。この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さ

なD2値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、推定確率

は低いが、そこの原石産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断されたものである。今回分析を行なった的野遺

跡の遺物の中で分析番号73660番の遺物は軽元素比Ca/K、 Ti/Kを 入れると帰属確率が非常に低 く同定さ

れ、どこの群にも信頼限界の0,1%に達しない。本来、日東・五女木群に一致する遺物であるが、風化層

の影響で同定確率が低 くなっていると推測した。一般的に、遺物に被熟などの履歴があると風化層が非常

に厚 くなっている場合が多い。厚い風化の場合には、表 7に示すようにKの元素が他の日東・五女木群に

同定された遺物より大きく観測される。これは推測であるが、風化層内のK元素が黒耀石表面に移動し濃

縮し、マ トリクス効果の自己吸収によるK元素蛍光X線の減衰が減少するために、K元素のピークが大き

く観測される。従ってK元素が分母のCa/K、 Ti/Kの比値が小さくなるのではないかと推測している。将
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来的には風化層の厚さから補正が可能の様に思える。現時点では軽元素比を抜いてマハラノビスの距離を

求めて行なうホテリングのT2検定を表 1の原石群、遺物群の195個全てについて行った結果を推定確率の

欄のおいて 【 】内に区別して記した。また、分析番号73653番の遺物も少し風化の影響がみられ、軽元

素比Ca/K,Ti/Kを 入れると確率は桑ノ木津留群に0.1%で 、軽元素比を抜 くと桑ノ木津留群に (28%)と 高

くなるが、北海道のキウス第2遺物群にも (12%)と 高い確率で帰属される。産地分析で使用する元素比

組成の種類がかわるとその結果もかわる。軽元素比を抜 くと、客観的には桑ノ木津留群とキウス第2遺物

群の区別がきないが、軽元素を入れても、抜いても桑ノ木津留群に高く帰属されることから、この73653

呑の遺物は桑ノ木津留産原石を使用していると判定した。

分析 した26個 の遺物には日東・五女木産と同定された遺物は 8個、桑ノ木津留産が1個で、西北九州、

淀姫産が12個、中町産 1個で、西北九州との関係が強かったことがわかる。また、姫島産も4個使用され

ていることから、的野遺跡が広い地域の情報を入手していることが明らかになったと推測しても産地分析

の結果と矛盾しない。
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=古里第 1群 (62%)、 松浦第 1群 (37%)、 腰岳 (21%)が 1%以上で判定され残 りの125個の原石群に対

しては 1%以下の固定確率であった。古里陸地 (66個 )の腰岳群37%は 66個の中の37%個 は腰岳群に 1%以
上の固定確率で帰属される。

―-50-―



表
6

各
黒

耀
石

の
原

産
地

に
お

け
る
原

石
群

の
元

素
比

の
平

均
値

と
標

準
偏

差
値

原
  

産
原

石
群

名
地

分
析

個
数

元
  
  

素
  
  

比

Ca
/K
  
  
  
Ti
/K
  
  
  

�
ln
/Z
r 
  
  
Fe
/Z
r 
  
  
Rb
/Z
r 
  
  
 S
r/
Zr
  
  
  
Y/
Zr
  
  
  
Nb
/Z
r 
  
  
 A
1/
K 
  
  
 S
i/
K

北
海

道
名
 

寄
 

第
一

ク
 

第
二

４ ５

04
78
=L
00
11
  
0.
12
1=
LO
,0
05

0.
30
9=
LO
.0
15
 0
.1
03
=L
O.
00
5

00
35
と

LO
.0
07
  
2.
01
1■

00
63

00
21
±

0.
00
6 
 1
.7
74
」

LO
,0
55

06
14
=ヒ

0.
03
2 
0.
57
4=
LO
.0
22

06
96
」

ヒ
00
44
  
02
65
」

LO
.0
11

0.
12
0■

0.
01
7 
0.
02
4=
LO
.0
16

0.
30
1■

0,
02
2 
 0
.0
26
」

ヒ
0.
02
0

0.
03
3」

LO
,0
02
  
0.
45
1■

0.
01
0

0.
02
8」

ヒ
00
07
  
0.
39
4」

LO
.0
10

白 滝 地 区

山 沢 沢 滝

石 号 加 さ
じ

赤 人 幌 あ

０ ０ ３ ９

73
」
L0
01

4 
 0
.0
61
±

0.
00
3 
 0
07
9:
LO
.0
13
  
2.
71
4」

LO
.

38
」
LO
.0

10
  
0.
02
2」

LO
.0
02
  
0.
10
5」

LO
,0
17
  
3.
12
3」

ヒ
0

39
」
ヒ
0.
00
9 
 0
02
3」

LO
.0
01
  
0
.0
99
」

LO
.0
15
  
2.
97
5」

LO
.

42
」
L0
01

0 
 0
.0
23
」

壁
0.
00
1 
 0
.1
01
±

0.
01
4 
 3
.0
38
」

ヒ
0.

42
  
1.
34
0」

L0
05
9 
 0
28
3」

LO
.0
19
  
0.
34
1」

LO
,0
30
  
0.
07
3」

ヒ
00
26
  
0.
02
8」

LO
.0
02
  
0,
37
4」

LO
.0
10

27
  
1.
84
6」

LO
.0
65
  
0.
10
5」

生
0,
01
9 
 0
.4
75
」

LO
.0
45
  
0.
07
6」

LO
,0
46
  
0.
02
7」

ヒ
0.
00
8 
 0
.3
59
」

L0
04
2

02
  
1,
79
4」

LO
.0
77
  
01
04
」

LO
.0
10
  
0.
47
0」

LO
.0
37
  
0.
10
3」

LO
.0
27
  
00
27
」

L0
00
2 
 0
36
9」

ヒ
00
07

25
  
1,
78
7」

L0
07
6 
 0
.1
15
」

LO
.0
15
  
0.
45
7」

LO
.0
35
  
0,
07
6」

ヒ
00
44
  
00
27
」

L0
00
5 
 0
36
5」

L0
01
1

近
文

台
第

一
ク
 

第
二

ク
 

第
三

秩
欠

別
第

一
ク
 

第
二

滝
 

川
第

一
ク
 

第
二

置
戸

。
所

山

置
 

戸
・

置
戸

山
ケ

シ
ョ
マ

ッ
プ

第
一

第
二

（ υ 　 ７ １ ７ ′ １ ■ 　 Ｅ υ ｌ ■ 　 区 υ 民 υ Ｏ Ｏ 　 　 　 Ｏ Ｏ 　 Ｅ υ

0.
81
9■

00
13

05
17
±

0.
01
1

0.
51
4±

0,
01
2

0.
24
9=
ヒ

0.
01
7

0.
50
6=
LO
.0
16

0.
25
3」

LO
.0
18

0.
51
0■

0,
01
5

0.
32
6」

LO
,0
08

0.
46
4=
L0
01
6

0.
57
5」

LO
.0
56

0.
67
6±

00
11

0 
16
5E
L 
O.
00
6

0.
09
9:
LO
,0
05

0.
09
8と

LO
.0
05

0.
12
2」

LO
.0
06

0.
09
8」

LO
.0
05

0.
12
2=
LO
,0
06

0.
09
8」

L0
00
5

0.
12
8」

L0
00
5

0.
13
8=
ヒ

0,
00
5

0.
11
0±

0.
01
1

0,
14
5 
1L
 O
.0
05

0.
08
1±

00
10

0.
06
7」

LO
,0
90

0.
06
6」

L0
01
4

0.
07
8±

0.
01
1

0.
07
0±

0.
01
1

00
77
」
L0
00
9

0,
06
8」

LO
.0
09

0,
04
5=
LO
.0
08

00
49
=L
O.
00
8

0.
05
1±

00
11

00
56
=L
O.
01
4

32
66
±

0.
11
7

2,
77
3」

L0
09
7

2,
76
5」

LO
.1
25

1.
61
4±

00
68

27
50
」

ヒ
0.
09
9

1.
61
3±

0.
09
0

2,
74
0=
LO
.0
72

18
13
■

0.
06
2

1,
72
6コ

壁
0,
07
2

2.
55
5±

0.
08
6

2.
63
1■

0.
12
6

06
04
±

0.
03
1

08
12
=ヒ

0.
03
7

08
14
±

0.
06
8

0,
99
5」

生
0.
03
7

0.
80
5」

LO
.0
42

1.
01
7±

00
45

0.
80
2」

LO
.0
19

0.
82
4」

ヒ
0.
03
4

0.
44
9」

ヒ
00
24

0.
59
5」

ヒ
00
58

0.
60
6」

LO
,0
30

0.
94
1 
EL
 O
,0
30

0.
81
8」

ヒ
0.
03
4

0.
81
5」

LO
.0
42

0.
45
8」

ヒ
0.
02
3

08
08
」
L0
03
2

0,
45
9」

LO
,0
25

0.
81
2■

0.
01
9

04
54
」
L0
02
0

0.
40
7=
LO
.0
23

06
36
=L
O.
02
7

0,
71
2=
LO
.0
32

0.
16
5」

ヒ
0.
02
0

0。
19
7」

L0
02
4

0.
19
9」

LO
,0
39

02
35
±

00
24

01
97
=L
O.
02
6

0.
23
3 
EL
 O
.0
29

01
92
=L
O.
02
6

01
79
=L
O.
02
3

0.
13
3上

0,
01
9

0.
16
7=
LO
.0
27

0.
17
0=
ヒ

0.
02
8

0.
03
9」

L0
01
6

00
41
±

00
19

00
78
=L
00
08

00
23
=L
00
21

0.
02
7=
LO
.0
16

00
38
=L
O.
01
8

0.
03
2=
LO
.0
23

0.
04
4」

LO
.0
20

0.
02
6=
LO
.0
14

0,
03
7」

ヒ
0.
02
0

0.
03
0Ξ

ヒ
0.
01
3

00
39
」
L0
00
2

0.
03
5=
LO
.0
02

00
34
」

LO
.0
02

0.
02
2=
LO
.0
04

0,
02
7 
EL
 O
,0
03

0.
02
5:
LO
.0
03

0.
03
0=
LO
.0
04

0,
03
0」

LO
.0
02

0.
03
2」

L0
00
3

0.
03
0」

ヒ
00
03

0.
03
0」

LO
,0
03

04
57
」
L0
00
8

0.
44
2」

LO
.0
09

0.
44
3」

LO
.0
11

0.
33
4」

LO
.0
13

0.
37
1±

0.
01
0

0.
37
0=
ヒ

0.
02
3

0.
39
3 
EL
 O
.0
31

0.
41
2±

0.
01
0

04
56
=L
O,
01
0

0.
39
7」

ヒ
00
13

0.
39
2」

LO
.0
10

日 滝 地 区

勝
三

股
蔓

第
一

ク
 

第
二

十 美

６ ４ ２

0.
25
6=
LO
.0
18

  
0.
07
4」

ヒ
0.
00
5

0.
49
9=
LO
.0
20

  
0.
12
4」

LO
.0
07

0.
59
3 
EL
 O
.0

36
 0
.1
44
=L
O.
01
2

0.
06
8」

LO
.0
10
  
2.
28
1±

0.
08
7

0.
05
2」

LO
.0
10
  
26
35
」

LO
.1
81

00
56
=L
O,
01
0 
3.
02
8=
LO
.2
51

1.
09
7」

LO
,0
55
  
0.
43

4」
LO
.0
23
  
0,
33
4」

L0
02
9

0.
80
2」

LO
.0
61
  
07
0
7」

L0
04
4 
 0
19
9」

LO
.0
29

0,
76
2」

LO
.0
40
  
0,
76

4」
LO
.0
51
  
0.
19
7」

LO
,0
26

0.
02
9」

LO
.0
02
  
0.
39
6」

LO
.0
13

0.
03
3=
LO
.0
02
  
0.
44
2コ

LO
.0
15

0.
03
4±

0.
00
2 
0.
44
9=
ヒ

0.
00
9

00
64
=L
O.
02
5

0.
03
9=
LO
.0
23

00
38
=L
00
22

赤
井

川
第

一
ク
 

第
二

豊
 

泉
第

一
ク
 

第
二

０ ０ ５ ０

医 υ 　 つ ０ ・　 ワ ‘ 　 刀 仕

0.
25
4」

ヒ
0,
02
9 
 0
07
0」

ヒ
0.
00
4 
 0
.0
86
」

L0
01
0

0.
25
8」

LO
.0
65
  
0.
07
2:
LO
.0
02
  
0.
08
0」

LO
,0
10

0.
47
3」

LO
,0
19
  
0.
14
8」

ヒ
0.
00
7 
 0
.0
60
」

ヒ
00
15

0.
37
7」

LO
.0
09
  
0.
13
3」

LO
,0
06
  
0.
05
5」

LO
.0
08

22
13
」

L0
10
4 
 0
.9
69
」

LO
,0
60

2.
20
7」

LO
.0
83
  
09
70
」

LO
.0
45

17
64
」

ヒ
00
72
  
0.
43
8」

LO
.0
27

1,
72
3」

LO
.0
66
  
05
16
」

LO
.0
19

0.
42
8」

L0
02
1 
 0
.2
49
」

LO
,0
24

0.
43
6」

LO
.0
26
  
0.
24
5」

LO
.0
21

0.
60
7」

ヒ
00
28
  
0.
15
7」

L0
02
0

0.
51
3=
LO
.0
18
 0
。

17
7 
EL
 O
.0
16

0.
05
8=
L0
02
3 
00
27
EL
O.
00
2 
0.
37
1=
ヒ

0.
00
9

00
21
=L
00
29
 0
02
5=
生

0.
00
7 
0.
37
1=
LO
.0
07

0.
02
5=
LO
.0
17
 0
.0
32
 E
L 
O,
00
2 
04
69
=L
00
13

00
07
=L
00
15
 0
03
0=
ヒ

0.
00
5 
0.
43
1=
LO
.0
10

青
森

県
内 島

腰 来
折 出

0.
19
0望

LO
.0
15
  
0.
07
5」

ヒ
00
03

0.
34
6:
LO
.0
22
  
0.
13
2」

LO
.0
07

0,
04
0」

LO
.0
08
  
15
75
」

生
0.
06
6

0.
23
1±

00
19
  
22
68
」

LO
.0
85

1.
24
1」

LO
.0
46
  
0.
31
8」

L0
01
4

0.
86
5」

L0
04
4 
 1
10
6」

L0
05
6

01
41
±

00
33
  
0,
07
6±

0.
02
1

0,
39
9」

ヒ
0.
03
8 
 0
,1
79
」

L0
03
1

0.
02
4」

LO
.0
02
  
0.
34
8」

LO
.0
10

00
38
=L
O.
00
3 
04
99
=L
00
13

深 浦
沢 山

角 森
六 人

つ υ 　 刀 生

0.
08
0」

LO
.0
08
  
0.
09
7」

L0
01
1

0.
07
7」

ヒ
0.
00
5 
 0
.0
98
」

ヒ
0.
00
3

0.
03
5=
LO
.0
04
 0
.0
26
=ヒ

0,
00
2 
0.
37
9=
LO
.0
10

00
34
」

L0
00
6 
 0
02
7=
LO
.0
05
  
0.
38
4」

LO
.0
09

0.
01
3」

ヒ
00
02
  
06
97
1L
O.
02
1

0,
01
3こ

L0
00
2 
07
01
■

0.
01
8

0,
12
8」

ヒ
0.
00
8 
 0
00
2」

L0
00
2 
 0
06
4」

L0
00
7

0.
13
4」

ヒ
00
05
  
00
02
」

LO
.0
02
  
0.
07
0」

LO
.0
05

青 森 市

一 二 坂 山 川

第 第
門 　 ケ 森 揚

一 戸 　 鶴 鷹 下

８ ８ ３ ７ ６

ツ^ ″ 　 つ 々 　 つ ０ 　 刀 ■ 　 つ υ

0.
25
0」

LO
,0

24
  
0.
06
9」

LO
,0
03

0.
08
4」

ヒ
00
06

  
0.
10
4」

ヒ
0.
00
4

0.
34
4」

LO
,0
17
  
0.
13
2」

L0
00
7

0.
25
2」

LO
.0
17
  
00
68
」

ヒ
00
09

9.
67
3±

0,
47
9 
 2
,7
03
±

01
49

0.
07
6」

ヒ
00
25
  
00
26
と

LO
.0
02
  
03
62
」

LO
.0
15

00
33
=ヒ

00
05
 0
02
5=
LO
.0
02
 0
.3
69
=ヒ

00
07

0.
18
6」

LO
.0
37
  
0.
03
7:
LO
,0
02
  
0,
49
6」

生
0.
01
8

0.
04
9」

ヒ
0,
03
6 
 0
.0
28
=L
O.
00
5 
 0
.3
83
」

L0
01
8

01
69
」

ヒ
0.
03
1 
 0
.0
53
=L
O.
04
2 
 0
.8
58
」

生
0.
08
8

0,
06
8」

L0
01
2 
 2
35
8±

0.
25
7 
 1
.1
68
」

L0
06
2

00
13
」

L0
00
2 
 0
.6
91
■

0,
02
1 
 0
.1
23
」

ヒ
00
06

0.
23
2=
LO
.0
23
 2
.2
61
 E
L 
O.
14
3 
0.
86
1=
LO
.0
52

0.
07
9=
L0
03
3 
25
48
=L
O.
13
1 
 1
.1
49
 1
L 
O.
06
9

32
67
」

LO
.2
17
 2
1.
64
8±

1.
50
0 
00
90
」

LO
.0
21

05
21
=L
00
63
 0
.2
77
=L
O.
06
5

00
02
=ヒ

0.
00
2 
0.
06
9=
LO
.0
10

1.
08
1=
ヒ

00
60
 0
39
0=
LO
.0
39

05
68
」

L0
10
8 
 0
28
8」

LO
.0
37

1,
70
8=
LO
.1
02
 0
.1
55
 E
L 
O.
01
5

迦 石

釈
大 黒

６ ４

0.
25
3」

ヒ
00
16

  
0,
06
7」

ヒ
0.
00
8

8.
90
5」

ヒ
02
43
  
2.
48
4」

ヒ
00
55

0.
04
7」

ヒ
0.
04
0 
 0
.0
28
」

L0
00
3 
 0
.3
85
コ

LO
.0
18

0.
02
7」

LO
,0
14
  
0.
12
4」

LO
.0
14
  
1.
40
9」

LO
,0
44

0.
07
7=
LO
.0
29
 2
.5
19
=L
O,
14
8 
 1
.1
47
=L
00
65

01
61
■

0.
01
8 
 7
.5
70
」

ヒ
03
36
  
00
68
」

LO
.0
14

0.
55
8=
LO
.0
87
 0
.2
86
=L
O,
03
5

1.
6
21
=L
O.
06
3 
02
44
±

0.
02
2

秋
田

県
男 鹿

崎 本
ケ

金 脇

４ ４

0.
29
4」

LO
,0

09
  
0.
08
7」

LO
.0
04

0.
29
5」

LO
.0

08
  
0.
08
7」

LO
.0
04

0.
09
8」

LO
,0
40
  
0.
02
9」

LO
.0
02
  
0.
36
8」

LO
.0
08

0.
10
8」

ヒ
00
34
  
0,
02
8」

L0
00
6 
 0
,3
67
」

ヒ
0,
00
9

02
20
」

LO
.0
18
  
1.
64
4」

ヒ
00
81

0.
21
9」

L0
01
7 
 1
.6
71
」

LO
,0
77

14
93
」

LO
.0
81
  
0,
93

0」
LO
.0
43
  
02
87
」

ヒ
0.
03
9

1.
50
3」

L0
07
2 
 0
93
9」

LO
.0
54
  
0.
28
6」

LO
.0
45



― １ ９ Ю Ｉ Ｉ

原
  

産
原

石
群

名
地

析 数
分 個

元
  
  
 

素
  
  
 

比

Ca
/K
  
  
  
Ti
/K
  
  
  
lv
ln
/Z
r 
  
  
Fe
/Z
r 
  
  
 R
b/
Zr
  
  
  
Sr
/Z
r 
  
  
 Y
/Z
r 
  
  
 N
b/
Zr
  
  
  
A1
/K
  
  
  
 S
i/
K

山
形

県
山 江

可
月 寒

４ ４

02
85
」

LO
.0
21
  
0。

12
3」

LO
,0
07
  
01
82
」

ヒ
00
16

0,
38
5」

LO
.0
08
  
0.
11
6」

L0
00
5 
 0
04
9」

LO
.0
17

19
06
=L
O.
09
6 
0,
96
6=
LO
.0
69

1.
80
6」

LO
.0
54
  
0.
58
0」

L0
02
5

10
22
■

00
71

04
41
=L
O.
02
3

02
76
=L
00
36
 0
.1
19
=ヒ

0.
03
3

0.
21
2=
LO
.0
20
 0
05
6=
LO
.0
15

0.
03
3」

生
00
02
  
04
43
」
L0
01
4

00
33
=ヒ

0.
00
3 
0.
46
0=
LO
.0
10

岩
手

県
石 居 泉

雫 折 花

５ ２ ０

0,
63
6」

LO
.0

33
  
01
87
」

L0
01
2 
 0
05
2」

LO
.0
07

06
15
」

LO
.0
55
  
0.
18
0」

L0
01
6 
 0
05
8」

L0
00
7

0.
59
6 
EL
 O
.0
46
 0
.1
77
=ヒ

00
18
 0
05
6=
ヒ

00
08

1,
76
4」

ヒ
0.
06
1 
 0
.3
05
」

L0
01
6 
 0
43
1±

0.
02
1

17
51
=L
00
62
 0
.3
06
=L
O.
03
3 
04
21
=L
00
51

1,
74
2=
LO
.0
72
 0
.3
14
±

0.
01
9 
04
20

=ヒ
0.
02
5

0.
20
9 
EL
 O
.0
16
 0
04
5こ

と
0.
01
4

02
28
±

0.
07
9 
0.
04
5 
EL
 O
,0
11

0.
22
0=
LO
,0
16
 0
,0
44
=L
O.
01
3

00
41
±

0.
00
3 
 0
.5
94
」

LO
,0
14

00
41
=L
O.
00
5 
 0
59
4」

ヒ
0.
05
5

0.
04
1=
ヒ

0.
00
3 
 0
.5
86
」

LO
,0
30

宮
城

県
倉 釜

湯 塩
21
74
」

LO
.0
68
  
0.
34
9」

LO
.0
17

4.
82
8」

ヒ
03
95
  
16
30
」
L0
10
4

0.
11
6」

LO
,0
09
  
0.
6
58
=L
O.
02
4

01
68
」

LO
.0
18
  
1.
29

8」
LO
.0
63

0.
13
8」

ヒ
0,
01
5 
 0
.0
20
」

ヒ
0.
01
3

0,
15
5 
EL
 O
.0
16
 0
.0
37
=L
00
18

00
57
」

L0
00
5 
 2
54
4」

ヒ
01
49

01
78
=L
O.
01
7 
11
.3
62
±

1.
15
0

0.
07
3」

ヒ
00
03
  
0,
95
6と

し
0.
04
0

0.
07
7」

LO
.0
02
  
0,
72
0」

L0
03
2

栃
木

県
高
 

原
 

山
40

0,
73
8」

L0
06
7 
 0
20
0」

ヒ
00
10
  
00
44
」

生
0.
00
7 
 2
.0
16
と

LO
.1
10
  
0.
38
1」

ヒ
00
25
  
05
02
」

LO
.0
28
  
0.
19
0」

L0
01
7 
 0
02
3」

L0
01
4 
 0
03
6」

ヒ
0.
00
2 
 0
.5
16
」

ヒ
00
12

東
京
都

神
津

島
第

一
津

ク
 

第
二

島 根
長

５ ２ ４

0.
38
1±

0.
01
4

0.
31
7■

0.
01
6

0,
31
8=
ヒ

0,
02
0

1,
72
9」

ヒ
00
79
  
04
71
±

00
27

1.
83
3」

ヒ
00
69
  
0.
61
5」

LO
.0
39

1.
80
5」

LO
.0
96
  
06
14
」

ヒ
00
36

0.
68
9±

0.
03
7 
 0
24
7±

00
21

06
56
=ヒ

00
50
 0
30
3=
L0
03
4

06
64
」

LO
.0
45
  
0.
29
1■

0,
02
9

00
90
=L
00
26
 0
.0
36
=L
O.
00
3 
0.
50
4=
ヒ

00
12

0.
10
7=
LO
.0
26
 0
03
3±

0.
00
2 
04
71
=L
00
09

00
93
=L
O.
03
9 
 0
03
4と

ヒ
0.
00
6 
 0
,4
76
」

LO
,0
12

01
36
=ヒ

0.
00
5 
0.
10
2 
EL
 O
.0
11

0.
12
0=
ヒ

0,
00
8 
0.
11
4こ

LO
.0
14

0.
12
0=
LO
.0
05
 0
.1
18
=L
O.
01
4

神
奈

川
県

箱
根

・
笛

塚
ク
・

畑
宿

鍛
 

冶
 

屋

つ υ 　 刀 仕 　 ０ じ

0.
14
0」

ヒ
00
08
  
1.
52
8 
4 
o 
o4
6

0.
08
0」

LO
.0
05
  
1.
12
6」

L0
03
1

0,
06
7」

ヒ
0.
00
5 
 0
.9
04
」

ヒ
00
20

6.
76
5=
LO
.2
54
  
2.
21
9」

LO
,0
57

2.
05
6」

LO
.0
64
  
0.
66
9」

ヒ
0.
01
9

1.
66
3」

ヒ
00
71
  
0.
38
1」

ヒ
0,
01
9

0.
22
8」

ヒ
00
19
  
92
82
」

ヒ
06
22

0.
07
6」

LO
.0
07
  
2.
91
2」

LO
.1
04

0.
05
6」

LO
.0
07
  
2.
13
9」

L0
09
7

0.
04
8=
LO
.0
17
  
17
57
=ヒ

00
61

00
62
=L
O.
00
7 
06
80
=ヒ

0.
02
9

00
73
=L
O.
00
8 
0.
62
9=
LO
.0
25

02
52
=L
O,
01
7 
0.
02
5=
LO
.0
19

0.
20
2 

ΞL
 O
,0
11
  
0.
01
1=
L0
01
0

0.
15
4」

ヒ
0.
00
9 
 0
.0
11
±

0,
00
9

静
岡

県
賀 西 峠

多 峠 豆

上 柏 小

Ｏ υ つ υ 刀 仕

1,
32
9」

LO
.0

78
  
0.
29
4」

ヒ
0.
01
8

1.
21
3」

ヒ
0.
16

4 
 0
.3
14
」

LO
.0
28

0.
11
0」

LO
.0

08
  
0,
05
2」

LO
.0
04

0.
04
1■

00
06
  
16
97
」

LO
.0
68

0,
03
1■

0,
00
4 
 1
69
9」

L0
16
7

0.
29
7」

L0
03
8 
 3
.2
11
±

0.
31
9

00
87
=L
00
09
 0
55
1
=生

0.
02
3

01
13
=L
O.
00
7 
0.
39
1=
LO
.0
22

0.
82
9=
L0
08
9 
0.
15
4±

0.
03
0

0.
13
8」

LO
,0
11
  
0.
01
0」

ヒ
00
09
  
00
59
」

L0
00
4 
 0
.8
56
」

LO
.0
18

0.
14
3」

ヒ
0,
00
7 
 0
,0
09
」

LO
.0
09
  
0.
04
7」

ヒ
00
04
  
06
63
」

ヒ
00
20

0.
54
7」

LO
.0
54
  
0.
08
7」

ヒ
00
57
  
00
25
」

L0
01
4 
 0
.4
29
」

LO
.0
16

富
山

県
津

魚
0.
27
8」

LO
,0

13
  
0,
06
5」

ヒ
0.
00
4 
 0
.0
64
」

L0
00
8 
 2
.0
84
」

LO
.0
95
  
0.
90
6」

L0
05
7 
 0
64
1」

LO
.0
46
  
0.
19
4」

LO
.0
14
  
0.
10
2」

L0
02
1 
 0
,0
27
」

L0
00
2 
 0
.3
72
=L
O.
00
9

高 岡 市

二
上

山
第

一
ク
 

第
二

ク
 

第
三

３ ４ ４

0.
01
5=
LO
,0
14
 0
.3
92
 1
L 
O,
01
8

0.
02
0=
LO
.0
20
  
0.
59
9=
LO
.0
24

0.
01
5 

ΞL
 O
,0
14
 0
.4
12
=L
O.
02
5

0.
31
9=
LO
.0
17
  
0.
11
3」

ヒ
0.
00
6

0.
71
0=
LO
.0
17
 0
.2
02
Ξ

ヒ
0.
00
8

0.
44
1=
生

0.
05

2 
0.
10
8 
EL
 O
.0
14

0.
04
0」

ヒ
0,
00
8 
 1
,7
20
」

ヒ
0.
08
0

0.
05
4」

ヒ
0.
01
1 
 1
.9
94
」

ヒ
01
52

0.
07
9」

監
00
21
  
2.
25
1±

0,
13
8

0.
74
0」

L0
05
2 
 0
66
5」

L0
02
9

04
13
Ξ
L0
02
8 
0.
84

0=
LO
.0
50

0,
79
4」

ヒ
01
55
  
12
22
」
L0
08
8

0.
12
1■

0.
02
6 
 0
,0
47
」

ヒ
0.
03
1

0.
11
8±

0.
02
5 
 0
.0
51
■

0.
03
1

01
27
」

些
0.
04
1 
 0
,0
67
」

LO
.0
53

長
野

県
峰 一 二 三 四 五 六 日 倉 峠 池 沢 川

第 第 第 第 第 第 和

ケ 峠 　 　 　 　 　 ・ 女 草 子 窪

画 四 ク ク ク ク ク 市 四

霧 和 　 　 　 　 　 鷹 男 麦 双 大 横

一 イ 刀 ■ 　 １ ■ 資 υ つ じ 刀 仕 　 匡 υ 医 υ ｌ ■ 　 ｒ υ Ｏ Ｏ 刀 仕 　 刀 ■

0.
13
8」

LO
.0
09

0,
16
7±

0.
02
8

0.
14
6」

LO
.0
03

0.
24
8」

LO
.0
48

0.
14
4±

00
17

0.
17
6±

0.
01
9

0.
15
6±

00
11

0.
13
8」

LO
.0
04

0,
22
3」

ヒ
00
26

0.
26
3」

ヒ
00
20

0.
25
2」

LO
.0
27

1,
48
1■

01
17

3.
04
7」

L0
06
6

0.
06
6」

LO
,0
03

0.
04
9」

LO
.0
08

0.
03
2」

LO
,0
03

0,
06
4」

ヒ
0.
01
2

0.
06
3」

LO
.0
04

0.
07
5こ

と
0.
01
0

0.
05
5」

ヒ
00
05

0.
04
2」

LO
.0
02

0.
10
2±

00
10

0.
13
8±

0.
01
1

0.
12
9」

ヒ
0.
00
7

0.
46
6=
L0
02
1

1,
07
1±

0.
02
6

0.
10
4=
L0
01
1

0.
11
7±

0.
01
1

0.
15
1±

00
10

0,
11
4±

0.
01
1

0.
09
4」

ヒ
00
09

0.
07
3」

L0
01
1

0.
09
5」

ヒ
0.
01
2

0.
12
3±

00
10

0.
05
9=
LO
.0
08

0.
04
9=
LO
.0
08

00
59
=L
00
10

0.
04
2=
LO
.0
06

0.
11
5■

0.
01
5

1,
33
9」

LO
.0
57

1.
34
6」

ヒ
00
85

14
61
±

0.
03
9

1.
52
0■

0.
18
2

13
73
」
L0
08
5

12
82
」

LO
.0
86

1.
33
3」

L0
06
4

12
59
±

0.
04
1

1.
16
9■

00
81

14
03
」
L0
06
9

16
30
±

0.
17
9

20
05
=生

01
35

73
80
=L
O.
36
6

1.
07
6=
L0
04
7

18
53
」
L0
12
4

2.
44
9=
LO
.1
35

16
73
■

0.
14
0

1.
31
1±

0.
03
7

1.
05
3±

0.
19
6

15
23
」

ヒ
0.
09
3

1,
97
8」

生
0,
06
7

07
01
±

0.
10
9

05
32
と

LO
.0
48

0.
66
9=
LO
.0
52

0.
18
2 

ΞL
 O
,0
11

0.
15
8±

0.
01
6

03
60
=L
00
23

0.
11
2±

0.
05
6

00
36
=L
O.
01
2

0.
27
4■

0.
10
4

0.
20
6=
LO
.0
30

0.
27
5」

ヒ
0.
05
8

0.
13
4■

0.
03
1

0.
04
5=
L0
01
0

0.
40
9=
L0
05
2

0,
76
4」

L0
03
1

08
02
」
LO
,0
58

0,
84
1」

LO
.0
44

0.
83
3」

L0
04
0

02
75
=L
O,
03
0

0.
40
9」

LO
.0
48

0.
51
7」

LO
.0
44

0.
37
4」

LO
.0
48

0.
26
3」

ヒ
00
38

0,
18
4」

LO
.0
42

0.
27
9」

ヒ
00
39

04
42
」
LO
.0
39

0.
12
8」

LO
.0
24

01
01
±

00
18

01
11
■

0.
02
4

01
05
±

00
10

01
86
±

00
15

0,
11
2±

00
23

0.
13
9」

ヒ
00
26

0.
18
6=
LO
.0
25

01
22
」
L0
02
4

0.
09
0」

LO
.0
22

0,
06
6」

し
00
23

00
10
±

00
17

0.
14
2 
EL
 O
.0
22

00
53
」
L0
01
7

00
56
=L
O.
01
6

0.
03
7E
L 
0 
03
2

00
09
=L
00
08

0.
02
3=
LO
.0
12

00
26
」
L0
00
2

00
25
」

LO
.0
02

00
27
=L
00
02

00
25
」

ヒ
0.
00
3

00
23
」

ヒ
00
02

00
21
±

00
02

0.
02
1■

0.
00
2

00
26
=L
00
02

00
26
=ヒ

0.
00
2

0.
02
9 
EL
 O
.0
02

00
27
=L
00
07

00
33
=L
O.
00
5

0 
04
5E
L 
0 
00
5

0.
36
1±

0.
01
3

0.
35
5こ

L0
01
6

0.
36
8」

LO
.0
07

0,
34
8」

L0
01
7

03
31
±

00
19

0,
30
6」

LO
.0
13

0.
31
3±

00
12

03
60
」

ヒ
0,
01
0

0.
35
4」

LO
.0
08

04
01
■

00
17

04
01
±

0.
01
1

04
59
=L
00
12

05
13
±

00
21



原
  

産
原

石
群

名
地

析 数
分 個

元
  
  
 

素
  
  
 

比

Ca
/K
  
  
  
Ti
/K
  
  
  
lV
In
/Z
r 
  
  
Fe
/Z
r 
  
  
Rb
/Z
r 
  
  
 S
r/
Zr
  
  
  
Y/
Zr
  
  
  
Nb
/Z
r 
  
  
 A
1/
K 
  
  
 S
i/
K

新
潟

県
一 二 川 山 川 津 川

第 第
渡 ク
石 白 根

佐 　 上 板 大 金 羽

刀 ■ 　 つ 々 　 医 υ 　 刀 ■ 　 つ 々 　 ＾ ） 　 質 υ

３ １ ４ ４ ２ ４ ５

0.
22
8」

L0
01
3

02
63
」

ヒ
0.
03
2

03
21
■

00
07

02
32
■

0.
01
1

0.
56
9=
L0
01
2

03
31
±

0.
01
1

01
63
±

00
19

00
78
」
L0
00
6

00
97
=L
O.
01
8

0.
07
0」

L0
00
3

00
68
」

LO
.0
03

0.
14
2E
L 
0 
00
7

00
97
=L
O.
03
7

00
53
=L
00
05

00
20
=L
00
05

00
20
」
L0
00
6

00
69
■

00
11

01
69
±

0.
01
7

0.
03
3=
L0
00
5

00
30
=L
O.
00
7

00
99
±

00
11

14
92
=L
O.
07
9

15
01
±

00
53

20
51
=L
O.
07
0

21
78
±

01
10

16
08
こ
L0
04
9

17
11
±

0.
06
6

13
54
と

生
0,
05
8

08
21
=ヒ

0.
04
7

0,
71
7■

01
06

09
81
=L
O.
04
2

1,
77
2E
ヒ

00
98

02
61
■

0,
01
2

0 
61
8 
1L
 O
.0
27

1.
61
5±

0.
06
3

02
8
8±

00
18

03
26
と

生
0.
02
9

07
73
=L
O.
03
4

0.
77
2三

LO
.0
46

0.
33
2=
LO
,0
11

0.
28
3±

00
12

0,
08
4」

ヒ
00
12

0.
14
2■

00
18

00
91
±

0.
02
2

0,
18
2と

し
0,
02
3

0.
37
4■

0,
04
7

0.
15
0±

0.
01
5

01
81
■

0.
01
6

0.
30
9」

L0
03
6

0.
04
9±

0.
01
7

0,
04
6±

0.
01
5

0.
03
8±

0,
02
7

0.
15
4■

0.
03
4

0.
03
3±

0.
01
1

00
35
」
L0
01
8

01
00
」

ヒ
0.
02
8

0,
02
4=
LO
.0
04

0.
02
6」

ヒ
0.
00
2

0,
02
6=
L0
00
7

00
27
」
L0
00
2

0.
03
6」

ヒ
00
03

0.
02
7」

LO
.0
09

00
23
」

ヒ
00
07

0.
33
8三

LO
.0
13

0,
33
8±

0,
00
9

0.
35
9=
LO
.0
09

0,
35
9■

00
09

04
91
±

0.
01
4

04
02
」
L0
01
2

03
40
」

LO
.0
30

石
川

県
比

0.
37
0±

0,
01
4 
 0
.0
87
」

生
0,
00
4 
 0
06
0±

0,
00
9 
 2
.6
99
±

0.
16
7 
 0
63
9」

ヒ
00
28
  
0.
53
4」

L0
02
3 
 0
17
2」

LO
.0
28
  
00
52
±

00
18
  
0.
03
2」

L0
00
2 
 0
39
6」

L0
01
7

福
井

県
島 山

里

安 三
0,
40
7』

LO
.0
07
  
0,
12
3±

0.
00
5

03
50
」
L0
01
8 
 0
.1
23
」
L0
00
8

00
38
」
LO
.0
06
  
16
28
」

ヒ
00
51

00
36
」
L0
00
6 
 1
.5
61
■

00
81

06
43
」

L0
04
1 
 0
.6
75
」
L0
03
0

06
08
」

L0
03
1 
 0
79
8」

LO
.0
39

01
13
=L
O.
02
0 
0 
06
1r
Lo
.0
16

00
69
=ヒ

00
20
 0
06
2=
生

0,
01
3

00
32
E生

0.
00
2 
04
50
=L
00
10

00
28
=ヒ

0,
00
2 
 0
.3
81
■

0,
00
8

島
根

県
茂 井 見

加 津 久

０ ０ １

01
66
」

L0
00
6 
 0
.0
93
」
L0
00
8

01
61
±

00
08
  
01
32
」
L0
18
2

01
45
=L
00
06
 0
06
1=
LO
.0
03

00
14
=L
00
03
 0
89
9=
LO
.0
31

00
15
=ヒ

00
03
 0
,9
40
=ヒ

0.
04
1

00
21
■

00
04
  
09
80
」

LO
.0
23

02
78
」

ヒ
0.
01
7 
 0
.0

09
=L
00
03

03
01
±

0.
01
4 
 0
.0
15

」
ヒ
0.
00
5

0.
38
6=
LO
.0
11
  
0,
00
7」

L0
00
3

0.
06
1 

ΞL
 O
,0
15
 0
.1
54
=ヒ

0.
01
8

00
60
」
L0
01
3 
 0
.1
44
」
L0
00
8

01
09
」
LO
.0
13
  
02
38
」
L0
01
1

0,
02
0」

ヒ
00
01
  
0.
24
9」

LO
.0
16

00
20
」
L0
00
2 
 0
24
4」

L0
00
8

00
23
」

LO
.0
02
  
03
15
」

ヒ
00
06

香
川

県
奥

池
第

一
群

ク
 

第
二

群
雄

山
神

谷
・

南
山

大
麻

山
南

第
一

群
ク
 

第
二

群

1,
20
2=
L0
07

7
1.
58
5±

01
26

1.
22
4±

0.
08
1

1.
18
6±

0.
05
7

1.
46
7±

0.
12
0

1.
01
8■

00
43

01
41
±

0.
01
0

01
94
■

0,
01
8

01
44
■

00
11

0.
14
3±

0.
00
8

0.
20
3=
L0
02
3

0.
11
6±

00
12

0,
03
2=
LO
,0
08

0.
03
5=
ヒ

0.
00
7

0.
03
5 
1L
 O
.0
12

0.
03
8三

L0
01
2

0,
04
2」

L0
00
9

0.
04
3」

ヒ
00
14

3.
12
6±

01
70

2.
86
0」

ヒ
01
60

3.
13
8±

0.
16
3

3,
20
2」

L0
16
3

31
25
±

0.
17
9

33
05
」
L0
19
9

00
26
=ヒ

00
26

00
24
=L
00
19

00
23
こ
L0
02
7

00
29
=L
00
25

00
38
=L
00
23

00
29
=L
00
30

00
65
=L
00
19

00
42
=ヒ

00
13

00
61
=ヒ

0,
02
0

0.
07
3と

し
0.
02
1

00
47
±

0.
01
3

0.
07
2=
L0
01
8

0.
50
7■

00
11

05
07
=L
00
13

05
00
=ヒ

00
12

0.
50
0±

00
14

0.
48
7±

0,
01
6

0,
47
6こ

L0
01
2

0.
68
6」

L0
06
5

04
23
」
L0
05
8

06
69
=L
00
78

0,
70
7=
L0
06
1

04
94
」
L0
08
0

08
95
」
L0
04
8

13
50
」

LO
.0
82

10
4
4」

L0
07
7

13
3
5■

00
91

13
8
6=
LO
.0
88

10
1
0±

00
73

12
5
6=
LO
.0
50

00
41
=L
00
04

00
45
=L
O.
00
4

0.
04
1と

生
0.
00
3

0.
04
1±

0,
00
5

0.
04
1=
LO
.0
03

0.
03
8=
LO
.0
04

福
岡

県
人

女
昭

和
溜

池
0.
26
1」

L0
01
0 
 0
.2
11
±

00
07
  
00
33
」

ヒ
00
03
  
0,
79
8」

ヒ
00
27
  
0.
32
6」

ヒ
00
13
  
02
83
」

LO
,0
15
  
00
71
±

00
09
  
00
34
」

ヒ
0.
00
8 
 0
02
4±

0.
00
6 
 0
27
9=
監

00
09

佐
賀

県
中

野
第

一
群

ク
 

第
二

群
梅
  
 

野
腰
  
 

岳
椎
 

葉
 

川
松

尾
第

一
群

ク
 

第
二

群

９ ０ ９ ４ ９ ０ ０

３ ４ ３ ４ ５ ４ ４

0.
26
7」

ヒ
00
07

0.
34
5=
ヒ

0.
00
7

0.
65
7」

L0
01
4

0.
21
1±

0,
00
9

0,
41
4』

ヒ
00
09

06
00
」

ヒ
00
67

0,
95
3」

ヒ
00
27

0.
08
7」

生
00
03

0.
10
4±

00
03

0.
20
2±

0.
00
6

0.
03
1±

00
05

00
71
±

0.
00
3

0.
15
3」

L0
02
9

0.
30
7=
L0
01
0

0.
02
7」

L0
00
5

00
27
」
L0
00
5

00
71
±

0.
01
3

0.
07
5」

L0
01
9

01
01
±

00
17

0.
12
5±

00
18

01
26
■

00
13

1.
61
9±

00
83

1.
53
5」

覧
00
39

42
39
」

ヒ
0.
20
5

25
72
=L
02
12

29
47
=L
O.
14
2

4.
69
2=
L0
36
9

66
66
こ

ヒ
0,
34
2

01
03
■

00
18

00
69
=L
00
16

01
04
」
L0
03
2

0.
31
1■

00
46

01
47
=L
O.
03
5

01
71
■

00
32

0,
14
7=
LO
.0
29

06
28
=L
O.
02
8

04
55
」
L0
01
7

10
46
=L
00
65

16
00
=L
O.
08
6

12
53
■

00
81

11
70
■

0,
11
4

08
56
±

0.
07
0

03
48
=L
00
15

03
97
=L
O.
01
4

1.
2
69
=L
00
58

04
14
Eヒ

00
42

2.
01
5E
L 
0 
09
9

2.
02
3±

0,
12
2

1.
90

7■
01
19

00
75
=L
O.
01
8

0.
05
9=
L0
01
4

03
80
」

壁
00
47

02
56
■

0.
04
3

02
55
■

0,
04
0

0.
25
5」

LO
.0
37

0.
19
4」

LO
.0
28

00
23
±

0.
00
7

00
26
=ヒ

0.
00
8

0.
02
8■

0.
00
5

00
25
=L
O.
00
2

00
30
=L
O.
00
7

0.
03
2」

LO
,0
03

00
33
」
L0
00
8

0.
32
1±

00
11

0 
32
8E
L 
0 
00
8

03
45
=L
00
09

0.
33
5こ

生
00
08

0.
38
8±

0.
00
9

0,
37
6」

LO
.0
08

0.
38
3=
LO
,0
10

大
分

県
姫 島 地 域

崎 一 二 三 崎 積

第 第 第 イ

音
瀬 ク ク オ

稲

観 両 ＊ ＊ ＊ ＊

４ ３ ３ １ つ 々 つ 々

02
16
■

00
17

02
21
■

00
21

06
34
」

LO
.0
47

10
13
±

01
40

10
74
±

0.
11
0

0.
65
3=
LO
.0
66

00
45
=L
O.
00
3

00
45
=ヒ

00
03

01
40
±

0.
01
3

0.
21
1±

0.
02
6

0.
22
4」

ヒ
0.
02
4

0.
14
1■

0,
01
6

0.
32
5」

LO
.0
88

03
55
」

〔
00
57

01
44
±

00
31

0.
10
9±

00
21

0.
10
1■

00
22

01
51
±

0.
03
3

1.
82
9」

L0
22
0

1,
91
7■

0.
19
4

0 
61
4E
L 
0 
07
7

03
05
」

ヒ
00
67

02
86
=L
O.
04
8

06
05
」
L0
09
6

1.
57
2±

01
80

16
60
±

0.
17
3

3.
16
2±

01
89

40
02
」
L0
17
4

40
10
±

01
97

3.
23
4」

L0
26
4

04
28
=L
O.
05
7

0.
45
0=
ヒ

0.
06
1

01
94
二

LO
.0
26

01
26
■

0.
01
6

0.
12
2±

0.
01
2

0.
18
9」

LO
.0
30

68
97
=ヒ

0.
80
6

7.
24
8=
LO
,6
68

4.
39
9」

L0
32
2

3.
49
1±

02
31

3.
46
0」

L0
30
1

4.
39
8」

ヒ
0.
42
5

0,
62
2」

ヒ
00
99

06
69
=L
O.
10
5

02
40
=L
00
41

01
37
=L
00
28

01
33
=L
O.
02
5

02
45
=L
00
50

00
35
」

LO
.0
02

00
35
」
L0
00
2

00
38
=L
O.
00
2

00
40
」
L0
00
4

00
40
」
L0
00
3

0.
03
7=
L0
00
2

04
18
±

00
11

0.
41
9」

LO
.0
09

04
51
±

00
11

04
71
±

0.
01
7

0.
46
9」

L0
01
4

04
48
=L
00
15

瀬 地 平
尾

台 下
方

塚 荻 緒

０ ０ ４

0.
31
3」

ヒ
0.
02
3 
 0
12
7」

ヒ
00
09

1.
61
5」

LO
.0
42
  
06
70
」

LO
.0
13

0.
48
2E
L0
03
6 
0.
28
6=
L0
01
5

00
65
」

ヒ
00
10
  
1.
48
9」

L0
12
4

00
96
=ヒ

0.
00
8 
55
09
=L
02
69

0.
05
1=
L0
00
8 
 1
36
1=
LO
.0
95

06
00
=L
00
51
  
06
86

圭
0,
08
2

0.
28
4」

LO
.0
31
  
1.
52
6=
LO
.0
53

03
03
±

0.
01
9 
 0
,7
12
=L
00
43

01
75
」

L0
01
8 
 0
.1
02
■

0,
02
0

0.
09
7■

0,
01
6 
 0
03
2」

LO
,0
18

0.
08
9=
L0
01
8 
 0
.0
55
」

LO
.0
21

00
28
±

0.
00
2 
 0
37
1±

00
09

0,
03
2」

LO
.0
05
  
0.
31
0±

00
11

00
12
」
L0
01
0 
 0
.2
88
±

0,
01
6



― ― 伽 ト ー ー

原
  

産
  

地
原

石
群

名
分

析
個

数

元
  
  
 

素
  
  
 

比

Ca
/K
  
  
  
Ti
/K
  
  
  
lv
ln
/Z
r 
  
  
Fe
/Z
r 
  
  
Rb
/Z
r 
  
  
Sr
/Z
r 
  
  
 Y
/Z
r 
  
  
 N
b/
Zr
  
  
  
A1
/K
  
  
  
Si
/K

長
崎

県
壱 岐 島

辻 浦 川 畑

謗 ケ
久 君 角 貝

つ け ０ な つ 々 　 刀 仕

0.
17
2」

ヒ
00
09
  
0.
06
6」

ヒ
00
02
  
00
30
」

ヒ
00
05

0,
17
4」

L0
00
7 
 0
.0
65
=L
O,
00
2 
 0
,0
33
」
L0
00
6

0.
14
6」

LO
.0
09
  
0,
03
8±

0,
00
2 
 0
,0
59
」

LO
.0
09

0.
13
5」

ヒ
0.
01
0 
 0
.0
37
=L
O,
00
2 
 0
.
05
6」

ヒ
0.
00
9

1.
17
6」

ヒ
00
43
  
03
85
」
L0
01
2

1.
17
4」

LO
.0
35
  
0.
38
9」

LO
.0
12

1.
69
1■

01
00
  
1,
72
6」

L0
08
5

1.
74
6」

ヒ
00
73
  
1.
83
4」

ヒ
00
64

00
1l
EL
00
04
 0
13
5E
ヒ

00
18

0.
01
3 
ΞL
 O
.0
05
 0
.1
29
=L
O.
01
4

00
3
5」

L0
00
8 
 0
34
4」

L0
04
0

00
2
2」

ヒ
00
13
  
03
34
」
L0
04
6

03
54
=L
00
14
 0
02
3こ

L0
00
2 
02
76
こ

L0
00
7

03
56
=L
O.
01
2 
0.
02
3=
LO
.0
03
 0
.2
75
=L
O.
00
8

07
17
」

L0
04
7 
 0
02
3」

L0
00
2 
 0
33
8」

L0
01
0

07
14
=ヒ

00
40
 0
02
1=
L0
00
9 
03
39
=L
00
15

一 二 三 四 姫 一 二 一 二 三 岳 崎

第 第 第 第 　 第 第 第 第 第

浦 ク ケ ク 　 町 ク 里 ク ク

松 　 　 　 淀 中 　 古 　 　 松 大

３ ７ ６ ２ ４ ５ ７ ８ ９ ９ ３ ４

２ １ １ ２ ４ ２ １ ３ １ １ ４ ７

0,
21
5■

0.
01
8

0.
18
3±

0.
01
1

0,
24
9=
LO
.0
23

0.
28
4=
ヒ

0.
02
2

0.
33
4■

0.
01
4

0.
24
3=
LO
.0
19

0.
32
2」

LO
.0
34

0.
19
9■

00
11

0,
41
3±

0,
01
3

0.
26
6=
ヒ

0.
03
5

0,
19
4」

L0
00
9

0.
17
6±

0,
01
2

0,
03
2」

LO
.0
08

0.
03
1±

0.
00
5

0.
06
2■

0.
00
6

0.
06
6と

LO
.0
08

0.
08
0■

0,
00
4

0.
05
9■

0.
00
7

0.
08
1±

0.
01
5

0.
03
0=
LO
.0
04

0,
07
6=
LO
.0
05

0.
06
5=
ヒ
00
10

0.
05
4」

LO
.0
05

0,
05
3」

ヒ
00
02

0,
07
2」

ヒ
0,
01
6

0.
07
1=
LO
.0
24

0.
05
1■

0.
01
6

0.
04
5=
LO
.0
12

0,
04
4」

LO
.0
09

0.
05
7」

LO
,0
15

0.
04
5±

0.
01
1

0.
08
3=
L0
01
8

0,
09
4」

ヒ
00
23

0.
05
1■

00
09

0,
04
0」

LO
,0
08

0.
04
1±

0.
01
2

2.
55
4±

0.
18
1

2.
28
8」

L0
31
9

1.
93
6±

0.
23
1

1.
89
0±

01
57

1,
74
4」

LO
.0
69

1.
84
9■

0.
10
4

1.
78
8±

01
08

2.
64
9」

L0
19
5

2.
86
6」

ヒ
0.
17
3

1.
84
7±

01
46

1.
68
6■

0.
11
4

1.
71
0±

00
81

1.
53
8±

01
76

1.
52
3■

01
93

0,
85
6±

0.
11
2

07
74
」

ヒ
01
79

0.
53
3」

ヒ
0.
03
0

0.
81
1=
L0
08
9

06
54
」

ヒ
00
85

1,
71
4■

01
95

12
04
」

ヒ
00
71

07
88
」

ヒ
01
08

0,
83
3」

LO
.0
58

09
12
=L
00
36

04
29
」

ヒ
0.
02
6

03
09
」

ヒ
00
83

0.
40
5」

L0
09
3

04
54
」

ヒ
00
36

0.
48
5」

LO
.0
39

03
98
」

LO
.0
28

04
85
」
L0
04
2

0.
42
1=
LO
.0
60

18
7
4±

01
06

04
19
=ヒ

00
48

0.
25
1=
LO
.0
25

01
81
±

00
22

0.
27
ユ

ニL
O.
06
4

02
44
」
L0
07
4

0.
14
8=
LO
.0
52

01
20
=L
00
44

0.
09
4」

ヒ
0.
02
2

01
35
=L
O.
03
5

01
18
±

00
25

0.
30
6=
LO
.0
55

01
44
=L
00
37

01
27
=ヒ

00
40

0.
19
2こ

LO
.0
32

02
02
=L
00
29

02
54
」

LO
.0
46

02
04
=ヒ

00
49

01
39
±

00
31

01
32
=L
00
36

0.
11
9±

0.
01
7

01
47
=L
00
23

00
99
=L
00
16

0.
26
5こ

LO
.0
44

02
47
=L
00
33

01
37
=L
O.
04
0

0.
12
4■

0,
03
9

01
33
±

0.
02
4

0.
02
5=
L0
00
2

00
24
=ヒ

00
02

0.
02
5=
LO
.0
02

00
26
=L
O.
00
2

0.
02
7こ

LO
.0
02

0.
02
6=
ヒ

0.
00
2

00
26
=L
O.
00
2

0.
02
4二

LO
,0
02

00
28
±

0.
00
2

0.
02
5±

0.
00
2

0,
01
8■

0,
01
1

0.
02
3」

L0
00
2

0.
34
0=
L0
00
6

03
37
=L
00
10

0 
33
3E
L 
0 
01
4

03
43
=ヒ

00
10

0.
35
3±

0.
01
1

03
45
」

壁
00
09

03
38
=L
O.
01
5

0,
33
3」

LO
,0
09

0.
35
7=
LO
,0
08

0.
33
5=
LO
.0
10

0.
33
1±

00
17

03
19
±

00
10

熊
本

県
国 関 　 柿 岳 坂 峠 峠 川 船 浜

轟 　 ケ 室 石 谷 瑯

小 南 　 大 冠 滝 箱 長 五 御 自

０ ０ ４ ３ １ ７ ４ ３ ８ ９ ８

３ ３ ４ ５ ２ ５ ８ ５ ４ ４ ７

0.
31
7」

L0
02

3
0.
26
1±

00
16

0.
25
8」

LO
.0

09

1.
53
4±

0,
13

9
02
61
■

0.
01

2
15
99
±

0.
10

7
07
91
■

0.
08

2
1.
66
8■

0.
16

5
14
71
±

01
36

1.
55
8±

0.
14

6
02
08
」
L0
02
1

0,
12
7」

ヒ
00
05

02
14
=L
00
07

0.
21
4=
ヒ
00
06

0.
66
5=
LO
.0
35

0.
21
1■

0,
00
8

0,
72
2■

0.
04
6

02
79
■

0.
00
9

0.
69
4」

LO
.0
36

06
02
=L
00
41

0.
65
1=
LO
.0
30

0.
10
1±

00
09

00
63
」
L0
00
7

0,
03
4」

LO
.0
03

0,
03
3」

ヒ
00
05

0,
07
5」

LO
.0
08

0.
03
2=
LO
.0
03

0.
08
5■

0.
01
1

00
45
=生

00
05

0.
08
0=
L0
01
0

00
78
■

00
11

0.
07
5■

0.
01
1

00
24
」
L0
00
6

1.
44
1」

L0
07
0

0.
78
8」

L0
03
3

0.
79
4」

ヒ
0.
07
8

4.
49
4」

LO
.4
60

0,
78
0」

ヒ
00
38

6.
20
5」

監
0.
30
5

12
08
=L
O.
02
3

49
77
■

05
87

48
38
」
L0
63
4

4.
57
1こ

LO
.5
72

13
82
=L
00
86

06
11
±

00
32

03
26
=L
O.
01
2

0.
32
9=
L0
01
7

0.
24
7=
L0
01
4

0,
32
4」

L0
01
1

0.
25
6=
ヒ
00
18

0.
27
9」

L0
01
8

0.
25
3」

L0
01
5

0.
25
2 

ΞL
 O
.0
16

0.
25
7 
EL
 O
,0
16

10
21
±

0.
09
9

07
03
=ヒ

00
44

02
78
こ

LO
.0
15

02
7
5=
L0
01
0

12
36
=L
O,
09
2

02
7
9=
L0
01
7

11
54
■

0.
05
5

08
11
■

00
46

13
35
±

0.
10
4

1.
28
8±

01
24

1.
25
2±

01
12

0.
35
1±

00
37

0.
09
7 

ΞL
 O
.0
17

0,
03
1■

0.
00
9

0.
03
3=
ヒ

0.
00
9

00
41
■

0.
01
2

00
37
=L
O.
00
6

00
47
±

0.
01
3

00
29
=L
00
14

0.
04
0=
L0
00
8

00
43
」
L0
01
3

0.
04
0=
L0
00
9

00
27
=L
00
22

0.
17
5=
LO
.2
33

0.
06
9=
LO
.0
12

0.
06
6=
生

0.
01
1

0,
09
0=
LO
.0
18

00
64
±

00
11

01
03
■

00
14

00
46
=L
00
12

0.
09
8」

LO
.0
16

01
01
±

00
14

0.
09
1±

0.
01
6

01
62
」
L0
02
7

0.
02
3」

ヒ
00
02

0.
02
1■

0.
00
2

00
20
」
L0
00
3

0,
03
0±

0.
00
3

0.
02
5」

ヒ
0,
00
2

0.
02
7±

0.
00
4

00
31
E生

0.
00
9

0.
03
1=
堂
00
03

00
27
=ヒ

00
03

0.
03
0=
LO
.0
04

00
22
=L
00
07

03
20
」

ヒ
00
07

0.
24
3」

LO
.0
08

02
43
」
L0
00
8

0.
29
2」

L0
01
0

0.
27
7」

ヒ
0,
00
9

0.
24
7 
EL
 O
,0
16

0.
36
6■

0.
03
3

02
95
=ヒ

00
12

02
65
=ヒ

00
20

0.
29
1■

00
10

03
17
=L
00
09

宮
崎

県
群 群 島

欄 繕 雑

ノ ヶ 霧

桑
，

イ ０ ア ６

0.
20
7」

LO
.0
15
  
0.
09
4」

L0
00
6

02
61
」

ヒ
00
15
  
00
94
」
L0
00
6

〕5
,1
58
±

1.
11
8 
5,
00
1■

0.
17
5

0.
07
0」

L0
00
9 
 1
.5
21
±

00
75

00
66
」

L0
01
0 
 1
74
3」

L0
09
5

0.
04
1=
LO
.0
02
 0
.0
38
 E
L 
O.
00
2

10
80
」
LO
.0
48
  
04
18
=L
00
20

12
42
三

生
0.
06
0 
 0
75
3」

L0
03
9

0.
00
9■

0,
00
4 
 0
.1
55
=L
O.
00
5

02
66
」
LO
.0
34
  
00
63
」
L0
02
4

02
05
」
L0
02
9 
 0
04
7」

L0
03
6

0.
03
5」

LO
.0
19
  
0.
00
0」

LO
.0
00

00
20
」

L0
00
3 
 0
31
4」

L0
01
1

00
22
」

L0
00
2 
 0
.3
23
」

LO
.0
19

0.
03
5三

LO
.0
19
 0
.4
46
=L
O.
02
2

鹿
児

島
県

平 群 群 群 東 木 鼻 場 水 谷

膨
第

一
雑 雑 　 女 牛 木 ケ

間 ク ク ク 日 五 上 平 竜 長

５ ５ つ を つ 与 イ ー ４ ８ ０

４ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ４ ３

01
86
±

00
10

02
47
」

ヒ
00
18

0.
58
4」

LO
.0
12

0.
26
2」

ヒ
00
18

0.
26
6」

L0
02
1

1.
62
9」

ヒ
00
98

1,
94
4」

L0
05
4

0.
53
3」

LO
.0
29

0.
55
3」

LO
.0
32

00
83
」
L0
00
5

01
06
」

ヒ
00
06

0.
17
6」

L0
00
5

01
43
=L
00
06

0,
14
0=
LO
.0
06

0.
80
4」

ヒ
00
37

0.
91
2」

LO
.0
28

0.
16
7」

L0
00
6

0,
13
7=
L0
00
6

00
47
=L
00
08

00
47
=ヒ

00
08

00
37
=L
00
07

00
22
」

ヒ
00
04

0.
01
9」

LO
.0
03

00
53
」

ヒ
00
06

0.
06
2」

LO
.0
05

00
61
±

00
13

0.
06
5」

L0
01
0

16
11
±

00
79

14
88
=ヒ

00
74

14
84
」
L0
09
7

11
78
±

00
40

1.
17
0■

0.
06
4

33
42
=ヒ

02
15

39
75
」

LO
.1
82

14
94
」

ヒ
0.
09
3

18
15
±

00
62

09
48
±

0.
05
5

07
68
1生

0.
03
4

04
49
二

LO
.0
31

0 
71
2E
L 
O.
02
8

0,
70
5」

壁
0,
02
7

01
88
±

0.
01
3

0.
18
4■

0.
01
1

06
11
■

0.
03
9

0.
64
4±

00
28

03
4
0」

ヒ
00
32

0.
42
8=
L0
04
9

0.
67
5」

LO
,0
49

0.
40
8」

L0
02
5

0,
40
5=
LO
.0
21

11
05
±

0.
05
6

1,
26
6=
LO
,0
49

0.
68
8=
ヒ

0.
05
2

0.
55
3=
LO
,0
29

02
81
±

00
31

02
35
」
L0
02
0

01
43
」
L0
02
3

01
00
±

00
18

0.
10
8■

0.
01
5

00
87
」
L0
00
9

0.
09
3」

LO
.0
10

01
27
」

ヒ
00
23

0.
14
6±

00
21

0 
04
1Ξ

L 
0 
03
2

00
39
=L
00
27

00
36
=L
00
22

00
29
=ヒ

00
13

0.
02
8」

ヒ
0.
01
3

00
22
=ヒ

00
09

0.
02
1±

0.
01
0

00
69
=L
00
22

00
66
=L
00
20

00
22
=L
00
08

00
24
こ
L0
00
8

00
23
」
L0
01
4

00
19
±

00
01

0.
01
9±

0.
00
1

00
36
=L
O.
00
2

0.
03
8」

LO
.0
03

00
03
」
L0
00
3

00
37
=L
00
03

03
58
」
L0
01
4

0.
37
8=
L0
01
3

03
90
」

ヒ
00
19

02
75
」
L0
00
6

02
75
」
L0
00
6

0.
39
1±

00
11

0.
40
8=
L0
01
0

04
94
±

00
11

05
24
」
L0
01
2

台
湾

台
東

山
脈

0.
51
0」

ヒ
0,
01

0 
 0
.1
98
」

L0
00
7 
 0
03
8」

ヒ
00
07
  
18
62
」

L0
07
9 
 0
35
3」

L0
01
9 
 0
51
9=
LO
.0
17
  
01
23
」

L0
01
2 
 0
02
4」

L0
01
7 
 0
02
9」

L0
00
7 
 0
40
7」

L0
01
0

ロ
シ

ア
カ

ム
チ

ャ
ッ

カ
0.
47
3■

0,
01
2 
 0
.1
66
=L
O.
00
7 
 0
,0
46
」

ヒ
0.
00
7 
 1
.5
72
」

LO
.0
59
  
01
99
」

LO
.0
11
  
0.
49
7=
LO
,0
16
  
0,
12
6」

LO
.0
11
  
0.
00
9」

LO
.0
14
  
00
39
」

LO
.0
10
  
04
60
」

LO
.0
30



原
  

産
 
 

地
原

石
群

名
分

析
個

数

元
  
  
 

素
  
  
 

比

Ca
/K
  
  
  
Ti
/K
  
  
 
 
�
ln
/Z
r 
  
  
Fe
/Z
r 
  
  
Rb
/Z
r 
  
  
Sr
/Z
r 
  
  
 Y
/Z
r 
  
  
 N
b/
Zr
  
  
  
A1
/K
  
  
  
Si
/K

北
海

道
HS
l遺

物
群

HS
2遺

物
群

FR
l遺

物
群

FR
2遺

物
群

FR
3遺

物
群

FR
4遺

物
群

FH
l遺

物
群

KT
l遺

物
群

KT
2遺

物
群

KS
l遺

物
群

KS
2遺

物
群

７ ０ １ ９ ７ ４ ２ ６ ８ ２ ２

６ ６ ５ ５ ３ ４ ３ ５ ３ ３ ６

0.
24
1±

00
21

0.
45
3±

0.
01
1

0.
64
3」

ヒ
0.
01
2

0.
53
5」

LO
.0
61

0.
38
0=
LO
.0
37

02
61
=L
O.
04
3

08
98
=L
O.
03
2

1.
10
3±

0.
05
0

0,
95
9」

LO
.0
27

02
75
」
L0
00

7
02
44
」
L0
01

1

0.
10
7」

ヒ
0.
00
5

0.
13
5」

ヒ
0,
00
8

0.
12
4」

ヒ
0.
00
8

0.
10
6=
LO
.0
12

0.
08
4±

0.
00
7

00
74
±

0,
01
0

0.
22
1=
ヒ

0.
00
7

0.
14
6=
L0
00
7

01
54
±

0.
00
5

01
07
=L
O.
00
5

0,
07
0」

ヒ
0.
00
4

0.
01
8=
LO
.0
06

0,
04
1■

0,
00
8

0.
05
2」

L0
00
7

0.
05
3」

LO
.0
09

0.
05
2」

ヒ
0,
00
9

0.
05
1±

0.
00
8

0.
05
4±

0.
00
6

0.
08
1こ

と
0,
00
8

0,
08
5=
LO
.0
10

0.
04
7=
LO
.0
10

0.
05
6=
LO
.0
13

1.
29
6=
L0
07
7

1,
76
5=
L0
07
5

25
47
±

01
43

25
45
=ヒ

01
38

2.
54
8」

LO
,1
45

2.
50
0±

0,
11
7

2.
54
0±

0,
10
1

2.
94
2」

LO
,1
33

2.
88
2」

LO
.0
92

1,
75
1±

0.
05
1

1.
74
9」

LO
.1
68

04
30
=L
O.
01
6

0 
44
8E
L 
O.
02
1

05
30
=L
O,
03
2

05
57
=L
O.
05
1

0.
58
6=
LO
.0
56

0.
63
9=
LO
.0
57

0.
42
6=
L0
01
8

0.
31
4=
ヒ

0.
05
3

0.
54
2」

LO
.0
28

0,
83
6=
LO
.0
38

1.
08
0」

L0
10
8

0.
15
3」

ヒ
00
09

0.
41
9■

0.
01
9

0,
68
9」

LO
,0
32

0.
68
5=
LO
.0
29

0.
68
1=
LO
.0
33

06
79
=L
O.
03
2

08
02
=L
O.
02
3

0,
77
5=
LO
,0
82

1.
11
1±

0.
04
0

04
68
=L
O.
02
1

04
24
±

0,
03
6

01
40
■

0.
01
5

01
30
■

0.
01
5

0。
15
6±

0.
01
5

0。
16
5±

0.
02
1

0.
16
4±

00
21

0.
15
5=
LO
.0
21

0.
10
9■

0.
01
3

0。
13
3±

0.
01
6

0.
10
7 

Ξ L
 O
.0
15

0.
18
0±

0.
01
9

0.
32
7■

0.
04
2

0.
00
8=
ヒ

0.
01
3

0.
01
5±

0.
01
9

00
04
±

00
08

00
16
=L
00
22

00
17
=L
00
23

0.
00
9」

LO
.0
17

0.
01
7±

0.
02
1

0.
01
9±

0.
02
1

0.
01
2±

00
16

0.
02
3」

LO
.0
28

0.
03
7=
ヒ

0,
03
1

0.
01
8±

0.
01
2

0.
03
4=
LO
.0
10

00
29
±

0.
01
1

00
27
=L
O.
00
9

00
23
=L
O.
00
6

0.
01
8=
LO
.0
08

0.
03
7=
LO
.0
03

0 
04
3i
L 
O.
00
7

0,
04
2±

0,
00
8

0.
02
5=
ヒ

0.
00
7

0.
02
3■

0.
01
1

0.
32
5」

L0
04
2

0.
50
0」

LO
.0
15

0.
40
7」

ヒ
0.
04
7

0,
37
3±

0.
04
3

0.
29
2±

0,
03
7

0.
25
8E
生

0.
03
6

0.
44
7■

0.
01
1

0.
51
6±

0,
01
5

0.
51
9■

0.
01
0

0.
34
5=
生

0.
01
0

0.
37
9=
LO
.0
11

秋
田

県
KN
遺

物
群

TB
遺

物
群

0.
35
1=
LO
.0
11
  
0,
12
1=
LO
.0
06

0.
25
2」

ヒ
0.
01
4 
 0
,1
13
」

L0
00
7

0.
05
3=
LO
.0
07
  
1.
58
1=
40
.0
71

01
24
」
L0
01
5 
 1
.8
05
」

LO
.0
88

0.
34
7」

L0
02
0 
 0
21
9」

ヒ
0.
01
4

0.
87
5」

ヒ
0.
05
6 
 0
.6
63
」

LO
.0
38

0.
21
6」

LO
,0
15
  
0.
05
4」

LO
.0
17

0.
27
2」

LO
.0
29
  
0.
08
3」

ヒ
0.
03
7

0.
02
9=
LO
.0
11
  
0.
47
5=
LO
.0
40

00
26
=L
O.
00
8 
0.
37
8 
EL
 O
.0
21

岩
手

県
群 群 群 群 群 群 群

物 物 物 物 物 物 物

遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺

Ａ
‐
ｌ

Ａ
‐
２

Ａ
‐
３

Ａ
‐
４

Ａ
・
５

Ｆ
Ｓ

Ｓ
Ｄ

41 61 61
12
2

12
2 45 48

2.
84
9」

LO
.0
73

27
52
=L
O.
06
2

43
06
=L
O.
10
0

2.
05
5=
ヒ

0.
07
7

37
87
=L
O.
10
8

17
91
±

0.
08
3

39
22
=L
O.
07
7

05
26

=ヒ
0.
01
7

0,
71

6±
0.
01
9

0,
90
9=
ヒ

0.
02
8

0.
53
1=
L0
03
0

08
92
=L
O.
02
6

0.
45
3■

0.
02
4

0。
90
6」

LO
.0
26

0.
25
1■

0,
01
3

0,
24
2■

0.
01
1

0.
24
8=
LO
.0
12

0.
17
7=
LO
.0
10

0.
24
1■

0.
01
2

0.
20
7=
LO
.0
18

0.
24
6=
ヒ
00
13

0.
00
9」

ヒ
0,
01
2

0.
00
8±

0,
01
4

0.
01
4±

00
16

0,
01
1■

0,
01
3

0.
00
6」

ヒ
0.
01
2

0.
02
9」

LO
,0
27

0.
00
8=
L0
01
7

1.
51
9」

L0
02
6

3.
14
1■

0.
07
4

0。
95
0」

ヒ
0.
01
3

1.
85
0」

LO
,0
59

3.
16
7」

ヒ
0.
09
2

0.
27
2」

LO
.0
90

2.
90
0」

LO
.0
50

0.
27
7」

ヒ
0,
01
0

0.
55
2」

LO
.0
21

0.
21
5」

LO
,0
04

0.
47
4±

00
25

0.
69
6」

ヒ
0.
02
7

0.
09
7」

LO
,0
29

0.
74
1±

0.
01
6

0.
07
8」

LO
.0
06

0.
08
0」

ヒ
00
08

01
17
±

00
09

0 
06
7E
L 
O.
00
7

0.
10
1±

0.
00
9

0,
05
3」

ヒ
0.
00
7

0.
11
8±

00
10

0.
16
7±

0,
01
0

0,
09
4」

L0
00
9

0.
11
4■

0.
00
8

0.
08
3」

LO
.0
06

0.
11
4±

00
10

0.
32
7=
ヒ

0.
01
9

0.
11
7±

0.
01
2

0.
05
8=
LO
.0
17

00
83
=ヒ

0.
02
9

00
28
=L
O.
00
6

0.
06
4 
EL
 O
.0
25

0.
09
1=
ヒ

0.
02
0

00
17
±

0.
01
1

00
83
=L
O.
01
3

0.
92
9■

0.
02
4

1.
35
3=
LO
,0
49

0,
36
0=
LO
,0
09

1.
06
1■

0.
10
5

1.
23
4」

LO
.0
52

0.
33
9■

0.
01
1

1.
19
5±

0.
02
9

長
野

県
NK
遺

物
群

0.
56
6」

LO
.0
19
  
01
63
」

ヒ
0,
00
7 
 0
.0
86
」

LO
.0
11
  
1.
82
2」

LO
.0
84
  
04
67
」

LO
.0
31
  
1.
69
1」

L0
06
4 
 0
10
2」

LO
.0
21
  
0.
04
1」

LO
,0
28
  
0.
03
8」

LO
.0
03
  
0.
50
0」

LO
.0
14

山
口

県
YM
遺

物
群

NM
遺

物
群

MK
-1
遺

物
群

MK
-2
遺

物
群

６ ０ ８ ８

５ ４ ４ ４

03
81
■

0,
01
6 
 0
,1
38
」

LO
.0
05
  
0
.0
38
」
LO
.0
12

0.
33
0」

ヒ
0.
01
0 
 0
.1
03
」

LO
.0
03
  
00
42
」

ヒ
0.
01
2

0.
08
7」

LO
.0
08
  
0.
05
9」

L0
00
2 
 0
01
0」

LO
,0
03

0.
25
8」

ヒ
0.
01
0 
 0
,0
26
」

LO
.0
02
  
0,
05
5」

ヒ
0.
01
3

1.
61
1=
LO
,1
02
 0
72
1=
L0
03
9

1.
75
1±

0.
08
3 
 1
.0
48
」

LO
.0
57

0.
67
7」

LO
,0
23
  
0.
37
0」

ヒ
0.
09
7

1,
74
5=
LO
.1
21
  
1.
14
9=
LO
,0
92

0.
49
7=
LO
.0
26
  
0.
12
8」

ヒ
0,
02
2

0.
51
8三

ヒ
0,
03
4 
 0
.1
96
」

LO
.0
37

0.
00
6=
LO
.0
02
 0
.1
25
=L
O.
01
2

02
97
=L
O.
02
9 
02
02
=L
O,
03
7

0.
04
7」

LO
.0
16
  
0.
02
3」

LO
.0
03
  
0.
33
1±

00
13

0,
05
8」

LO
.0
18
  
00
22
」

LO
.0
03
  
0.
32
6」

LO
,0
11

0.
29
2=
L0
01
0 
00
22
=L
O.
00
2 
0,
38
7=
LO
,0
10

0,
17
7」

ヒ
0,
02
2 
 0
.0
21
■

0.
00
2 
 0
.2
68
」

LO
.0
07

青
森

県
HY
遺

物
群

SN
l遺

物
群

SN
2遺

物
群

0.
23
8」

LO
.0
11
  
0.
13
1■

0.
00
6 
 0
.0
48
」

L0
00
8

0.
28
7」

生
00
06
  
00
87
」

LO
.0
04
  
0.
03
3」

ヒ
0.
00
5

0.
20
9」

ヒ
0.
00
6 
 0
11
6」

LO
.0
06
  
0.
07
6」

LO
.0
08

16
36
」

LO
,0
66
  
0.
41
8」

LO
.0
28

1.
59
7=
LO
.0
37
 0
.2
44
と

LO
.0
11

1,
57
1こ

LO
.0
82
 0
,7
16
=L
O.
03
5

1.
44
1±

0.
01
5 
 0
.4
82
」

LO
.0
24

0.
25
8」

L0
01
1 
 0
28
1±

00
12

0.
29
2」

LO
.0
17
  
0.
26
4」

L0
02
9

00
29
」

ヒ
0.
02
8 
 0
02
0」

L0
01
5 
 0
,4
81
■

0.
06
8

00
09
=L
O.
01
2 
0.
02
1 
1L
 O
.0
06
 0
.3
29
=L
O.
00
6

00
28
」

ヒ
0.
03
0 
 0
.0
23
」

L0
00
9 
 0
.3
83
」

LO
.0
15

鹿
児

島
県

K1
1遺

物
群

K1
2遺

物
群

UT
遺

物
群

SG
遺

物
群

OK
遺

物
群

５ ６ ６ ８ ２

４ ４ ４ ４ ３

03
83
」
L0
01

2 
 0
10
1±

0,
00
5

04
02
EL
00
15
 0
.1
46
=L
O.
00
8

0,
29
7 
EL
 O
.0
13
 0
.1
07
=L
O.
00
5

1.
66
8」

LO
.0
34
  
0,
77
8」

LO
.0
38

1.
37
1」

L0
07
4 
 0
68
7」

LO
.0
25

0,
06
1」

LO
.0
24
  
1,
91
3」

LO
.1
58
  
0.
98
5」

ヒ
0.
05
7

0.
06
0」

LO
.0
17
  
1.
52
9」

L0
14
8 
 0
72
9」

LO
.0
52

0.
05
3」

LO
.0
10
  
1.
63
8」

L0
10
4 
 1
01
2」

LO
,0
56

0.
08
2=
LO
.0
10
 4
.1
06
=ヒ

0.
22
2 
0.
20
2=
LO
.0
14

0.
06
1=
LO
,0
08
 3
.1
09
=L
01
61
  
02
02
=ヒ

0.
01
2

0.
52

7」
L0
03
8 
 0
.1
97
」

ヒ
0.
03
0

0.
56
5」

ヒ
00
38
  
0.
13
7」

LO
.0
24

0,
73
6」

LO
.0
39
  
0.
16
8」

LO
.0
27

0.
69
9」

LO
,0
25
  
0.
13
3」

L0
01
3

0.
57
9」

L0
02
7 
 0
12
2」

LO
.0
14

0.
07
9」

LO
.0
28
  
0.
02
8」

LO
.0
02
  
0.
40
9」

LO
.0
09

0.
08
3」

LO
.0
26
  
0,
02
9」

L0
00
3 
 0
44
3」

L0
02
2

00
34
」

LO
.0
28
  
0.
02
4」

L0
01
1 
 0
39
0」

LO
.0
14

00
15
」

LO
.0
19
  
0.
02
7」

ヒ
0.
02
1 
 0
.5
53
」

LO
.0
33

0.
00
9=
LO
.0
14
 0
.0
27
=L
O.
01
8 
05
18
=L
00
21

北
朝

鮮
会

寧
城

外
遺

跡
遺

物
群

0.
13
5」

ヒ
0.
01

2 
 0
.0
62
」

LO
,0
06
  
0.
01
7」

LO
.0
03
  
1.
11
8」

ヒ
0.
05
1 
 0
.5
85
」

LO
.0
36
  
0.
06
8」

LO
.0
19
  
0.
15
0」

L0
02
2 
 0
37
2」

LO
.0
35
  
0,
02
5」

ヒ
0.
00
4 
 0
.3
19
」

ヒ
0.
01
2

ロ
シ

ア
イ

リ
ス

タ
ヤ

遺
跡

遺
物

群
26

18
.8
88
」

L2
.1
00
 6
.0
88
」

LO
,8
68
  
02
93
」

L0
03
2 
27
.9
63
」

L2
.6
08
 0
.0
55
」

LO
.0
17
  
2.
71
6二

LO
.1
62
  
0,
16
3」

L0
01
9 
 0
,0
36
」

ヒ
0,
03
0 
 0
.1
73
」

ヒ
0.
02
9 
 1
.6
74
」

LO
.2
40

標
準

試
料

」
G-
ln

12
7

0,
75
5」

LO
.0
10

  
0.
20
2」

生
0.
00
5 
 0
.0
76
」

LO
,0
11
  
37
59
」

LO
.1
11
  
0,
99
8」

ヒ
0.
03
6 
 1
.3
31
■

0,
04
6 
 0
.2
51
■

0.
02
7 
 0
10
5」

L0
01
7 
 0
.0
28
」

ヒ
0.
00
2 
 0
.3
42
」

ヒ
0.
00
4

― ― 釦 釧 ― ―

HS
2群

=置
戸

・
置
戸

山
群

に
一
致
、
FR
2群

=ケ
シ

ョ
マ

ッ
プ
第
一
群

に
一
致

平
均

値
士
標

準
偏
差

値
、
*:
ガ

ラ
ス
質
安

山
岩
 N
K遺

物
群

:中
ッ
原
遺
跡

、
HY
遺

物
群

:日
和

山
遺
跡

、
SN
遺

物
群

:三
内
丸

山
遺
跡

出
土

、
KN
遺

物
群

:此
掛

沢
遺

跡
、
口
S遺

物
群

:北
進

遺
跡

、
KI
遺

物
群

:桐
木
遺

跡
、
UT
遺

物
群

:内
屋

敷
遺

跡
、

AI
遺

物
群

:相
ノ
沢
遺

跡
、
FS
遺

物
群

:房
ノ
沢

遺
跡

、
SD
遺

物
群

:下
舘
銅

屋
遺

跡
、
FR
遺

物
群

:東
麓
郷

1,
 2
遺

跡
、
FH
遺

物
群

:東
9線

8遺
跡

、
KT
遺

物
群

:北
区

1遺
跡

、
KS
遺

物
群

:キ
ウ
ス

4遺
跡
A地

区
、
SG
遺

物
群

:志
風

頭
遺
跡

、
OK
遺

物
群

:奥
名

野
遺

跡
、
TB
遺

物
群

:戸
平

川
遺
跡

、
NM
遺

物
群

:長
桝

遺
跡

、
MK
遺

物
群

:南
方
遺

跡
、
YM
遺

物
群

:南
方
、
藤

尾
、
岩

上
遺

跡
な

ど
出
土

遺
物

の
産
地
不

明
の
原
石
群

。
a〉
An
do
,A
,K
ur
as
aw
a,
H,
Oh
mo
ri
,T
&T
ak
ed
a,
E(
19
74
)1
97
4 
co
mp
il
at
io
n 
of
 d
at
a 
on
 t
he
 G
J
S 
ge
oC
he
mi
ca
l 
re
fe
re
nc
e 
sa
mp
le
s 
JG
■

gr
an
od
io
it
e 
an
d 
JB
■

ba
sa
lt
 G
eo
ch
em
ic
al
 J
ou
rn
al
 V
o1
8,
17
5‐

19
2



表 7 的野遺跡出土黒耀石製石器の元素比分析結果

析

号

分

番

属

位

死     素    比

Ca/K  Ti/K よ江n/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K  Si/K

68729

68730

68731

68732

68733

68734

73652

73653

73654

73655

73656

73657

73658

73659

73660

73661

73662

73663

73664

73665

73666

73667

73668

73669

73670

73671

４

４

４

４

５ａ

５ａ

４

４

４

５ａ

５ａ

５ａ

５ａ

５ａ

５ｂ

５ｂ

５ｂ

５ａ

５ｂ

５ｂ

５ｂ

５ｂ

５ｂ

５ｂ

６ｂ

．

0.253  0,137

0.270 0。 133

0.249  0.133

0.269 0.148

0.234 0.131

0。 256  0.133

0.255  0.133

0.339 0.081

0。 147  0.066

0.206 0.043

0.347 0.080

0,241  0.047

0,335  0.079

0,350 0.083

0.158  0,095

0.331  0.074

0.230 0.047

0,353  0,082

0.359  0.084

0.340 0.077

0.333  0.082

0.322 0.073

0.332  0.075

0.350 0.078

0.241  0.054

0.358 0.084

0.026  1.162  0.700

0.035  1.211  0.703

0.031  1.149  0.690

0.019  1.151  0.693

0.030  1.281  0.757

0.019  1.270  0。 738

0.020  1.130 0.683

0.037  1.626 0.528

0.077  1.689  1.161

0.604 7.620  1.904

0.040  1.657 0.530

0.313  5。 329  1.476

0.042  1.870  0.553

0,026  1.662 0.556

0.020  1。 192  0.654

0.048  1.813  0.534

0.508 8.390  2.395

0.048  1.903  0.553

0.043  1.791  0,533

0.035  1.749  0.538

0.047  1.974 0.526

0.029  1.700 0.666

0.040  1.802  0.532

0.032  1.650 0.510

0.338  5。 918  1.573

0.044  1,719  0.548

0。407 0.111

0.400  0.118

0.416 0。 128

0.367 0.123

0.389  0.120

0.377  0.127

0.393  0.169

0.501  0.074

0.446  0.318

1.621  0.275

0.471 0。 112

1.276  0.178

0,498 0.094

0。 506  0.066

0,342  0。 114

0.492  0.068

1。 963  0.291

0.498 0.072

0,486  0.093

0.513  0.068

0.486 0.095

0.486  0.100

0.504 0.093

0.472 0.l13

1.439  0.285

0.510 0.129

0.068  0.021  0.293

0.045  0.022  0.304

0.037  0.026 0.303

0.050  0.023  0.295

0,048 0.022  0.298

0.041  0.023  0.314

0.058  0.017 0.288

0。 125  0.028  0.338

0.077 0.019  0.293

0.524 0.029 0.404
0。 109  0.027  0.387

0.422  0.026 0.383

0.134 0.027 0.357

0.137  0.024 0.361

0.052 0.018 0,261

0.106  0.025 0,372

0.727  0.031  0,379

0。 101  0.025  0.374

0.132  0.024 0。 353

0.103  0.026  0,359

0.137  0,027  0.357

0.083  0,024 0,342

0.137 0.022  0.334

0,125  0.025 0.328

0.671  0.029  0.361

0.116  0,026 0.339

」G-1 0,786 0,211  0,075  3.942  0.973  1.260 0.332  0.063  0.025  0.320

」G-1:標準試料―Ando,A,,Kurasawa,H,Ohmori,T.&
reference samples」 G-l granodiorite and JB-1

Takeda,E. 1974 compllation of data on the G」 S geoChemical

basalt Geochernical」 ournal,Vol.8 175-192(1974)
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表 8 的野遺跡出上の黒耀石製遺物の原材産地推定結果

遺物

番号

析

号

分

番

属

位

資料

番号

原石産地 (確率) 判 定

68729 4 1 五女木 (15%)、 日東 (8%) 日東

68730 4 2559 日東 (4%)、 五女木 (1%) 日東

68731 4 2558 日東 (6%)、 五女木 (4%) 日東

68732 4 9 日東 (38%)、 五女木 (24%) 日東

68733 5a 120 日束 (4%)、 五女木 (2%) 日東

68734 5a 122 日東 (18%)、 五女木 (18%)、 白浜 (2%) 日東

73652 4 2557 日東 (2%)、 五女木 (2%) 日東

73653 4 16 淀姫 (50%)、 松浦第4群 (49%)、 中町第2群 (53%)、 古里第3群 (26%) 淀姫

73654 4 42 桑ノ木津留第1群 (0.1%)【桑ノ木津留(28%)、 キウス第2遺物群(12%)】 桑ノ木津留

73655 5a 101 両瀬第1群 (6%)、 観音崎 (3%) 姫島

73656 5a Ｏ
υ

＾
υ 淀姫 (86%)、 中町第2群 (52%)、 松浦第4群 (37%)、 古里第3群 (34%) 淀 姫

73657 5a 114 観音崎 (39%)、 両瀬第1群 (9%) 姫島

73658 5a 2560 淀姫 (86%)、 古里第3群 (28%)、 中町第2群 (24%)、 松浦第4群 (4%) 淀姫

73659 5a ９

μ 淀姫 (20%)、 松浦第4群 (21%)、 中町第2群 (31%)、 古里第3群 (17%) 淀 姫

73660 5b 235 【日東(11%)】 日東

73661 5a 260 淀姫 (67%)、 松浦第4群 (41%)、 古里第3群 (27%)、 中町第2群 (18%) 淀姫

73662 5b 291 両瀬第1群 (21%)、 観音崎 (10%) 姫島

73663 5a 809 古里第3群 (28%)、 淀姫 (1%)、 中町第2群 (15%) 淀姫

ワ
ｒ

７
Ｊ 73664 5b 1037 淀姫 (50%)、 中町第2群 (24%)、 古里第3群 (12%) 淀姫

73665 5b 1075 淀姫 (77%)、 松浦第4群 (75%)、 古里第3群 (39%)、 中町第2群 (33%) 淀姫

73666 5b 1614 淀姫 (5%)、 古里第3群 (11%)、 中町第2群 (5%) 淀姫

73667 5b 1753 中町第2群 (82%)、 古里第3群 (62%)、 松浦第4群 (8%) 中町

73668 5b 1941 淀姫 (79%)、 松浦第4群 (37%)、 古里第3群 (20%)、 中町第2群 (18%) 淀姫

73669 5b つ
υ

∩
）

（
）

９

留 淀姫 (74%)、 松浦第4群 (22%)、 中町第2群 (19%)、 古里第3群 (13%) 淀姫

73670 5a 2447 両瀬第1群 (12%)、 観音崎 (8%) 姫 島

73671 淀姫 (64%)、 中町第2群 (65%)、 古里第3群 (21%)、 松浦第4群 (10%) 淀姫

注意 :近年産地分析を行 う所が多 くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告される場合があ ります。本報告で

は日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法 (土器

様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係 (相互

チェックなし)あ りません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料と

する場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

〔日東 (11%)〕 :〔  】で示された推定確率は風化層の影響を受けやすい軽元素 (Ca/K、 TンK)の軽元素比を抜いて

判定を行った結果で、195個 の原石群の中で0.1%以上の確率で判定された原石産地を記 した。
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第 2節 的野遺跡における蛍光X線分析

株式会社古環境研究所

1 試料

試料は、的野遺跡の 3号土娠から検出された赤色土と5a層 から出土した石器 (磨石)の 2点である。石

器には赤色顔料が付着しており、顔料の錬成に用いられた磨石と考えられている。ここでは、赤色顔料の

構成元素から顔料の種類を同定する目的で蛍光X線分析を行った。測定は、参考資料として 3号土壊内の

白色土と石器の顔料の付着が少ない部分の 2箇所についても行った。

2 分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日 本電子14n製、」SX3201)を 用いて、元素の同定およびファン

ダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる定量分析を行った。以下に分析の手順を示す。

1)絶乾後、分析装置の固定試料ステージに固定

2)測定時間300秒、照射径20mm、 電圧30keV、 試料室内真空の条件で測定

X線発生部の管球はロジウム (Rh)タ ーゲット、ベリリウム (Be)窓、X線検出器はSi(Li)半導体

検出器である。

3 分析結果

各元素の定量分析結果 (wt%)を、表 9に示す。

4 考察

赤色顔料としては、一般的に水銀朱 (硫化水銀 :HgS)、 ベンガラ (酸化鉄 :Fe2°
3な ど)、 鉛丹 (酸化

鉛 :Pb3° 4)が知られている (市毛、1998、 本田、1995)。

分析の結果、赤色上の赤色部では、Hg(水銀)お よびS(イ オウ)の明瞭なピークが認められた。HgO

の含量は13.7%と 高い値であり、比較試料として測定を行った褐色部の3.6%よ りも明らかに高い値となっ

ている。Fe2° 3(鉄)の含量も16.7%と 比較的高い値であるが、褐色部でも12.7%と 比較的高い値であり、

土そのものに含まれている成分の影響が大きいと考えられる。なお、鉛 (Pb)|ま まったく認められなか

った。石器 (磨石)の赤色顔料付着部分では、Fe(鉄)の明瞭なピークが認められ、Hg(水銀)や Pb

(鉛)は検出されなかった。赤色顔料付着部分におけるFe2° 3の含量は16.4%であり、顔料の付着が少な

い部分の12.9%と 比較して明らかに高い値である。また、赤色顔料付着部分では顕微鏡観察でベンガラに

含まれるパイプ状粒子が確認された。

以上の結果から、赤色上の赤色顔料の主成分は水銀朱 (HgS)と 考えられる。水銀朱は、天然鉱石の辰

砂を石臼などで潰して作られていたと考えられている。石器 (磨石)に付着した赤色顔料はベンガラと考

えられる。パイプ状粒子を含むパイプ状ベンガラ (大久保,2000)は 、沼沢地などに生育する鉄バクテリ

アの生産物 (パイプ状の鞘細胞)を焼成したものとされ、南九州では一般的なものである。

参考文献

市毛 勲 (1998)新版朱の考古学.考古学選書.雄山閣出版,p.42-48。

大久保浩二 (2000)鹿児島県出土の赤色顔料一日本最古の赤彩土器をはじめとして。人類史研究12,p.163-169.

本田光子 (1995)古墳時代の赤色顔料。考古学と自然科学。31・ 32,p.63-79.

―-58-―



表 9 高岡町、的野遺跡における蛍光 X線分析結果

単位 :wt(%)

地点・試料

原子No.化 学式

3号土娠

赤色部  褐色部 白色部  褐色部

ll

12

13

14

15

16

19

20

22

23

25

26

37

38

40

80

Na20

A/1gO

A1203

Si02

P205

S03

K20

CaO
Ti02

V205

�lnO

Fe203

Rb20

SrO

Zr02

HgO

0.64

1.24

22.06

53.65

0,79

0.39

2.31

0。 89

1.32

0.03

0。 24

12.65

0.0

0.04

0.09

3.62

0.57

0。 81

19。 41

41.84

0,60

0.83

1,97

1.17

1.67

0.01

0.41

16.67

0.06

0.06

0.27

13.65

0.59

1.25

23.57

58.31

0。 69

0.05

2,06

0。99

1.14

0,02

0.46

10,75

0.02

0,03

0.05

0.79

1.ll

23.08

54.49

0,61

0.09

2.07

1.05

1.54

0.05

0.66

14。30

0.02

0.04

0.08

(遺物番号86、 5a層 )

地点 。試料

原子No.化 学式

石器

赤色付着部 褐色部

11

12

13

14

15

16

19

20

22

23

25

26

38

40

Na20

A/1gO

A1203

Si02

P205

S03

K20

CaO
Ti02

V205

�lnO

Fe203

SrO

Zr02

1.47

1.91

21.38

49.72

0.52

0。23

2.93

3.96

1.06

0.07

0。 28

16.35

0.08

0.05

1.57

2.77

21.18

52.47

0.54

0.20

2.99

3.75

1.20

0.07

0.27

12.91

0.05

0.04



第Ⅳ章 まとめ

第 1節 縄文時代

ここでは縄文土器の主体をしめる5a・ 5b層出土の後期土器について述べる。縄文後期土器には、残念

ながら器形全像が↓巴握できる資料はなかった。しかし、口縁部および胴部の文様帯で分類 し、いくつかの

特徴を抽出することができた。Ⅲ類土器とした口縁部に連続刺突文を巡らし胴部にかけて凹線文を施す一

群は、西九州の阿高系の影響下の上器であり後述の上器群にやや先行する。Ⅳ類土器は口縁部に短沈線や

連続刺突文を巡らし下方に沈線文を施す。V類の口縁部・胴部ともに連続刺突を施すものやⅥ類の口縁無

文帯下の 2平行沈線間充填するものは、綾町尾立遺跡註1)で も出上し綾 B式 といわれる土器群である。14

の同心円上に貝殻腹縁刺突を充填する土器は尾立遺跡の胴部に渦巻状に貝殻腹縁刺突を充填するものと雰

囲気が似る。貝殻腹縁刺突を充填するものの他にヘラ状工具や竹管文、凹点支などを施すことも共通 して

いる。Ⅶ類土器は小片のため下方に沈線文等が続くかどうかは不明である。Ⅷ類の沈線文土器群について

は、曲線的なものと直線的なもの両者が折哀しているものがある。沈線の雰囲気も異なり35～39の 口唇部

に刻目を有する土器は浅い沈線が多い。X類の特殊な文様の上器は他遺跡の当該期資料にもみられ、45。

46はその中に含まれてもおかしくない。しかし、44の貝殻条痕の地文に 2条の垂下隆帯を貼付する土器に

ついては当該期に類例がなく他時期の可能性がある。これらの上器を除き、的野遺跡出上のⅢ類～X類土

器は、岩崎上層式、綾式といった中期末葉から後期初頭にかけてのまとまった資料といえる。

冒頭でも触れたが、的野遺跡出土資料は小片がほどんどであるため、全外的な文様構成については不明

である。その上で的野遺跡出土土器を他遺跡と比較する。的野Ⅲ～Ⅵ類の沈線 。凹線文十連続刺突文など

で文様構成される土器群と概念的に類似した文様構成を示す一括性のある資料として、鹿児島県志布志町

中原遺跡註2)の 上器群がある。口縁刺突 +凹線文の的野Ⅲ類土器は中原ⅡA類、口縁刺突・短沈線十沈線

文の的野Ⅳ類土器は中原Ⅲ類にそれぞれ対比できる。的野V・ Ⅵ類の沈線間に貝殻刺突などを充填する土

器は中原ⅣB類の擬似縄文土器と似る。しかし、中原遺跡で多く出上している磨消縄文土器が皆無であ

り、15の撚糸文を充填する土器が 1点のみある。鹿児島県末吉町宮之迫遺跡註3)と 比べると的野遺跡は刺突

具に貝殻腹縁を用いる割合が大きい。綾町尾立遺跡の上器群とは文様組成が似ている。的野遺跡出土土器

について以上のような特徴が把握できた。その他宮崎県下での類例として木城町石河内本村遺跡註4)、 清

武町竹ノ内遺跡計5)、 高岡町橋山第 1遺跡証6)出 土土器がある。しかし、資料が少ない或いは時期幅が広い

など単一資料として扱うことは難しい。東南九州において、磨消縄文西漸の影響は受けているが、具体的

な受容形態については解明されていない。県内での後期初頭土器の文様組成が把握できる一括資料が望ま

れる。

註 1 田中熊雄 1962「綾町尾立遺跡の研究 (1)(2)」 『宮崎大学学芸学部紀要』13・ 14

2 新東晃- 1985F中 原遺跡』志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書 9

3 長野真一・井之上秀文 1981『宮之迫遺跡』末吉町文化財調査報告書 2

4 白岩修 2000『石河内本村遺跡』木城町文化財調査報告書 6

5 高山富雄・山田洋一郎 2000『竹ノ内遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書27

6 島田正浩 1996『橋山第 1遺跡 (A・ B地区)』 宮崎県高岡町埋蔵文化財調査報告書 9
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第 2節 弥生時代

1 遺構について

的野遺跡では 3基の二段堀土娠墓とともに溝状遺構 3条が検出された。特に 1号溝は高郭等が比較的良

好な残存状態で出土している。また、包含層からの出土弥生土器も高郭や免田式壷、丹塗 りの上器を含ん

でいて供献的色合いが強いことから溝状遺構については土媛墓に伴う周溝の一部の可能性が強い。今回の

調査範囲では周溝と土娠墓はセット関係ではないが、短期間の中の切 り合いとして認識できる。的野遺跡

の平坦地が弥生時代後期後半を中心に一定の期間墓地として利用されていたことが判明した。宮崎県下に

おいて同時期の二段堀土娠墓を有する遺跡として川南町川床遺跡、野尻町大萩遺跡などがある証1)。

註 1 1989F宮 崎県史 資料編 考古 1』

2 弥生土器 について

ここでは土器の年代観について述べる。今回の出土資料のなかで、一括性をもつものは 1号溝の高必を

中心とする土器群である。これらは、郭口縁部が底部との境に稜を成して外反する特徴を捉えると、弥生

時代後期のなかでも後半以降、石川悦雄氏の編年註1)に おけるV期以降の所産と考えられる。これらと同

タイプの高郭は、下那珂貝塚註2)、 熊野原遺跡B地区SA5・ 7・ 12・ 14出土資料註3)な どでみられる。こ

の時期には、郭部底部が上方へ立ち上り、器高が深いタイプ註4)も みられるが、これ以降、共に口縁部が

外反し延びる様相をみせる。 1号溝出上の高郭は、口縁部が著しく発達する直前の段階であり、後期後半

の中でも終末に近い時期に位置付けられよう。同じ1号溝出上の96の壷も、最大径が中位付近にあり、底

部が乳房状に近い形態を呈することから、ほぼ同じ時期を想定できる。その他の遺物についても若千触れ

ておく。1201ま 甕の肩部に刺突文を施したもので、これは下城式奏の刻目を施した貼付突帯が退化したも

ので、七又木地区銀代ケ迫遺跡註5)で も類例がある。これらは、凹線状のナデを施すもの、鋤先状口縁を

呈する資料と共伴関係にある。このことから、111・ 127・ 128。 144の壺、103の 高郭などは後期後半を下る

ことはなく、後期でも中葉を中心とした年代が与えられる。115を はじめとする重孤文を施した壷は、い

わゆる「免田系」の壷である。宮崎県下では、中岡遺跡12・ 13区下層出土資料註6)、 下郷遺跡註7)な どでみら

れ、口唇部に凹線状のナデを施すものと共伴関係にある。これらは後期前半から中葉を中心とした時期を

想定できる。新しい時期に位置付けられるものとして、134・ 138の丸底に近い形態の壺、123の底部が乳

房状を呈する鉢などがあげられ、後期終末まで下る資料と思われる。最も形態的な変化を示す奏は、今回

の出土資料の中では比較的少なく、底部片のみに偏るが、脚状を呈するものはほぼみられず、後期中葉か

ら後半にかけてのものと思われる。全合的には、後期中葉から後期後半を中心とした資料といえる。

註 1 石川悦雄 「宮崎平野における弥生土器編年試案一素描 (MkⅡ )」 『宮崎考古』第9号

2 1988『下那珂貝塚』埋蔵文化財調査研究報告Ⅱ宮崎県総合博物館

3 1988「熊野原遺跡A・ B地区」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第4集宮崎県教育委員会

4 熊野原遺跡A・ B地区SA5、 宮崎市石ノ迫遺跡 8号竪穴状遺構出土資料など多数みられる。

5 1992『七又木地区遺跡人幡上遺跡・七又木遺弥・銀代ヶ迫遺跡』新富町文化財調査報告書第13集新富町教育

委員会

6 1984F宮崎市遺跡等詳細分布調査報告書 I〔江南 。大淀川西部地区〕』宮崎市教育委員会

7 1999『下郷遺跡』宮崎市文化財調査報告書第41集宮崎市教育委員会
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第 3節 古代

古代の出土遺物は、土師器、黒色土器、布痕土器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、中国陶磁 (越州窯系 )

から成 り南九州の集落遺跡としては一般的な出土状態である註1)。 これらの出土遺物の傾向を次に列記した。

1土師器では、底面に低 く段を残 した状態の杯が多 くみられ、底部径5cm前後の小ぶ りのものが目立つ。

2土師器の高台付椀の多 くは底面に放射状の指頭調整痕註2)(ヶズリ)を施すものである。

3土師器や黒色土器において皿 (高台付)形態のものがない。

4須恵器において供膳形態の杯・椀類がほとんどない。

5緑釉陶器、灰釉陶器、越州窯系青磁椀註3)が出土している。

1については、器形においては器高が高 く (底部の状態、胎土、色調 も含めて)蕨野遺跡註4)出 土資料

と類似 してお り、古い要素を持っている。ただ、蕨野遺跡では底部径 5 cm前後の小ぶ りのものはないので、

同じ工人集団の流れを汲むものであろうと推測する。また、円盤状高台を持つ杯については、この遺跡の

ものは外見は似ているが器壁が薄 く、典型的な円盤状高台のものは出上していない。10世紀前半で消滅す

るようである註5)が出現期ははっきりしていない。前原南遺跡註6)で は出土してお り、越州窯系青磁椀 との

関係を考えるならば 9世紀中頃よりも古 くなることはなかろう。大学府でも薩摩からの搬入品として9世

紀後半に位置付けている註7)。 2については、小山尻東遺跡註3)、 市位遺跡註9)、 余 り田遺跡註10、 蕨野遺跡、

大島畠田遺跡註Dな どで出土しているが、その中心は宮崎平野にあるようである。時期的には 9世紀後半

から10世紀前半代としているが、詳細な時期は明確ではない。 3については、蕨野遺跡や余 り田遺跡以外

ではほとんど出土していない。高台付皿は、10世紀代の遺跡からは出土していないので、 9世紀代後半に

は消滅するものと思われる。 4については、須恵器の供膳形態である杯・椀類は、量的には少ないが平畑

遺跡註の (10世紀前半代)で も残っている。 5については、K90窯期 (9世紀後半)の灰釉陶器大椀誼0が

出土してお り、同時期の京都産の緑釉陶器皿や越州窯系青磁椀 も出土している。

以上のようなことから時期的には、土師器杯の形態から9世紀代に収まるものと思われる。

この遺跡では、住居跡の検出はなかったが、器種構成から集落遺跡と推定される。集落遺跡については、

9世紀代になってからの遺跡の立地が多様化する註10。 確かに宮崎においてもそういう傾向が見 られ、こ

の遺跡においてもその一つとして位置付けられようが、この時期は不明な点が多いのが現状である。

註 1 岡本武憲 1995「各地の土器様相 九州南部」『概説 中世の土器・陶磁器』日本中世土器研究会

2 小田富士雄 1985「西ノ原遺跡の土器とその位置」『西ノ原地区遺跡』宮崎市教育委員会

3 小野正敏氏からのご教授による。

4 島田正浩 1994F蕨野遺跡』高岡町教育委員会

5 岡本武憲 1991「 日向における古代末の土器」F中近世土器の基礎研究Ⅶ』日本中世土器研究会

6 永友良典 1988「前原南遺跡」F宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第4集』宮崎県教育委員会

7 中島恒次郎 。城戸康利 1994「薩摩国から来た食器 ―太宰府条坊跡 第89次調査出土資料―」『中近世土器
の基礎研究』X日 本中世土器研究会

8 長津宗重 1985「小山尻東遺跡」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第3集』宮崎県教育委員会

9 東憲章 1998『市位遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター

10 松林豊樹 1997『余り田遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター

11 谷口武憲 2000F大 島畠田遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター

12 日高孝治 1985「平畑遺跡」F宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第2集』宮崎県教育委員会

13 井上喜久男氏からのご教授による。

14 坂井秀弥 2000「遺跡からみた平安時代の村と社会,そ の変容」Fシ ンポジウム 日向における平安時代の様

相 資料集』宮崎県埋蔵文化財センター

―-62-―



写 真 図 版





図版 1

遺跡遠景 (西 から)

遺跡遠景 (北 から)

東面上層断面



1号土坑

2号土坑

4層・ 5a層遺物出土状況



1号溝遺物出土状況

3号溝

―-67-―



=豊
.上

304・ 5土境完掘状況

3号土墳

4号土墳

―-68-―



Ｔ
‐

5号土境

6号土坑

7号土坑

F弯

■.● ■ |

―-69-一

ユ

撃



―――――‐中噂HttHl十 T"‐
~~

図版 6

」5

30

―-70-一

33



図版 7

―
‐
止

-71-



止

―-72-―

下

呵46



表10 報告書登録抄

フ リ ガ ナ マ トノイセキ

書 名 的野遺跡

一呂 圭
日 名 NTT九1州移動通信網電波基地局建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 氷 第 1巻

シ リ ー ズ 名 高岡町埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第 20集

編 集 者 名 廣 田 晶 子

発 行 機 関 高岡町教育委員会

所 在 地 宮崎県東諸県郡高岡町大学内山2887番 地

発 行 年 月 日 2001年 3月 31日

収蔵遺跡名 所 在 地

コー ド

緯 度 経 度
査

間

調

期

査

積

調

面

査

因

調

原
市町村 遺跡番号

まとつ いせき

的野置跡
東諸県郡高岡町

大字上倉泡 0241
45-381 303

31°

55′

06″

131'

20′

22″

1999.12 213m2
塔

設

・鉄

建

種    別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散 布 地

縄支早期、後期

弥生時代後期

古代

土坑(溝
岩崎上層式

免日式土器

緑釉陶器、越州窯系青磁



高闘町坦蔵文化財調査報告書第20集

的1野遺跡

2001年 31月

編集・発行  高岡町教育委員会
T880‐ 2292

宮崎県東諸県郡高蘭町大字内山2887

TEL.0985と 82‐1111-

印   刷  株式会社宮崎南印刷
〒880-0911

宮崎県宮崎市大学田吉3m-1
呪 ∞箭 -51‐2745


